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　バシッと音を立てて、オレ――浅あさ川かわ省しよう真まの頭に衝しよう撃げきが走る。


「いってえ。何すんだよっ」


　オレは後ろに立っている家庭教師の寺てら嶋しま誠せい也やを振ふり返って睨にらんだ。


　ここはオレの家。そして、オレの部屋だ。遊びに来た友達に『おまえんち、すげー』とよく言われるこの部屋は、どうやら普ふ通つうよりはかなり広めらしい。机や本ほん棚だな、そしてベッドがあるのは友達んちと同じかな。ゆったりとしたソファとテーブルがあって、そこでテレビやビデオを見たり、ＣＤを聴きいたりできるようになってるのが、友達的にはたまらない魅み力りよくらしい。


　しかし、それにしても。


　机に着いて真ま面じ目めに英文を訳してるオレの頭を、寺嶋は後ろからノートで殴なぐったんだ。いかに家庭教師といえども、いきなりの暴力は許せないよな。


「何をするはこっちのセリフだ。これはふざけてるのかな？」


　寺嶋はオレのほうにノートを広げて差し出した。そこには、昨日、寺嶋に出された宿題の答えが書かれている。


「別にオレはふざけてない。ちゃんと宿題やってるじゃないかっ」


「ほう。ふざけてないのか？」


　寺嶋は冷たい表情でフンと鼻で笑う。


　そういう偉えらそうな笑い方がホントに腹立つなあっ。だいたい、オレは家庭教師なんか欲しくなかったんだよ。父親がどうしてもつけたいみたいだったから、仕方なく受け入れただけで。


　寺嶋は二十一歳。高校二年のオレからすると、やたらと大人に見える。実際、背も高いし、クラスでもそれほど高くない部類に入るオレと並ぶと、完全に大人と子供だ。


　顔は恐おそろしく整っている。なんていうか、間ま違ちがって男が惚ほれちゃいそうなくらいに、肌はだの色が白くて、繊せん細さいな顔立ちをしてて……。でも、女っぽいわけじゃなくて、綺き麗れいで格好いい男って感じだ。いや、家庭教師は顔でするもんじゃないけど。


　とはいえ、寺嶋はしばらくアメリカに留学してて、なんでも向こうの大学をもう出ちゃったんだって。しかも首席。


　でも、実のところ、オレは寺嶋のそんな華か麗れいな経歴をちょっと疑ってたりして。だって、そんなに優ゆう秀しゆうな寺嶋が、なんでオレの家庭教師になんかなるんだよ。帰国したばかりで、職がないからバイトしてるって言ってるけどさ。


　まあ、なんにしても怪あやしい奴やつだよ。父親がどこからこの男を連れてきたのかも、謎なぞだしね。


　寺嶋は左手で長めの前まえ髪がみをかき上げ、オレの前にノートを放り出した。


「これは全部やり直しだ」


「ええっ？　昨日、寝ないで頑がん張ばったのに」


「頑張ってこの程度か。答え、全部間違ってるよ」


「え……？　全部？」


「そう。全部」


　オレはガクゼンとして、ノートを見つめた。


　実は、宿題、友達にやらせちゃったんだよね。その代わり、学食のランチを奢おごってやった。オレは友達が解いた答えをそのまま書き写しただけなんだ。


　だって、数学、苦手だしさ。でも、全問不正解なら、オレが自分で解いたほうがマシだった気がする。


「学年で中くらいの成績なんだって？　つくづくレベルの低い学校だね」


　人がカチンとくるようなことを、寺嶋は平気で言う。


「低くなんかない。そりゃあ幼稚園から大学までエスカレーター式の学校だけど、いろいろ厳しいしっ」


　寺嶋はまた馬鹿にしたように笑った。顔が綺麗なだけに、余計に腹が立つ。


　くそーっ。コノヤロウ……。


　そう思いつつも、宿題の答えが間違ってるのは事実なんだろうし、文句も言えやしない。


「とにかく、これは今日の宿題と一いつ緒しよに、明日再提出だ」


「ゲッ。今日の宿題も別にやらなきゃいけないのかよ？」


　そう言ったら、いきなり鼻をつままれた。


「当たり前だ。家庭教師をナメるんじゃない。ちゃんと真面目にやらないと、どんどんノルマが増えていくことになるよ」


「でも……オレ、学校の宿題もあるし。予習や復習や豆テストの勉強もしなきゃ」


「当然、それもするんだな」


「それじゃ、ホントに寝る時間がないじゃないか！　だいたい、こんな無茶なことを言う家庭教師がいるかよ」


　寺嶋はフッと笑った。


「ここにいるじゃないか」


「……ホントにやな奴っ」


　オレは寺嶋の脛すねを蹴けっ飛ばした。


「……つぅ……」


「オレ、もう家庭教師なんていらない。あんたはクビ！」


　そう言い渡わたして、オレは部屋を出ていこうとした。後から父親に説教されるかもしれないけど、とにかくこの寺嶋だけは嫌いやだと言い張ろう。そうしたら、別の家庭教師に代えてくれるに違いない。


　だって、うちの親、厳しいけど、根本的なところで甘いんだ。それに、とっても気が変わりやすいし。もう家庭教師なんていらないってことになるかもしれない。


「待て！」


　後ろから追いかけてきた寺嶋がオレの腕うでを引っ張った。


「離はなせっ……」


　オレは寺嶋の手を振り払はらおうとしたけど、反対に腕の中に抱だきこまれてしまった。


「……僕を怒おこらせたな？」


　耳元で恐ろしい囁ささやき声が聞こえる。


　ゾゾーッ。一体なんなんだよっ。


　オレはそのまま引きずられていき、ベッドにポンと放り投げられる。


「何する……！」


　オレは文句を最後まで言えなかった。


　何な故ぜなら。


　オレの上に覆おおいかぶさってきた寺嶋が、オレの唇くちびるを自分の唇で塞ふさいだからだった。








　一体、なんでこんなことになったのかって言えば、そもそも、今から三日前、夕食後に話があると父親の書しよ斎さいに呼び出されたことから始まる。


　そして、オレはいきなり父親に、家庭教師をつけると宣言されたんだ。


　書斎には、難しそうで立派な装丁の本なんかが並んでいる扉とびら付きの書棚や、やたらとデカい机があった。そして、黒い革張りの応接セット。その応接セットで父親と向かい合っているわけだが、いきなり家庭教師の話を振られて、オレは目を丸くした。


「そんなに驚おどろくことはないだろう？　おまえもわが浅川家の長男なんだ。そろそろ勉強に身を入れなくては。将来、私の跡あとをついで、一流の企き業ぎよう家かになってもらうつもりなのだからな」


　髭ひげをたくわえ、威い厳げんのある父親だが、勉強や将来について改めて話をされるのは初めてだった。だいたい、本当は、オレは長男じゃないはずだし。


「えっ、でも、オレ……」


「『オレ』ではないだろう？」


　言葉遣づかいに対してチェックが入って、オレは思わず姿勢を正した。


「はいっ。お父様。『僕』はまだ将来のことなんて……」


「おまえも十六歳。子供とは言えない年ねん齢れいだ。将来のことを考えるのに早すぎる歳としではない」


「それはそうですが……家庭教師ですか……？」


「何か都合が悪いことでもあるのか？」


　父親の鋭するどい視線にドキッとする。もちろん都合が悪いから嫌がっているのだが、その理由を話すわけにはいかない。バレたら、絶対に邪じや魔まされる。……いや、ひょっとしてもうバレてるのかな。だから、家庭教師をつけるという名目で、オレの時間を縛しばろうとしてるのかもしれない。


「十月に入ってから、おまえは学校からの帰りが遅おそいと聞く。まさか、遊び歩いているわけではないだろうな？」


「い、いえっ、学校の図書室で自習しています」


「なら、その自習の時間を家庭教師との勉強にあてればいい」


　しまった……。せめて部活とか言えばよかった。何が自習だよ。家庭教師なんかつけられたら、オレの大事な時間がなくなってしまう。


　オレは自分のうかつさを呪のろった。


「あの……本気なんですか？」


「当たり前だ。先生ももう呼んである。早速、おまえに紹しよう介かいしよう」


　父親は内線で家政婦さんに電話して、家庭教師をこの書斎に案内するように言った。


　本当に気が早いっていうか、いつも勝手なんだからな。とにかく、ここは仕方ないから、家庭教師を受け入れるか。それから、なるべく早く、そいつを追い出せばいい。


　しばらくした後、ノックの音がして、ドアが開く。そこには、長身で細身の若い男が立っていた。


「これから、おまえの家庭教師になってくれる寺嶋誠也くんだ」


　オレはその名前にドキンと心臓が高鳴った。


　セイヤって名前は、オレにとって懐なつかしくも特別な名前なんだ。この家庭教師がセイヤという名前だったってことに、オレは勝手に親近感を抱いだいた。


　それに、すごく綺き麗れいな顔の人じゃないか。女の人みたいに優やさしい感じがする。オレが知ってる『セイヤ』もそうだったから、余計に……。年齢的にもちょうど同じくらいだし。


　ひょっとして……いや、そんなはずはない。オレが知ってる『セイヤ』なら、家庭教師としてオレの前に現れることはないし、そもそも、父親がこの家に連れてくることだってないだろう。


　だって……。


『セイヤ』は父親に見捨てられたんだから。


「浅川省真です。よろしくお願いしますっ」


　オレは思わずそういう挨あい拶さつをしていた。


　今まで家庭教師なんか嫌だと思っていたのに、名前が同じで顔や年齢が似ていることだけで、気が変わる。


　もちろん、彼はオレの知ってる『セイヤ』じゃないことは、百も承知だけどさ。


「よろしく。省真くん」


　彼はにっこりと微ほほ笑えんで、オレに挨拶を返した。


　なんか照れるなあ。オレ、このくらいの年齢の男の人にはちょっと弱いんだよ。変な意味じゃなく……お兄さんみたいで。


「では、省真も納なつ得とくしたことだし、早速、今日からお願いするよ。誠也くん」


「え……？　今日から？」


　父親がとっても気が早い人なんだってことは知っていたけど、それでも家庭教師をつけると言われたその日に紹介された上に、もう勉強を見てもらえなんて。


「何かおかしいかな？」


「いえ、あの……心の準備が……」


「そんなものは必要ない。おまえに必要なのは、向学心だけだ」


　う……。なんなんだよ、一体。今まで勉強しろなんて言われたこともないのに、このいきなりの変わりようはさ。


　でも、仕方ないんだよな。とりあえず、今日のところはこの人と勉強するしかないらしい。


　オレが彼の顔をちらりと見ると、彼は人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべた。


「じゃあ、省真くん。君の部屋に連れていってくれるかな？」


「あ、ハイ、先生」


　オレは先生を自分の部屋へと案内した。


「へぇ……わりと綺麗にしてるんだね」


　先生はオレの部屋を見回した。そして、オレの机に置いてあった写真立てに目を留める。


　しまった。いつもは引き出しの奥に入れておくのに、今日に限って出しっぱなしだ。


「これは……誰？」


　先生は机に近づき、写真立てを勝手に手に取った。写真の中には、優しげな表情をした小学生の男の子が笑顔で写っている。


「あ、えーと……それは兄なんですよ。兄が子供の頃ころの写真です」


　そう、兄のセイヤだ。漢字さえも判わからない。オレが覚えてるのは、その名前だけだ。


「……君は長男じゃなかったっけ？　あと、ひとつ違ちがいの双ふた子ごの弟がいるとか。三人兄弟なんだよね？」


「本当は次男なんです。ただ……兄は子供の頃にいなくなってしまって……」


　オレはあのときのことを今でも思い出す。


　それはオレがまだ幼よう稚ち園えんに通っていた頃のことだ。小学生だった兄様はオレの目の前で屈くつ強きような男達に連れ去られていったんだ。


　兄様は泣き叫さけんで抵てい抗こうしていたよ。オレも泣きながら追いかけていったけど、兄様は無理やり車に乗せられて、どこかに連れていかれてしまった。


　なのに。


　父親も母親も、兄様を探そうとしなかった。オレは何度も探してって頼たのんだのに。


　そうして、オレの大事な兄様はどこかにいなくなってしまった。子供の頃はそれが何な故ぜなのか判らなかった。誰も探そうともしないなんて、おかしいじゃないか。


　だけど、つい最近になってから、親しん戚せきの人の話の中で意外なことを耳にした。


　実は、オレの母親って、後妻らしいんだ。前妻の人は亡なくなってしまったらしくて。だから……これはオレの想像で、誰かに聞いたってわけじゃないんだけど、兄様は前妻さんの子供じゃなかったのかなって。


　だから、前妻の家族とかに引き取られていったんじゃないんだろうか。そうでなきゃ、突とつ然ぜんいなくなったのに探さないってことはないだろうし、オレが長男ってことにもならないと思うんだ。


　まるで、元から兄様が存在しなかったかのようにさ。


　兄様はとても優しい人だった。オレはいつも兄様と遊んでもらっていたし、兄様について歩いていたくらいだ。


　だから……。


　オレはもう一度、兄様に会いたい。


　オレはいろいろ兄様について調べ始めた。やっと前妻さんの実家の住所が判って、そこに出かけてみようと思っていたのに、その矢先に家庭教師をつけられるなんてね。


　この人には悪いけど、さっさと追い払はらわなくちゃ。そして、オレは兄様を探すんだ。


「ふーん……お兄さんね……」


　先生は写真立てを持っていた手を上に上げたかと思うと、いきなりパッと手を離はなした。すると、写真立てが床ゆかに落ちる。


　一瞬、オレは何をされたのか、判らなかった。でも、すぐに我に返って、写真立てを拾い上げる。幸い、カーペットの上だったから、ガラスも割れていない。


「な……何するんだよっ」


「……くだらないな。そんなものを大事にしてるなんて、まだ君は子供なんだね」


　そう言った先生の顔はさっきと違って、ずいぶん冷たかった。


　どういうことだよ。こいつ、さっきは猫ねこをかぶってたってことか？　それにしたって、『兄が子供の頃にいなくなって』と言ったら、普ふ通つう、死んだんだって思うだろう？　なのに、写真を大事にしてることで、こんなふうに言うなんて、信じられない。


　先生……いや、こんな奴やつ、先生なんて呼んでやらない、絶対に。


　オレはキッと寺嶋の顔を睨にらみつける。


「子供でもなんでも、オレが兄様の写真を大事にしてて、どこが悪いんだよっ。家族なら当たり前のことだろっ」


「悪くはない。ただ、子供なんだね、と言っただけだ」


　そして、寺嶋はふっと笑う。


「まあ、いなくなった兄さんのことより、今の成績のことを考えたほうがいい。君の一年のときの成績表を見せてもらったが、これでは君のお父さんが嘆なげくはずだ」


　そりゃあ、家庭教師にとっては、オレの兄様より成績のほうが大切だろうよ。だけど、オレは違うんだ。いや、そんなことより、オレは寺嶋の一言一句に腹立つよ。家庭教師としてはどうなのか知らないけど、人間としてどうなんだって思う。


「あんたって、すげーやな奴だっ」


「別に、僕は君に嫌いやな奴と言われても、痛くもかゆくもないよ」


　面と向かって、オレは考えつく限りの罵ば倒とうをしたつもりだったが、全然、寺嶋には歯が立たないらしい。というか、向こうのほうが断然、一枚上うわ手てなんだ。


「とにかく、時間がもったいない。早速、君の学校の進み具合なんかを教えてもらおう。教科書を出しなさい」


　寺嶋は命令口調でオレに言う。オレはすぐさま反抗したくなったが、ここでいつまでも言い合っていても仕方ない。オレは写真立てを引き出しの中に入れて、教科書を出した。


　要はこいつをどうにかして追い出せばいいんだ……。


　まだその方法は思いつかなかったが、そのうちに、きっとなんとかするよ。


　寺嶋はオレの教科書をパラパラとめくって見ている。


「ところで、なんの教科を見てくれることになってるわけ？」


「主要教科全部だ」


「ぜ、全部って……。週に何回来る？」


「心配しなくてもいい。毎日だから」


　ゲッ。毎日なんて来られたら困る。兄様探しのこともあるし、オレはそんなに暇ひまじゃないんだ。それに、毎日、こいつと顔を突つき合わせて、勉強させられるなんてごめんだ。


「そんな毎日来なくてもいいよ」


「君がよくても、君のお父さんが困る。君の成績をクラスで一番にしたいそうだから」


　なんなんだよ、一体。今まで別に勉強のことなんかあまり口を出さなかったのに、どうして急にそんなことを言い出すんだろう。


「じ、時間は……？」


「決まった時間はない。一日の予定が終われば、それで終わりだ」


　そんなあ。じゃあ、終わらなかったら、ずーっとこいつはオレの部屋にいて、勉強させるってことだろうか。


　冗じよう談だんじゃないよっ。そんなに家庭教師に時間を縛しばられたくない。これは本格的にこいつを追い出さなきゃいけないな……。


　家庭教師がついて一日目。


　寺嶋の綺き麗れいで冷たい横顔を見ながら、オレはそう思ったんだ。








「ん…んっ……ん……」


　なんでオレが寺嶋にキスなんかされなきゃいけないんだよ……。


　信じられない事態だが、これは夢じゃないよな。確かに唇くちびるが塞ふさがれていて、舌なんかが入ってる。これがキスじゃないはずなんかない。


　一体、どうしてこんなことになったのか……。


　えーと、確か、オレが寺嶋の足を蹴けっ飛ばして、逃にげようとしたんだよな。家庭教師はクビだとか言って。そうしたら、寺嶋の奴が怒おこって、オレはベッドに放り投げられたんだ。


　いや、どう考えても、寺嶋が怒ったのまでは理解できても、その後、どうしてキスされるのか判らないよ。うーん。これって、新あら手ての嫌がらせ？


　オレはさっきからそのキスから逃のがれようとしてるんだけど、なんだか上手くいかない。体格の差もあるだろうけど、あんまりビックリしすぎちゃって力が入らないっていうか……。


　これはなんかの間違いじゃないかって、今もそう思うんだけど。


　舌が触ふれ合う感かん触しよくからして、やっぱり間違いじゃないんだよね。


　でも、寺嶋は男のオレなんかにキスして、気持ち悪くないんだろうか。嫌がらせにしたって、度を超こえてるよな。普通、ここまでするかよ。


　もしかして……寺嶋を怒らせたら、ここまでされるってことか……。


　ゾッ。


　オレは抵てい抗こうするのをやめた。抵抗していたら、もっと怒らせそうな気がしたからだ。嫌だけど、寺嶋に身を任せるように力を抜ぬく。


　すると、強引にオレの舌を絡からめ取っていた寺嶋も、身体からだから力を抜いたようだった。けれど、相変わらずキスはしていて……。


　あれっ。なんだか今度は優やさしくキスされてる。さっきと違ちがって、まるでこう……口の中を愛あい撫ぶされてるような感じだ。


　けっこうキスって、気持ちいいもんなんだな。そういえば、オレ、これが初めてのキスだし、ある意味、なんか勉強になるな。こんなふうに女の子に優しくキスしてやれば、ひょっとしてイチコロ？　なんてね。


　そういう想像をすると、ちょっとドキドキしてくる。来たるべきときの練習だって思えば、寺嶋のキスも役に立つ。もちろん、男とキスなんて、本当はしたくないけどさ。


　ああ、でも、こんなに優しくキスされたら、嫌がらせにもならないだろうに。ひょっとして、オレが抵抗しなくなったから、寺嶋もどうしていいか判わからなくなっていたりして。


　やめるタイミングが見つからないのか、キスはいつまで経たっても終わらない。ずいぶん長いことキスしているのは、オレの気のせいなんだろうか。


　やがて、唇が離れる。


　やっと終わりか……と思ったんだけど、寺嶋はオレの上から退どいてくれない。それどころか、オレの顔をじっと見つめてるんだ。


　そんなにじろじろ見られてると、ちょっと照れるよ。性格はともかくとして、寺嶋の顔はとっても綺麗だから。


　男だって判ってても、ちょっと惚ほれ惚ぼれするくらいにね。


「慣れてるのか？　意外だな」


「……え？」


　なんの話だろう。キスに慣れてるかって？　自じ慢まんじゃないが、女の子と付き合ったことなんか一度もないオレに、キスの経験なんてあるはずがない。だけど、そんなこと言ったら、絶対にこいつに馬ば鹿かにされるだろう。


　寺嶋にしてみれば、嫌がらせのためにキスしたわけだから、オレが平然としてると、つまらないに違いない。


　つまり、男のオレにキスしただけ損ってわけで。


「そうさ。キスくらい何度もしたことあるよ」


　オレは思いっきり噓うそをついた。どうだ、ザマーミロって感じで。


「ふーん……何度もね。それ以上のことも？」


　それ以上って、アレとかソレとかのことか。あるわけないけど、ないと言ったら、やっぱり馬鹿にされそうだ。


「あるよ。当然だろ」


　……なーんてね。


「そうか。なるほど。君の学校は男子校だっけ？」


　意味ありげに、寺嶋は笑った。


　えっ、ちょっと待てよ。それはつまり、オレが男とキスやそれ以上のことをしてるっていう意味か。


「ち、違うっ。そうじゃなくて……」


　訂てい正せいしようとしたら、再び唇が塞がれていた。


　なんだよ。初めてじゃないなら、もう嫌がらせは成立しないんだから、キスなんかする必要もないだろうに。


　それとも、実はオレの噓がバレバレだったとか。


　キスされると、また気持ちよくなってくる。だから、なんかオレもまたおとなしくキスされちゃって。


　寺嶋の手がオレのシャツの裾すそをたくし上げている。


　えっ……。


　何してるんだよ。なんで、オレのシャツの中にこいつの手が入ってくるんだよ。しかも、胸なんかを撫なでてるし。


「んっ……んっ」


　オレは懸けん命めいに寺嶋を押しやろうとした。


　だって、胸なんか撫でられるのは嫌いやだ。オレは女じゃないんだから。


　……ひょっとして、オレが男と経験してるって勘かん違ちがいして、慣れてるんだから何したっていいと思われてるとか。


　そんなあ。冗談じゃないよっ。


　寺嶋の指がオレの乳首を撫でている。


　身体がなんだか変になってきた。くすぐったいような、むず痒がゆいような……。


　唇が離はなれた。


「や……やめろよっ。こんなこと……」


「どうして？」


「どうしてって……嫌だ……っ」


　こんなに嫌がってるんだから、普ふ通つう、やめるよな。なのに、寺嶋はオレのシャツを本格的にまくって、胸にキスなんか始めたんだ。


「馬鹿っ……あっ……」


「感じてるのか？　さすがに経験者は違う」


「違うっ。そんなの、噓だって」


　オレは慌あわてて前言を撤てつ回かいした。


「こんなことするの、初めてだよっ。だから……やめてくれよ……っ」


　なんだか涙なみだが出てくる。


　だって、胸にキスなんかされたくないんだ。


　寺嶋がふっと笑った。


「本当は初めてなんだ？　もしかしてキスも？」


　オレは本当にもうやめてほしくて、一生懸命に頷うなずいた。


「言っておくけど、僕はそっちのほうが好都合なんだよ？」


「えっ、でも……」


「さっき、僕をクビにするって言ったよね？　それは困るんだ」


「あ……。クビにしないから……」


　なんでオレがこんなこと頼たのまなきゃいけないんだろう。だけど、このまま放っておいたら、とんでもないことをされそうな気がする。それよりは、今だけでもおとなしくしておいたほうがいい。


　もちろん、この危機を脱だつしたら、すぐさまクビだよ。だって、こんなことされたんだ。このことを父親に告げ口したら、いくらこいつがどんなに優ゆう秀しゆうな家庭教師だったとしても、絶対クビにされるはずだ。


「へぇ……。でも、そんなこと、口で言っても信じられないよね？　それに、君は僕の足を蹴けって逃にげようとしたし」


「謝るからっ。ごめん」


　とにかくオレはやめてほしいんだから、いい加減、退いてくれよって思う。なんで、こいつ、こんなに意地悪なんだろう。


　元々の性格かな。それにしても、オレにすごくつらく当たるのは何な故ぜなんだろうか。


　オレのこと、特別嫌きらいとか。


　いや、オレだって、寺嶋のことなんか大嫌いだから、嫌われてたって平気だけど……。


「僕は君が愛いとしのパパに言いつけたりしないように、釘くぎをさしておきたいわけだ」


　ドキッ。


　オレの考えてることなんか、寺嶋にはお見通しなのかもしれない。


「く、釘って……何？」


　ドキドキしながら尋たずねたら、寺嶋はニヤリと笑った。


「教えてほしい？」


「そりゃあ知りたいさ」


「じゃあ、目をつぶってごらん」


　オレは首をかしげながらも、言われたとおりに目をつぶった。


「僕がいいと言うまで、開けたらダメだからね。……もし約束破ったら、ひどいことするよ」


　ゲッ。ひどいことってなんだよ。今以上のひどいことが存在するのか？


　でも、そう言われたら、おとなしく目を閉じるしかないよな。何をされるか……本当に何をされるのか、とっても怖こわいしさ。


　寺嶋の手がオレの腹を撫でる。途と端たんに、ビクッとオレの身体からだが震ふるえた。


「……感じる？」


　笑いを含ふくんだ声で訊きかれる。


「そんなわけないだろっ」


　オレはムッとして、そう答えた。


　本当のところはどうなんだろう。腹とはいえ、寺嶋の手に触ふれられると、なんだか変な気分になってくるのは事実だった。さっきの続きみたいに。


　オレのベルトに寺嶋の手がかかる。


　え……？


　もしかして、ベルトを外されている？


「あ、あのさ……」


「目は閉じたままだよ」


「わ、判わかってるさ」


　そう言いつつも、不安が残る。


　だって……。


　ズボンのジッパーが下ろされる。しかも、下着と一いつ緒しよにズラされてしまったんだよ。


　どうしよう。本当にどうしよう。


　オレの大事なところが、今、寺嶋の目に晒さらされてるんだ。目を閉じていても、そこに視線を感じてしまい、手で隠かくそうとした。


「ダメだよ」


「でもっ……」


「これからがいいところなんだから」


　どこがいいんだよ？　一体。


「反応してるね？」


「えっ……？」


「自分で気づかなかった？　ココ……普通の状態より硬かたくなってるよ？」


　大事なそこに寺嶋の手が触れた。


「や……やめろよっ」


　そりゃあ、少し反応してるかもしれないよ。だって、気持ちよくなりかけていたくらいだから。


　だけど……なんていうか、それはオレが感じやすいお年とし頃ごろだからであって、変な意味で勃たってるわけじゃないんだ。うん。


　でも、そんなふうに握にぎられて手を動かされると、たちまちもっと反応してくる。


「何するんだよっ……。なんで、そんなこと……」


「目は……開けちゃダメなんだよ？」


　判ってるって。


　オレは目を閉じたまま、抵てい抗こうしていた。けど、大事なところを握られてる最中にする抵抗なんて、たかが知れている。


　相手は寺嶋なんだと判っていても、目を閉じてる分、感覚が鋭えい敏びんになってしまって、刺し激げきに対して余計に弱くなってくる。


　早い話が気持ちいいんだ。


「い……嫌だ。もう……」


「もう？　限界？」


　オレはやめてほしくて、頷いた。


「なら、遠えん慮りよせずにイッちゃっていいよ」


「えっ……そんなこと、できるわけないじゃないかあっ」


　他人の……しかも、自分をいじめてる寺嶋の手でイクなんて、絶対嫌だ。


「別に気にしなくていい。君だって、このままじゃつらいだろうし」


「だからっ……手を離はなしてくれよっ」


　オレがそう叫さけんだ途端、パッと手が離れた。


　え……？


　急に離されて、オレは不安になってくる。オレのそこは勃たっている。そして、寺嶋は手を出さないまでも、すぐ傍そばにいるんだ。てことは、じっと見てるってことでさ。


　どうしよう……。


　今の今まで刺激されてたそこはすぐには熱が冷めないし、気が落ち着くまで、じっとこのままでいるのもつらい。


　オレはそろそろと手を伸のばして、とりあえず下着とズボンを穿はいて、寺嶋の視線からそれを隠そうとした。


「ダーメ」


　まるで冗じよう談だんを言うように、寺嶋は楽しそうにそう言うと、オレの両手をそれぞれシーツに押しつけた。


「は……離せぇっ……」


　もがいたが、寺嶋の力は強くて、シーツに縫ぬいつけられたままビクともしない。


　ホントにホントにどうしよう……。


　そして、そのうちに、寺嶋に刺激されていたそこが、なんだか切なくなってきた。


　元々、イク寸前まで盛り上がっていたんだ。ほったらかしにされるのは、つらいに決まっている。オレの興奮が鎮しずまればいいだけの話だが、両手を塞ふさがれてしまって、もがいているから、余計に興奮してしまうし。


　だいたい、寺嶋の意図も判らない。刺激してみたり、オレの邪じや魔まをしてみたり。


　言動に一いつ貫かん性がないっていうのか、一体、何をしたいんだろう。ひょっとして、オレに嫌いやがらせをしたいだけ、とか。


　確か、オレが告げ口しないように釘をさしておきたいって言ってたっけ……。


　これのどこが釘なんだよ。やっぱり、オレをいじめて楽しんでるだけじゃないのか。


「もう……やだぁ……」


「何が嫌？」


「手を離してくれよ……。頼たのむから……」


「どうして？　僕はもう君を刺激してないよ」


「あ……だって」


　押さえつけられてること自体が刺激になってるっていうのは、寺嶋ではなく、オレのほうの問題なのかもしれない。


　でも……でも。


　思わず腰こしを揺ゆらした。


　自分でも触れないとなると、なんだか、どんどん我が慢まんできなくなってきてしまう。オレって、ひょっとして、いやらしいのかな。


　寺嶋がフッと笑った。


「……このままだと、つらそうだね」


「見るなぁ……」


「仕方ないよ。見えてしまうんだから。こんなに大きくなって……」


　オレはそんなことを聞きたくなくて、頭を左右に振ふった。苦しくて涙なみだが出てくる。どうして、オレがこんな目に遭あわせられなきゃいけないんだよ。


　しかも、家庭教師に。


「……そんなにつらいんだ？」


　急に優やさしい声で尋たずねられる。


　ひょっとして、オレが泣いてるのを見て、さすがに可哀かわい想そうになっていじめるのをやめようと思ったとか。


「うん……」


　オレは素す直なおにそう言った。少しだけ甘えるように。


　そうしたら、寺嶋がオレの手を解放してくれるような気がしたから。


「そうだよね。ごめんね」


　なんだか、いい感じになってきた。


　オレはその謝罪を受け入れるように、コクンと首を振る。


「じゃあ、ひとつだけ正直に教えてくれる？　本当はすごく感じてる？」


　少し迷ったけど、優しい声で尋ねてくるから、そっと頷うなずいた。


「我慢できないくらい？」


「うん……」


「本当は……さっきイキたかった？」


　頰ほおがサッと熱くなる。


　まるでオレの気持ちが見み透すかされたような気がして。


「顔を真っ赤にして。意外と可愛かわいいなあ」


　可愛いって言われて、嬉うれしいわけじゃない。そう思うのに、そんなふうに優しく囁ささやかれるのは悪い気分じゃなかった。


　オレは元々、お兄さんっ子だから。


　年上の優しいお兄さんタイプの人にはめっきり弱かったんだ。


　だから……。


「……じゃあ、してほしい？」


　そんな質問にもうっかり頷いてしまっていた。


　寺嶋がふっと笑った。


「そうかあ。してほしいんだ？　君がそんなに望むんだったら、してあげるよ」


「えっ？」


　オレは驚おどろいて目を開けた。


　目の前には、ニヤニヤと笑う寺嶋の顔があった。


　しまった……。こいつ、オレを騙だましたうえに、揶から揄かっていたんだ。


「目を開けたら、ひどいことするって言ったよね？」


「あ……」


　優しく囁かれて、オレはそんな約束もすっかり忘れていたらしい。


　馬ば鹿かだ……オレ。思いっきり馬鹿だ。ちょっと甘い言葉をかけられただけで、こんなに簡単に引っかかっちゃうなんて。


「離せよっ……」


　力の限り手を振り払はらおうとしたら、あっさりと寺嶋は離した。


　拍ひよう子し抜ぬけした次の瞬しゆん間かん、オレはガクゼンとした。寺嶋はオレの両足をがっちり抱かかえ上げて、閉じられなくしたんだ。


「嫌だ！　離せって……！」


　こんな格好、涙が出るほど恥はずかしい。オレは女じゃないけど、男でも裸はだかの下半身をこんなふうにされて、しかもジロジロ見られたら、たまらないよっ。


「ひどいことって……何する気だよ？」


「さあて。何しようかな。とりあえず、君の望みどおりにしてあげようか」


「あっ……」


　両足がぐっと胸のほうに押し上げられたかと思うと、股こ間かんの勃たち上がった部分に、寺嶋は唇くちびるを近づけた。


　ええぇっ……？


　あまりのことに、オレは呆ぼう然ぜんとしてそれを見ていた。というか、自分の目で見ているものが信じられない。


　寺嶋はオレのそこを舌で舐なめてるんだよ。


　だけど、噓うそでも幻まぼろしでもない証しよう拠こに、オレにそういう舐められている感かん触しよくがあるんだ。


　へ……ヘンタイっ。


　思わずそう思ってしまった。いや、男にしか欲情できない男もいるわけだし、その行こう為いそのものがヘンタイってわけじゃない。だけど、普ふ通つうの男であるオレに、こんなことを平気で……しかも無理やりする寺嶋は、すごくヘンタイに思えてしまった。


　だいたい、どう見ても、寺嶋はオレを好きでこういう行為に及およんでるわけではなさそうだ。どっちかっていうと、やっぱり嫌がらせ系だし。


　嫌がらせでこんなことできる寺嶋は、すごく変だって思う。


　いや、寺嶋がヘンタイであろうとなかろうと、オレの今の危機には大して関わりはないよ。問題は、この状態からどうやって抜け出すかってことでさ。


　でも……。


　足はしっかりホールドされていて、動かせない。しかも、股間への刺し激げきはダイレクトで、オレは今にもイッてしまいそうなんだ。


　うっかり誘ゆう導どう尋じん問もんに頷いてしまったオレが馬鹿だったとはいえ、このまま本当にイッてしまったら……。


　相当、みっともない奴やつだよ。


　オレはなんとかイッてしまわないように、精せい一いつ杯ぱい、我慢した。寺嶋がオレをイカせるつもりでいるのなら、そんな我慢なんか意味がないような気もしたけど、やっぱり寺嶋に舐められてイクってのは、どうしようもなく嫌だ。


「強情だね。足が震ふるえてるよ」


　そう。気持ちよすぎて、痙けい攣れんするように震えていた。足だけじゃなく、身体からだ全体がね。


「仕方ない。特別サービスだ」


　そう言うと、寺嶋はもう一度、そこに唇を近づける。


　え……？


　今度は舐められたわけじゃなかった。そうじゃなくて……寺嶋はオレの大事なところを口に含ふくんだんだ。


　噓だーっ。


　なんで、オレが男にこんなことされなきゃいけないんだよっ。


　自分の目で見ているものが信じられない。だけど、確かな感覚がオレのそこにある。手で刺激されるより、ずっと気持ちいい。


　だけど、寺嶋の口……なんだぜ？


　オレは快感と戦う羽目になった。寺嶋はくわえただけじゃなくて、唇や舌を使って、オレを攻せめ立てるんだ。


　どうしよう……。もう我慢できない。イッてしまいそう。


　でも、ここで降こう伏ふくしたくない。イッたら、寺嶋に絶対に馬鹿にされるし、頭が上がらなくなる。


　くそーっ。


　確かに、これじゃ、父親に告げ口なんかできないぞ。いくら寺嶋の罠わなにハマっただけで、オレに罪はなくても、こんなことされましたなんて、絶対に口が裂さけても誰だれにも言えない。


　ひどい……。


　兄様みたいに優やさしくして、オレを騙しやがって。


　いや、寺嶋にしてみれば、優しかった兄様のことなんか知りゃあしないわけだから、そんなの言いがかりなんだろうけど。


「やだ……やだぁ……」


　オレはだんだん身体の中が熱くなってきてしまって、無意味に首を何度も横に振ふった。


　我が慢まんできなくなる。


　気持ちよすぎて。


　でも……でも、オレは本当にイキたくないんだってば！


　口の中でキュッと吸われたような感覚があった。


「あ……ああっ……！」


　身体の奥からものすごい快感に突き上げられて、気がついたらオレはイッてしまっていた。


　ああ、オレって……。


　身体は満足したけど、オレは激しい後こう悔かいに見み舞まわれていた。


　これで、オレは寺嶋のドレイ決定だよ。寺嶋の言うなりになって、勉強ばかりさせられて、自由なんかなくなって……それから、弄もてあそばれるんだ。


「泣くほどよかった？」


　無神経な寺嶋の言葉に、オレはキッとそちらを睨にらんだ。


「泣いてるのは、嫌いやだったからだ！」


「でも……イッたってことは、気持ちよかったってことだよね？　君はあれだけ我慢したのに、残念だったね。快感には勝てなくて」


　そんなことを寺嶋はニコニコしながら言った。


　ちくしょーっ。コノヤロウ、絶対許さないぞっ。


「そういうわけだから、君の家庭教師は僕だ。……何か文句ある？」


　いっぱいあるが、口には出せない。今は分ぶが悪いんだ。


　くそーっ。絶対、寺嶋の弱味を握にぎって、クビにしてやるぞ！


「さて、と。時間を無む駄だにしたね」


　寺嶋はいきなりベッドから下りると、元の家庭教師らしい態度に戻もどった。


「そんなもの、早く始末しなさい。続きをやるよ」


「そ、そんなものって……。あんたが勝手にしたんじゃないかっ」


　寺嶋はふっと笑って、前まえ髪がみをかき上げた。


「後始末も僕にしてほしいわけ？　そこまで甘えられても困るんだけど」


「だ、誰もそんなこと言ってないだろっ。ただ、あんたが勝手にしたのに、オレが自分でやったみたいに言われるとさ……」


「君だって楽しんだだろう？　してほしいって言ったのは、君だよね？」


　う……。反論できない。


　確かにしてほしいかって訊きかれて、頷うなずいたのはオレだよ。


「あれはあんたが騙だますから……」


「優しくされると、誰にでもコロリと騙されるんだ？　ホントに君は面おも白しろいよ」


　寺嶋の言うことにカチンとくる。いや、この男の言うことは一から十までカチンとくることだらけだが。


　なんにしても、ここでいつまで言い合ってても仕方ない。オレは手早く後始末をすると、衣服を元どおりにした。その間に、部屋に備えつけてあるバスルーム兼けん洗面所で、寺嶋は手を洗い、わざとらしく音を立ててうがいまでしていた。


　嫌いや味みだ……と思ったけど、オレにどうこう言う権利はないのかもしれない。結局、あいつに負けてしまったのは、こっちなんだからさ。


　でも……でもっ。


　やっぱり、どう考えても理り不ふ尽じんだ……。


　オレはそう思うしかなかった。








　それからも、オレはずっと寺嶋のスパルタ教育を受けることになった。


　ホントに笑っちゃうくらい、寺嶋は厳しくて、オレは学校との両立にフラフラになっていた。だけど、とにかく、今は寺嶋の言うことを聞くしかなくて、我慢して勉強している。


　いつになったら、オレは寺嶋の尻しつ尾ぽをつかめるんだろうって気がしないでもないけど。


　いやいや、油断させたところで、一気にいくんだから。


　オレは日々の忙いそがしさにかまけている自分にそう言い訳をした。


　そりゃあ、反はん抗こうのひとつもできないなんて、すごく情けないけどさ。そのせいで、兄様の行方ゆくえを探すこともできない。だから、情けなさが倍増なんだ。


「こら、またボンヤリしてる。僕の説明をちゃんと聞かないから、この間みたいな間ま違ちがいをするんだよ」


　寺嶋はそう言うと、オレの頭を教科書で叩たたいた。


「そんなに、頭を叩くなよっ」


「ああ、そうだね。それ以上、君の頭が悪くなったら困るし」


　いちいち嫌味な奴だよな、寺嶋ってさ。


　最初に兄様と名前が同じだからって、簡単に気を許したオレが馬ば鹿かだったよ。


「だいたいさあ、休きゆう憩けいも入れずに、何時間もぶっ続けで勉強させるなよ。たとえオレが優ゆう秀しゆうだったとしても、途と中ちゆうでボンヤリくらいしたくなるさ」


　そう文句を言うと、寺嶋はふっと笑った。


「ああ、なるほど。君の集中力じゃ、もう限界なのかもしれないね」


　ムッとするようなことを寺嶋は言うが、二十一歳でもう向こうの大学を首席で卒業したってことは、普ふ通つうよりはるかに頭がいいんだろうし、そういう奴やつにオレみたいな凡ぼん人じんの気持ちは理解できないんだろうな。悔くやしいけどさっ。


「じゃあ、十分間、休憩だ」


　ホッとして、オレは机の上に突つっ伏ぷした。


「だらしないな。ほら、休むなら、こっちで休みなさい」


　寺嶋に言われて、オレはソファに移動する。確かにこっちのほうが座すわり心ごこ地ちがいいんだけど、すぐ隣となりに寺嶋が腰こし掛かけたから、一気に緊きん張ちようしてしまう。


「……別に緊張しなくていいよ」


「そう言われたって……さ」


　あんなことまでされた相手だ、緊張というか、警けい戒かいくらいするだろう。だいたい、例の『ひどいこと』はまだされてない。いつされるか、オレはいつもドキドキしている。


　もちろん、そのことを寺嶋が忘れてくれていたり、どうでもいいと思ってるなら、そっちのほうがいい。だけど、寺嶋は記き憶おく力はいいし、しつこい奴だ。しかも、性格が悪い。


　絶対、絶対、覚えてる。そして、何かのときに、あのときのことを持ち出してくるに違いないんだ。


『ひどいこと』ってなんなんだろう。恐おそろしいよ、オレは。


「まあ、君も君なりに頑がん張ばっていることは認めるけど、今ひとつ、身が入ってない気がするんだよね」


　寺嶋は溜ため息いき混じりにそう言った。


　オレは寺嶋が大だい嫌きらいだし、こいつを早くやめさせたいと思っているけど、家庭教師として頑張っていることはオレも認めている。でも、元々、オレは成績を上げたいと思っていたわけじゃないから、身が入らなくても仕方ないよ。


　だいたい、誰だれが好すき好このんで勉強なんかするんだ。


「オレはさ、別に勉強なんかしたくないんだ。それでも、仕方なくやってるんだから、そこまで文句言わないでほしいよ」


「でも、勉強は自分のためにやるもんじゃないかな？　君は将来、どういう仕事をしたいとか、夢はないの？」


「え……？　別に夢なんて……」


　オレの頭の中にあるのは、兄様のことだけだ。兄様にもう一度会いたい。それだけで、仕事のことなんか、オレの夢の中にはあるわけないよ。


「やっぱり、君はまだ子供なんだね」


　ムカッとするけど、一言も言い返せない。


「とはいえ、僕は君の家庭教師だ。君がもっと勉学に身を入れられるように心を砕くだかなければならないんだよ」


「別にこのままでいいよ。お父様だって、そこまで望んでるわけじゃないと思うし」


　ついうっかり寺嶋の前で『お父様』と言ってしまって、クスッと笑われる。


「たぶんね。君に足りないのは自立心だと思うんだ。自分で考え、自分で進路を決め、自分で勉強していく……その気構えがないから、僕の説明もいい加減に流してしまうんだよ」


「そ、そうかな……」


　判わかったような判らないような。でも、自立心がオレにあるかって訊かれたら、やっぱないんだろうな。


　少なくとも、人前で『お父様』なんて言ってるようじゃマズイだろう。


「だからね。君をしばらく預かることにしようと思うんだ」


「預かるって……？」


「うーん。キャンプみたいなもの、かな。ここにいたら、君は自分で何もしなくても、生活できてしまうだろう？　だから、自分の生活の面めん倒どうは自分で見ることにするんだ」


　キャンプ……には、心こころ惹ひかれるなあ。楽しそうだよ。学校でキャンプをしたことがあるけど、みんなでカレーを作ったり、飯ごうでご飯を炊たいたりしてさ。キャンプファイヤーも楽しかったなあ。


「でも、学校は？」


「もちろん、学校は行きながら、だよ」


　キャンプで生活して、学校にも行くのか。


「だけど、キャンプって、山の中なんじゃ……」


「キャンプみたいなもの、だって言っただろう？　そのものズバリじゃないよ。……どうする？　君が嫌いやだって言うなら、さすがに無理には連れていけないけど」


　オレはちょっと迷った。


　寺嶋の言う『キャンプみたいなもの』っていうのがどういうものだか、よく判らないし、学校以外は寺嶋とずっと一いつ緒しよなんて、ずいぶん気き詰づまりだ。


　だけど、自立心をどうこうっていう話には惹かれる。オレは自分で自分の甘いところが嫌いだよ。こうして何不自由なく暮らしているけど、自分では何もできないってことは、よく判ってる。


　兄様だって、オレに行動力があれば、もっと早くに探せてるはずなんだ。


　ああ、兄様に会いたいよ。こんな名前だけセイヤな寺嶋じゃなくて、本物の優やさしい兄様にさ。


「……判った。自立心を養うために、そのキャンプみたいなものに参加するよ！」


「そうか。じゃあ、早速、君の『お父様』に話してくるよ。あ、休憩はあと五分だからね。さっきの続きをしておくんだよ」


　そう言うと、寺嶋はさっと立ち上がって、部屋を出ていった。


　ずいぶん気が早い奴なんだな。


　なんていうか、寺嶋自身がその『キャンプ』を楽しみにしてるみたいに。


　いや、まさかね。寺嶋って、そういうのが楽しいと思うような性格してなさそうだし。どっちかっていうと、四六時中、オレをいたぶるのが楽しみなんだったりして。


　オレは思わずブルブルと身み震ぶるいした。


　もしかして、早まった決断をしてしまっただろうか。でも、今いま更さら、どうしようもないよな。


　それに、寺嶋も深く付き合ってみればいい奴だったりして。


　いや、その可能性は限りなく低そうだけど。


　一応、兄様と同じ名前なんだからさ。ちょっとは望みがあるってことで。


　オレはなんとかそう思うことにしたんだ。








　オレは次の日曜日、まとめた荷物と共に寺嶋の車に乗り込んだ。そうして、目的地に向かう。


　それがどこなのか、オレは全然教えてもらってなかったから、不安半分、期待半分だった。


　しかし……。


「これがキャンプ？　詐さ欺ぎじゃないかあっ」


　オレは目的地に着いて、そう叫さけんだ。


「違ちがうよ。キャンプみたいなもの、だって」


　寺嶋は澄すました顔でそう言った。


　着いた場所はマンションの一室。早い話が寺嶋の部屋なんだよ。


　いや、キャンプそのものじゃなくても、どっか、合宿所みたいなものを想像していたオレとしては、もう詐欺というか、裏切りというか……とにかく話が違うとしか思えなかった。だって、さっさと自分の部屋って言ってれば、オレだって話が違うとは思わなかったわけなんだし。


　もちろん、最初から寺嶋の部屋だって判ってれば、行くとは言わなかったし、たとえ途と中ちゆうでもゴネたはずだ。


　いや……。今からだって、オレはゴネるぞ。


「オレ、帰るからっ」


　荷物を持って、オレは入ってきたばかりの玄げん関かんへと向かう。


「待ちなさい」


　寺嶋は偉えらそうにそう言うと、オレの腕うでを引っ張った。


「離はなせよっ」


「そういうわけにもいかないんだ。ほら……おいで」


　無理に腕を引っ張られて、オレは荷物を取り落とす。


「何するんだっ……」


「何って……。面倒くさいな。君は僕の言うことをおとなしく聞いてればいいんだよ」


　そんな勝手なことを言うと、寺嶋はオレの身体からだを抱かかえあげた。というか、なんかお姫ひめ様さま抱だっこみたいなやつで、オレはビックリしてしまった。


　寺嶋とはずいぶん身長が違う。体重だって違うだろう。だけど、人に断りもなく、抱き上げるってどういうことだよ。


　しかも、面倒くさいという理由で。


「お……下ろせよっ」


「嫌だね。暴れたら、ひどいことをするよ」


　ドキッ。


『ひどいこと』って、なんだか判らないけど、寺嶋が言うと、妙みように怖こわいんだ。それに、ここにはオレと寺嶋しかいない。本格的にひどいことをされたとしても、誰も助けになんか来ないんだ。


　オレはゾッとした。


　こんな危険な奴やつと二人きりでここで暮らすなんて、すごくヤバイよ。


　とりあえず、ここはおとなしくしておいて、油断させなきゃ。そして、隙すきを見て、逃にげ出すんだよ。


　そうだ。学校には行かせてもらえるって話だったし、だったら家に逃げ帰るのも簡単じゃないか。


　オレはホッとして、力を抜ぬいた。


「そうそう。おとなしくしないとね。僕は君を食ってしまうかもしれないんだから」


　寺嶋は冗じよう談だんのようにそう言うと、オレをリビングのソファに下ろした。


　一人暮らしのわりに広い部屋だ。部屋もいくつかあるみたいだし、誰だれかと暮らしててもおかしくないような気もする。


　でも、確か、前に一人暮らしだって聞いた。だから、金を稼かせがなくちゃいけなくて、オレの家庭教師はものすごく割りのいいバイトらしい。


　金のことはよく判らないけど、家庭教師って、そんなに儲もうかるものなのかな。まあ、毎日で時間も定まってないんだし、普ふ通つうの相場よりは高そうだけど。それとも、何か他ほかのバイトと掛かけ持ちしてるんだろうか。


　なんにしても、寺嶋がオレの家庭教師に固こ執しゆうしてるのは、きっと金のためなんだと思う。


「君はここで生活のすべてを見直すんだよ」


　寺嶋はオレに一日のスケジュール表を渡わたした。


「えっ……これって……」


　起き床しよう時間から始まって、食事を作る時間だの、食べる時間だの、細かく書かれている。そして、学校に行って……帰宅後、掃そう除じの時間や、夕食を作る時間、もちろん勉強の時間もある。


「あのさ……もしかして、食事とか、オレが作るわけ……？」


「もちろんだ。生活に必要なことは全部やってもらう」


「そんな……。オレはここに勉強しに来たんだ。メイドの真ま似ね事ごとをやりに来たんじゃない！」


　ムッとして立ち上がると、寺嶋はオレの肩かたを押さえ、再びソファに座すわらせた。そして、自分もオレの隣となりに座る。


　しかも、なんだか親しげにオレの肩を抱いて……。


　う……。なんか、やな予感。


「君はまず自分のことを自分でやれるようにしなくてはいけない。自立心はそこから養われるんだ」


「そりゃあ……あんたの言うことも判わかるけど、オレは……」


「もちろん、やり方は僕が教えていくつもりだ。手取り足取り、ね」


　耳元で囁ささやかれ、オレはソファから飛び上がりそうになった。


「どうしたの？　耳が感じるとか？」


「そ……そんなわけないだろっ」


「ふーん」


　寺嶋はオレを馬ば鹿かにしたように笑った。


　くーっ。ホントにやな奴だぜっ。


「おいで。君の部屋を用意しておいた」


　寺嶋はオレの肩を抱いたまま立ち上がる。当然、オレも引っ張られて立ち上がり、そのまま寺嶋にくっついて歩く羽目になった。


「肩から手を退どけてくれよ」


「別にいいだろう、これくらい。何も君にいけないことをしてるわけじゃない」


　いけないことって、この間、オレがされたようなこと？


「されてたまるかよっ」


　オレが力を込めてそう言うと、寺嶋はクスクス笑った。


　ドアのひとつを開けると、そこにはシンプルながら机とベッドがあった。


「えーと、これ、オレ専用？」


「まあね。君の『お父様』が用意してくれた」


　ということは、お父様は単なるキャンプじゃなくて、ここで生活することを知っていたわけだ。


「それからこっちが僕の部屋だ」


　オレの部屋の隣が、寺嶋の部屋になってるらしい。同じくベッドや机の他に、なんにも荷物がないオレの部屋とは違って、いろんなものが置いてあった。


　それからリビングにダイニングキッチン、それからバスルームなどがあり、やっぱり一人暮らしにしてはすごく広いんじゃないかと思った。


「とりあえず、荷物を君の部屋に運んで、整理しておくように」


「あ、あの……」


「なんだ？」


「オレ、いつまでここにいればいいんだ？　期限決まってないみたいだし……」


　キャンプだと思ってたときは、そんなに長い期間だとは思ってなかったけど、こうして寺嶋の家に居い候そうろうするとなると、なんだか話が違うような気がした。


「そう。決まってないよ。君が自立心を持って、勉強できるようになるまで、かな。それと、僕に逆らわなくなるまで」


　寺嶋はそう言って、オレの顔を見る。そして、ニヤリと笑った。


　やっぱり途中で逃げるしかないよな。こんなところでこいつと二人きりで暮らすなんて、嫌いやだし、それ以上に危険な気がする。


「言っておくけど……。君が逃げ帰っても、家には入れてもらえないよ。君の『お父様』にちゃんと話をつけてあるからね」


　ゲッ。こっちの計画、バレバレじゃん。しかも、先手を打たれちゃ、どうしようもない。


「君の考えてることなんて、僕にはお見通しなんだよ」


　寺嶋はオレの頭をポンポンと叩たたいた。


「人の頭を気安く叩くなよっ」


　オレは腹立ち紛まぎれに寺嶋に文句を言い、手を撥はね除のけた。


「そういう元気なのもいいけど、少しは頭を使ったらどう？　僕がよしと言うまで、君は家に帰れないんだよ？」


　ゲッ。そういうことなのか。


　でも、なんでそこまでうちの父親は寺嶋の言いなりなんだろう。そんなにこいつは口がうまかったんだろうか。だいたい、家庭教師の話を振ふられるまで、オレの成績なんて、大して気にしてなかったっぽいのに。


「君はもっと僕に対して従順にならなくてはね。そうしないと、ずーっと僕と暮らすことになるよ」


　ゾゾゾーッ。今、背筋に氷が押し当てられたような気がした。


　冗談じゃないよっ。どうしてオレがこんな奴と暮らさなきゃいけないんだ。家には帰れず、ただ、こいつの機き嫌げんを伺うかがって、勉強して……ついでに、いろいろ家事もやらされて。


「あんた、一体何者なんだよっ？」


「ただの家庭教師。ただし、なんでも教えますってとこかな。ああ、なんだったら、エッチの仕方も教えてあげるよ」


「……お断りします！」


　オレはツンと横を向いた。寺嶋の笑い声がすごく馬鹿にされてるようで気になる。


「まあ、それはともかく、早く荷物の整理したら？　勉強時間が少なくなってしまう」


　寺嶋は何かというと『勉強、勉強』だ。家庭教師である以上、仕方がないのかもしれないけど、本当にうるさいよ。


　オレは溜ため息いきをつきながら、持ってきたスポーツバッグのファスナーを開いた。


「どれどれ？」


　そのスポーツバッグを寺嶋の手が摑つかんだかと思うと、いきなり逆さまにされた。当然、中のものが床ゆかに落ちていく。


「何するんだよっ！」


「あ、やっぱり、持ってきてたんだね」


　寺嶋の手が兄様の写真が入った写真立てを拾い上げた。


「返せ！」


　その手から引ったくろうとしたのに、寺嶋は高く手を上げて、オレの手の届かないようにする。


「ここになんのために来たのか、ちょっと思い出してごらん。『兄様』の子供の頃ころの写真なんか、大事に持ってきてる場合じゃないだろう？」


「そんなの、オレの勝手じゃないか！　いいから返せよ！」


「ダーメ。これは預かっておくからね」


　いくらなんでもそれはないだろう。他ほかのことは言うことを聞いても、それだけは駄だ目めだ。寺嶋には大したものに見えなくても、オレにとっては本当に宝物みたいなものなんだ。


　オレは寺嶋に飛びついて、写真立てを奪うばった。が、バランスを崩くずしてしまい、倒たおれそうになる。


「わぁ……っ」


「馬鹿！」


　寺嶋の手がオレの身体からだを支えてくれて、そのままベッドに転がる羽目になった。


「あ……」


　気がつくと、目の前に寺嶋の整った顔があった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　あれ……？


　なんか、今のと同じようなこと、昔なかったかな。こうして兄様がオレの顔を覗のぞき込んでくれて、同じように『大丈夫？』って訊きいてくれたっけ。


　そうだ。庭の木に二人で登って、オレが足を滑すべらしたのを兄様が助けてくれたんだ。そのとき、兄様は額を怪け我がして、すごく血が出ていた。オレのせいだって思って、何度も謝ったら、兄様はすごく優やさしく微ほほ笑えんでくれて……。


「そんなに見つめられると、誘さそわれてるような気がするんだけど」


「えっ？」


　オレはキョトンとして寺嶋の目を見つめた。


「本当に誘ってるのかな？　じゃあ、遠えん慮りよなく……」


　寺嶋はそう言ったかと思うと、オレの上に覆おおいかぶさるようにして、キスをしてきた。


　冗じよう談だんじゃないっ。誰だれが誘ってんだよ、このスケベ！


「ん……んんっ……」


　オレは一生懸けん命めい、寺嶋の胸を押すものの、舌を差し込まれ、唇くちびるの中をかき回されているうちに、なんだか気持ちよくなってきてしまった。というか、前に寺嶋といけないことをした記き憶おくが頭の中を巡めぐってしまって……。


　寺嶋にあんなことされて嫌だったけど、それでも勃たって、結果的にはすごく気持ちいい思いをしたんだ。


　キスをしてると、また同じことになっちゃうんじゃないかって思ったりして。いや、ひょっとして、オレは無意識のうちに期待してるのかな。


　だって、身体がムズムズしてくる。


　だ、駄目だ、こんなの。オレはこれ以上、寺嶋に借りを作りたくないよ。だから、早くこのキスから逃にげなきゃ。


　そう思っているうちに、唇が離はなれた。


　ホッとしたのと同時に、少し残念に思う。気持ちいい何かがせり上がってくる直前で止められて、もうちょっとしていてもらいたかったなんて、ちょっとだけ思った。


　いやいや、そんなの、気の迷いだ。オレは男なんだから、同じ男……しかも、寺嶋なんかにあんなことされたくなんかないよ。


　寺嶋はオレの顔を見て、ふっと微笑んだ。


　う……。そんな顔されると、ちょっと弱いんだけど。


「君がちょっぴり大人になったところを、君の兄様にも見てもらおうか」


「えっ？」


　そういえば、オレはしっかり手に兄様の写真立てを握にぎっていたんだ。寺嶋はスッとオレの手から写真立てを奪い取り、ベッドボードの物入れの部分に立てかけた。


　なんのために、そんなことするんだろう、って思った瞬しゆん間かん、オレはシャツのボタンを外されていた。


「え……やだっ……」


　つまり、こんなことされてるオレを写真の中の兄様に見せようって、寺嶋は言ってたんだ。


　ただの写真だって判わかってても、長い間、それはオレの中では兄様そのものだった。


　それなのに……。


　オレは抵てい抗こうしたが、ボタンを外されて、現れた素す肌はだにキスを繰くり返される。


　そうされると、なんだかこの間の記憶がやっぱり甦よみがえってきて、抵抗する力がだんだん弱くなってくる。


　駄目だ。駄目だよ、オレ。兄様が見てるのに……。


「君が感じてるのは、すぐ判るんだよ」


　寺嶋の指がオレの胸の突とつ起きにかかる。


「あ……やだ……」


「気持ちいいんだろう？　遠慮せずに感じればいい。兄様の前でね」


　寺嶋はそこに唇を寄せると、チュッと音を立ててキスをした。


「はぁ……ぁっ」


　こんな声、恥はずかしい。なんだよ、ホントに感じてるみたいな声を出しちゃって。


　オレは……嫌いやなんだ。寺嶋にこんなことされるのは。しかも、兄様の前で感じたくない。


　だけど、そう思うのに、身体は勝手に突つっ走ってしまう。寺嶋のやり方が上手うまいんだろうか。でも、それだって、オレは認めたくない。


　なんで、こんなに簡単にオレの身体は燃え上がってしまうんだろう。感じやすい年とし頃ごろだっていうのを差し引いても、感じすぎなんじゃないかと思う。


　オレって、もしかしてスケベ……？


　なんか、泣けてくるよ。自分の身体なのに、コントロールできないなんて。ていうか、寺嶋なんかにコントロールされてるなんて。


　でも、気持ちいいのには勝てない。


「可愛かわいいねえ。乳首、そんなに感じるんだ？」


「違ちが……う」


「隠かくさなくてもいいよ。こんなに勃ってる。これで感じてないなんて言っても、誰も信じないよ。きっと、君の兄様も」


　いちいち、兄様を引き合いに出すところが憎にくらしい。


「兄様のことをあんたが言うな……っ」


「おや。まだ、そんな生意気な口を利きく余よ裕ゆうがあったのか。それはよくないね」


　寺嶋の手がオレの股こ間かんを撫なでる。


「ああっ……」


「こんなに反応してるよ。もっと硬かたくしてあげようか？」


「嫌だ……。もうしないでくれよぉ……」


「今やめたって、また君はしてほしいって僕に泣きつくことになると思うよ」


　ジッパーが下ろされ、下着の中にまで手が入ってくる。


「あ……っ……そんなこと……」


「そんなこと？　気持ちいいだろう？　こんなサービスしてくれる家庭教師なんて、あまりいないよ？」


　こんな家庭教師がゴロゴロしていたら困るだろうって思う。ていうか、普ふ通つう、男の家庭教師が男の生徒にこんなことしようとは思わないはずなんだけど。


「やぁ……っ」


「嫌なはずはないよね。だって、ほら……」


　寺嶋はオレの下着の中で大事な部分を擦こすり上げた。


「あっ……あっ」


　自分で自分が情けない。こうなることが判ってて、キスされた時点で抵抗できないなんて。実は期待してたんだろうって言われても、何も言い返せないよ。


　なんだか、こんなことされてると、この間、寺嶋の口の中でイッちゃったことを思い出す。いや、別にもう一回、口でしてほしいなんて思ってるわけじゃない。……思ってるわけじゃないのに、どうして頭の中ではそういうことばかり思い出すんだろう。


　でも、あれはすごく気持ちよかったから……。


　なんでこう、人の手で刺し激げきされてるだけで、こんなに気持ちいいんだ。寺嶋が上手い……のかな。たぶんそうだよ。他ほかの誰にでもこうなっちゃうんじゃ、オレ、男として情けなさ過ぎるし、そんなこと信じたくない。


　そうだ。寺嶋が上手いんだよ。


「あ……あんた……留学してるときに、こういう経験あった……？」


　寺嶋くらい綺き麗れいな顔をしてれば、向こうのそういう趣しゆ味みの人に、イロイロとされたんじゃないだろうか。そういうのを、今、弱い立場のオレにぶつけてるんだったりして。


「残念ながらないよ。君が何を考えてるのか知らないけど、つまんないこと考えないで、僕に集中しなさい」


「あ……じゃあ、なんでこんなこと……」


「さあね。君をいじめたいだけ、かな」


　そんなあ。いじめたいからって、普通、こんなことしないだろう。


　寺嶋はオレのズボンと下着をずらした。


「ほーら。こんなに元気になってる。可愛いよ」


「可愛くなんか……」


「だから、余計なことは言わないの。君はだいたい集中力が足りないんだ」


　変なお説教したかと思うと、寺嶋はオレの下半身を裸はだかにした。


「あっ……嫌だっ」


「嫌じゃないくせに。ほら、ちょっと起きて」


　そのままの格好でオレはベッドの上に上半身を起こされた。


「はい、向こうを向いてね」


「えっ……あっ」


　オレは反対向きにされて、寺嶋の膝ひざに足を広げて抱かかえ上げられた。つまり、兄様の写真に向かって、足を広げてる状態だ。


「嫌だっ……こんなの」


「こんなに気持ちよくなって勃たててるくせに？　今いま更さら遅おそいよ。君の兄様にもじっくり見てもらおうか」


　寺嶋はオレの片方の膝を抱えつつ、もう片方の手でオレの股間を刺激し始めた。


「あっ……あっ……」


　嫌なのに、感じてしまう。いや、もうとっくに限界に近いくらいに感じてるんだ。我が慢まんしようとしても、そんなのできないくらいに。


　寺嶋が手を動かすたびに濡ぬれた音がする。


　こんな格好を、兄様の幼い笑え顔がおの前に晒さらしてるなんて……。


「遠えん慮りよせずにイッていいんだよ。君の兄様に、君が大人になったところを見せつけてやればいい」


「嫌だ……嫌だ……兄様ぁっ」


　オレは泣き声になりながら、一生懸けん命めいに耐たえていた。身体からだは燃え上がって、たまらないんだけど、ここでイッたら、兄様に申し訳が立たない。


　苦しすぎて涙なみだが出てくる。


　もう……ホントに嫌だ。


　オレの後ろで寺嶋の溜ため息いきが聞こえた。


「意外に強情だね」


　寺嶋はそう言うと、オレを下ろして、兄様の写真立てを裏返しに倒たおした。


「あ……」


　絶対、オレがイクまですると思っていたのに、寺嶋のほうが先に折れてくれるなんて……。


　とはいえ、それに感謝していいかどうかは謎なぞだ。だって、これは勝手に寺嶋のほうが仕し掛かけてきたことだからだ。


「ちょっとだけ君が可哀かわい想そうになってね。僕って、優やさしいだろう？」


　そんなの、優しいって言わないよな。ただの気まぐれのくせに。


　だけど、そんなことを言って、寺嶋の気が変わられたら嫌いやだから、オレは黙だまっておいた。寺嶋はいつも何かの拍ひよう子しに豹ひよう変へんするからさ。


　でも……。


　オレの勃ってるココはどうしたらいいんだろうな。途と中ちゆうでやめられたら、やっぱり切ないんだけど。


「……してほしい？」


　オレは仕方なく頷うなずいた。自分でするという選せん択たく肢しもあるはずだが、寺嶋はそんなこと許してくれなさそうだったからだ。


「じゃあ、その代わり、僕の言うことも聞いて」


「え？」


「君の刺激をしていたら、僕のも勃ってしまってね」


「……ええっ？」


　寺嶋はジッパーを下ろして、自分のものを取り出して、オレに見せた。


「ど、どうしろって言うんだよ、オレにっ」


「そんなに嫌がらなくてもいいじゃないか。君と同じだろう？　ほら、君の可愛い口を開けてごらん」


　オレに口でしろって言ってるのか。オレ……オレ、そんなことできないよっ。そりゃあ、この間、オレはしてもらったわけだけど、あれは別に寺嶋が勝手にやったことなんだ。オレには罪はないよ。


　オレがそのまま固まっていると、寺嶋は明るい声で笑った。


「冗じよう談だんだよ」


　ホントにホントに冗談なんだろうか。オレは寺嶋の真意が読めなかった。


「でも、僕もこのままだとつらいし、君だってそうだよね？」


「それはそうだけど……」


「だからね……」


　寺嶋はオレの肩かたを引き寄せ、耳元で囁ささやいた。


「お互たがい触さわりっこしよう」


「ええっ？」


　つまり、それって、相手のものを触って、イカせるってこと？


「それって、すごく恥はずかしい……ていうか、なんか照れるよ。自分でやったほうがまだマシだし」


「それじゃ、つまんないでしょ。僕と君、二人いるんだし。ねえ？」


　ねえ、も何も、寺嶋はその気だ。オレの意思なんか関係ないみたいに、オレは寺嶋の正面に座すわらされた。


　なんかこう……ホントに照れるよ。向かい合わせになって、自分のものをお互い露ろ出しゆつしてさ。


「さあ、君は僕のものを刺激するんだよ」


　そう言われて、握にぎらされて……。


　オレ、自分のじゃないのを触ったのは初めてだよ。どうしよう。なんか、すごくデカくなってるしっ。


「省真くん……」


「あ……ん……」


　肩を引き寄せられて、キスをされる。


　寺嶋の手がオレのを刺激してる。そうされたら、オレも同じようにしないわけにはいかなくて、思い切って手を動かしてみる。


　寺嶋の舌がオレの舌に絡からんでくる。


　なんだか……気が遠くなってくるよ。オレ達、すごくエッチなことしてるって気がする。一人でやることを二人でやってるだけのことなのにさ。


　身体が……いや、頭の中がふわふわしてる。


　オレ……オレ……。


　気がつくと、オレ達はほぼ同時にイッてしまっていた。キスをしながら。


「気持ちよかったね、省真くん」


　寺嶋は半ば呆ぼう然ぜんとしているオレに、すごく綺き麗れいな笑顔でそう言ったんだ。








　こうして、寺嶋の家で過ごす一日目に、いきなりひどい目に遭あったオレだった。いや、でも、オレは何をされるかって、ビクビクしていたけど、最初にドカーンときたから、もうそんなに寺嶋のことを気にせずに済んだっていうかね。


　とにかく、ちょっとホッとしたんだ。それに、寺嶋はオレをいじめたことに満足したのか、兄様の写真を取り上げなかったしさ。


　だけど、その代わり、兄様の写真立てをいつも机の上に置くように言われた。で、勉強ができなかったりすると、兄様のことを持ち出して、いろいろ嫌いや味みを言うんだ。『君が頑がん張ばらないから、兄様も悲しんでる』とか、『君が居い眠ねむりしてるのを、兄様は見てる』とかね。


　確かに、机の上に写真を置かれると、オレの勉強ぶりを本当に兄様が見てるような気がしてさ。やっぱり頑張らなくちゃと思うんだ。


　ただ、家事のほうは……。


　家庭科ってものが学校に教科として存在している限り、包丁も持ったことはないとは言わない。皿洗いだってしたことはある。


　けど、家ではまったくしてなかったから、とにかく寺嶋が付きっ切りで、あれしろこれしろって、もううるさいのなんのって。


　でも、やってれば、そのうちになんとかできるもんなんだなあって、判わかってきた。そりゃあ、まあ、あまり上手うまくはないけどさ。器用でもないしね。


　その他ほかに、洗せん濯たくも掃そう除じもやらされて……。


　本当にシンデレラな気分だよ。ていうか、やっぱりメイドって感じかな。寺嶋は最初こそ、いろいろ教えてくれたけど、今はオレをこき使ってばっかりだし。


　とはいえ、オレはなんでも自分でやるようになって、寺嶋の言うとおり、自主性ってものが身についてきた。


　寺嶋の思うツボなのがちょっと悔くやしいかな。だけど、それはちょっと感謝したい。勉強の計画表も任せてもらえるようになって、そうすると、自分で勉強する意欲みたいなものが湧わいてきた。


　あんなに嫌味たらたらだった寺嶋も、最近はちょっと褒ほめてくれるようになったしさ。


　オレって、ひょっとしたら単純？


　でも、単純でもいい。結果的にオレにはプラスになったんだからさ。初めは、隙すきを見て、逃にげ出そうなんて思っていたが、そんなことする必要なんてなかった。


　オレと寺嶋の変な共同生活は、一ヵ月が過ぎて、ずいぶん落ち着いてきた。このまま上手くいけば、そろそろ家に戻もどれるかなあってオレは思い始めていたんだ。








　朝、オレはいつものように早起きして、二人分の朝食と自分の弁当を作った。


「今日の朝食もまあまあ合格だ」


　スーツ姿の寺嶋はダイニングテーブルでオレの朝食の味見をすると、そう評価した。


　寺嶋はオレが学校に行ってる間、どこかに仕事に出かけてるらしい。スーツ着てるってことは、どっか会社での仕事なんだろうか。でも、きっとバイトだよな。


　まさか、もう入社してるのに、家庭教師のバイトなんてしないだろうし。だいたい、帰ってくるのも、けっこう早かったりするしね。なんのバイトしてるのかっていう興味はあったけど、わざわざ寺嶋に訊きくのも面めん倒どうだから訊いていない。


　結局、寺嶋とオレの仲って、そんなもんなんだ。それでも、最初の頃からすると、ずいぶん仲良くなったほうだと思うよ。


「なあ、そろそろ家に戻してもらってもいいんじゃないかって思うんだけどなあ」


　オレは制服にエプロンをつけた状態でご飯を食べながら、遠えん慮りよがちに打だ診しんした。


　すると、寺嶋はムッとしたように眉まゆを寄せて、オレの顔をジロリと睨にらむ。


「僕と一いつ緒しよに生活するのが、そんなに嫌かな？」


「嫌ってわけじゃないけど、たまには家に帰りたいじゃないか」


「ああ、愛いとしのパパやママに会いたいわけか」


　寺嶋はわざとこっちがカチンとくるような言葉を選んでるようだ。そうでなきゃ、ここまで嫌味たっぷりには言えないよな。


「そうじゃないよっ。でも、ずっとここで暮らすのも変じゃないかって思うんだ」


「もちろん、僕だって君とずっと暮らしたいわけじゃないよ。でも、まだ不安があるな。君は学校の友人の影えい響きようか、わりと乱暴な言葉遣づかいをしてるけど、基本的にお坊ぼつちゃんだしね」


　そりゃあ、お坊ちゃんなのは、否定しないよ。そんなふうに生まれて、そう育てられてきたんだから。


　だけど、それはオレのせいじゃない。オレは精せい一いつ杯ぱい、やってるんだよ。それくらいは評価してくれてもいいんじゃないかって思う。


「まあ、もう少ししたら、試しに一週間戻ってみてもいいかな」


「えっ、本当かっ？」


　オレの喜びの声に、寺嶋は苦笑した。


「そんなに嬉うれしい？　僕と離はなれるのは淋さびしくない？」


「な……なんで、あんたと離れるのが淋しいんだよ……」


　そんなふうに言われると、なんだか自分の心の隅すみに、そういう気持ちがあるのかって、思ってしまうじゃないか。


　そんなはずはないよな。一ヵ月もずっと一緒に暮らしてたから、少しは愛着みたいなものが生まれてきてる部分もあるかもしれないが、そんなの、ただの感傷だと思うから。


　そもそも、オレは寺嶋のことが嫌い……だったんだから。


「僕は君がいないと淋しいかも。いじめられる相手が始終傍そばにいるっていいよね」


　ムッ。


　やっぱり、寺嶋ってこういう嫌いやな奴やつだよ。


「オレはいじめられなくて、清々するよっ」


「おや。そう言われると、帰したくなくなるなあ」


「あ、今の噓うそ！　寺嶋先生にはすごくお世話になってて、めちゃくちゃ感謝してます」


　見え見えのお世辞だけど、寺嶋は微ほほ笑えんだ。


　あ……。


　そういうふうに微笑まれると、オレ、ちょっと弱いんだよな。日ひ頃ごろの意地悪なのが隠かくれて、すごく優やさしそうな人に見えるから。


　まるで兄様みたい……なんて思うんだ。もちろん、本当の兄様はオレをいじめたりしないけどね。


　朝食を食べ終わって、食器を片付けると、もうすぐに家を出る時間だ。冷ましておいた弁当の蓋ふたを閉め、ハンカチに包む。それを鞄かばんに詰つめて、オレはリビングのソファで新聞を読んでる寺嶋に声をかけた。


「じゃ、行ってきます！」


「あ……省真くん」


「えっ？」


　呼び止められて、オレは振ふり返る。


「エプロン、つけたままだよ」


「あっ」


　オレの馬ば鹿か馬鹿っ。エプロンつけて、学校に行ってたら、みんなになんて言われるか。いや、それ以前に、電車の中でみんなにじろじろ見られていたな。


　慌あわててエプロンを脱ぬいで、ソファに置いていたブレザーを着る。


「馬ま子ごにも衣い装しよう、かな。制服着てると、いつもの君より三割り増し格好よく見えるよ」


　そう言われると、照れるっていうかね。格好いい寺嶋にそう言われたら、オレもちょっと自信が持てるな。


「ネクタイ、曲がってるよ」


　寺嶋が手を伸のばして、オレのネクタイを直してくれる。いやに今日はサービスがいいな。と思ったら、唇くちびるにチュッとキスをした。


「な、何するんだよっ」


「挨あい拶さつのキス。行ってらっしゃい、省真くん」


「う……。行ってきます……」


　なんか変な気分だ。寺嶋が優しいと、何か変なことが倍返しで起こりそうだから。マジで気を引き締しめておかないと、気がつくと、とんでもないことになったりして。


　そのとんでもないことって……。


　オレの頭の中に、ベッドでエッチなことをする寺嶋の姿が浮うかんだ。


　いやいやっ、オレは別にあんなことされたいわけじゃないんだってば。ただ、そういうこともあるから、気をつけようって思っただけで。


　オレはブルブルと頭を左右に振って、そんな妄もう想そうを追い出し、気を取り直して学校に向かった。








　オレの学校は男子校だ。


　幼よう稚ち園えんから大学までの一いつ貫かん教育がウリの私立校だ。大変なのは、幼稚園に入るためのいわゆるお受験で、それ以外はよほど変なことをしなければ、そのまま大学まで行けるんだよ。


　オレは中くらいの成績だから、大学生になるのに、特別問題があるわけじゃない。それだから、あんなふうに、急に家庭教師をつけられて、勉強勉強と急せき立てられる意味が判わからなかった。


　とはいえ、寺嶋と暮らしてみて、そういうぬるま湯に浸つかって生きていくだけが、オレの唯ゆい一いつの選せん択たく肢しってわけじゃないことが判った。


　たとえば……寺嶋みたいにどっかの国に留学することだって、オレがしようと思えば可能なんだ。


　そういう意味では、寺嶋はオレにいろんな可能性を与あたえてくれて、視野の広い心を植えつけてくれたんだと思う。


　思えば、オレの頭の中は兄様のことだらけで、なんか後ろ向きの考えばかり持っていたのかもしれない。もちろん、今でも兄様のことを忘れたわけじゃない。オレがもっと自主性を発揮して、家庭教師がいらないほどに成長したら、兄様を絶対に探しにいく。


　兄様がオレの前から消えてしまって、もう十年以上経たつ。だから、今、焦あせっても同じことなんだ。会いにいくのが一月や二月遅おくれたって、同じことだ。


　それに……。


　寺嶋が言ったんだ。


　兄様のほうはオレのことなんか覚えてないかもしれないって。


　そうじゃないとは言えなかった。オレだけが、兄様のことを想おもってて、兄様はオレのことなんか忘れているかもしれない。


　そもそも、兄様がいなくなった理由について、オレは知らないから。


　ただ、オレは信じていたかった。兄様の気持ちはオレの気持ちと同じなんだって。幼い頃ころの記き憶おくをいつまでだって大事にしてくれてるに違ちがいないって。


　オレはそう思うんだ。


　それにしても、学校での授業は退たい屈くつだった。


　寺嶋が勉強を教えてくれる時間のほうが、ピリピリと緊きん張ちようしている分、オレは集中できたし、内容も濃こい。学校での授業時間はみんな学習態度がいい加減だし、怠たい惰だな雰ふん囲い気きが流れている。


　だって、みんなそんなに頑がん張ばらなくても、普ふ通つう程度の成績さえ取れば、大学に行けるもんな。


　なんか、オレ、本当に寺嶋に影響されまくってるかもしれない。それがいいことなのか悪いことなのか、よく判らなかったけど、今までと違う自分に出会えたことは、寺嶋に感謝しているんだ。


　退屈な学校が終わり、オレはまっすぐ家に帰った。掃そう除じや夕食の準備が待っているからだ。というか、寺嶋の帰宅時間も早いから、オレより寺嶋が早いと、ねちねちいじめられるからなんだ。


　ふと、これって、寺嶋に飼い慣らされてるってことじゃないかなって思った。


　うーん。でも、とりあえず、いじめられるよりは、普通にされるほうがいいからね。


　オレはドアを開けて、玄げん関かんに寺嶋の靴くつがあるのを見て、ガッカリする。まっすぐ帰ってきたのに、寺嶋のほうが早いなんてさ。


　だが、その寺嶋の靴の横に二足、見慣れない男物の靴があるのを見て、ドキッとする。


　お客さん……？


　めずらしいな。というか、オレが一いつ緒しよに住むようになって、誰だれかが訪ねてくるなんて、初めてじゃないかな。電話もあまりかかってこないみたいだし、実は寺嶋って、友達のいない淋さびしい奴なのかもって、ひそかに馬ば鹿かにしてたのにさ。


　しかし、寺嶋の友達って、どんな人なんだろうな。あんな性格の悪い奴と友達なんだから、きっとみんな、ひどく性格が捻ねじ曲がった人達に違いない。


　オレは偏へん見けん込みでそう思いつつ、リビングのドアを開けた。


「ただいま……」


　恐おそる恐る覗のぞき込むと、寺嶋と向かい合わせのソファに座っている二人の若い男がこっちを向いた。二人とも、やけに鋭するどい視線を向けるから、オレは一いつ瞬しゆんたじろいだ。


　な……なんなんだよ、一体。


　一人はちょっと長めの金きん髪ぱつで、後ろでゆるくひとつにくくっている。顔つきが妙みように派手で整っているし、身体からだにぴったりめの服装で、ピアスなんかしてたりして、どっかのビジュアル系バンドのメンバーにでもいそうな感じの男だ。


　もう一人は打って変わって、カチッとしたスーツ姿で、落ち着いた大人の余よ裕ゆうを感じる男だった。ただ、こっちもすごい美形だよ。


「この子が浅川家の息子か？」


　スーツ姿の男が寺嶋に尋たずねた。心なしか、言葉に棘とげがあるように思える。


「そうだよ。でも、そんな目で見ることはないだろう？　省真くんが驚おどろいている」


　ドアのところに突つっ立ったままのオレを、寺嶋は手招きした。


　本当のことを言えば、オレはそのまま自分の部屋に閉じこもりたい気分だったんだけど、家主の寺嶋のお客さんなら、オレだって挨拶しないわけにもいかない。


　寺嶋は立ち上がって、オレの肩かたに手を置いた。その間にも、二人の鋭い視線がこっちに向けられていて、オレはすごく居い心ごこ地ちが悪かった。


「兄さん達、この子が浅川省真くん。可愛かわいいだろう？」


「え……兄さん達？」


　ビックリして寺嶋の顔を見上げると、寺嶋はふっと微ほほ笑えんだ。


「そう。上の徹てつ也や兄さんと下の昌まさ也や兄さん」


　どうやら、スーツ姿の人が徹也兄さんで、バンド崩くずれの人が昌也兄さんらしい。そういわれてみれば、三人とも顔が似てるよ。雰囲気はまったく別だけどね。


　だけど、どうしてその兄さん達が怖こわい顔をして、オレを見てるわけ？　しかも、「浅川家の息子か」なんて……。


　もしかして、お父様の知り合い？　でも、知り合いなら、もっと親しそうな顔をするよな。この冷たい視線には、どういう意味があるんだろう。


　オレにはさっぱり判らないよ。


「あの……初めまして。浅川省真です」


　嫌いやな目で見られるのはすごく苦痛だったけど、そう言って頭を下げた。お客さんにはちゃんと挨あい拶さつしなさいって、いつもお父様に言われてるからだ。恥はずかしいからって、逃にげたりしちゃいけないって。


　この場合、オレは寺嶋の家に居い候そうろうしているわけだし（したくてしてるわけじゃないけど）、寺嶋のお兄さん達には挨拶しないといけないと思うんだ。


　オレが頭を下げたのに、二人の兄さん達はどっちもオレに挨拶を返してくれなかった。昌也さんのほうに至っては、フンと鼻で笑うし、どちらも寺嶋以上に性格が悪そうに見える。


「可愛かわいいだろう、兄さん達？」


　二人の冷たい反応に対たい抗こうするみたいに声を張り上げて、寺嶋は尋たずねた。


　寺嶋はこの二人と喧けん嘩かでもしてたのかな。よく判らないけど、オレはもう自分の部屋に戻もどりたいよ。


　だけど、寺嶋がオレの肩かたを抱だいているから、それができないんだ。


「俺には誠也の気持ちが判わからないな。可愛いって？　なるほど顔は可愛いかもしれないが、浅川家の子供なんだぞ」


　昌也さんは眉まゆをひそめて寺嶋に反論した。


　寺嶋が可愛いなんて言うのをいじめの言葉だとオレは思っていたから、オレを何な故ぜか否定的に見ている昌也さんが『顔は可愛い』なんて言うのを聞いて、ビックリだ。もちろん、オレの顔が可愛かろうと、そうでなかろうと、この場合なんの関係もないが。


　今度は徹也さんのほうが口を開く。


「もしかして、浅川家の子供だから、愛情がまだあるのか？」


　あ、愛情って……？


　この二人の言うことはさっぱり判らないんだけど、寺嶋がオレに愛情なんかあるわけないよ。事情は判らなくても、そこのところだけは、とんだ勘かん違ちがいだって思う。


「さあ……ね。いずれにしても、兄さん達は僕のやることに口出ししないでほしいな」


「私達はおまえのことを心配しているんだ。また、おまえが利用されてるんじゃないかって」


　徹也さんはそう言うと、オレをまた冷たい目で見たんだ。そんな目で見られるなんて、オレは初めてで、なんだか怖くなって、思わず寺嶋の身体からだにすり寄ってしまった。


「……大だい丈じよう夫ぶだよ。僕はこれを仕事だと割り切っているんだから」


　仕事だと割り切って……。


　何故だか、オレの胸の奥がズキンと痛んだ。


　いや、家庭教師が寺嶋の仕事なのは当たり前だ。だけど、こうして一ヵ月以上も一いつ緒しよに暮らしてきたのに、そんなふうに言われると、ちょっとショックでさ。


　一緒に料理したことも、掃そう除じや洗せん濯たくを教えてくれたのも、オレをいじめながらも楽しそうにしてたのも……。


　それに、あんなエッチなこともしたのに。


　全部、仕事だって割り切ってるんだ……。


「だから、この子を可愛いと言ってるのも、教え子としてだよ。出来の悪い子ほど可愛いってね」


　オレはなんだか泣きたい気分になってきていた。


『可愛い』なんて言葉が、そういう意味だったなんて。いじめの言葉にしても、もうちょっと何か特別な意味のある言葉かって、本当は思ってたのに。


　オレなんか、仕事上のただの教え子なんだ。


　なら、どうして、あんな変なことをしたんだよ。あんなの、普ふ通つうの家庭教師はしないぞっ。


「それならいいが、その子にあまり情をかけないようにな」


　徹也さんは寺嶋にそう言うと、ソファから立ち上がった。続いて、昌也さんも立ち上がる。


「ああ、判っているよ」


　寺嶋はオレの肩から手を離はなし、二人を玄げん関かんまで送っていった。オレはリビングでポツンと残されて、どうしようかと思ったが、二人があんなにオレのことを敵視しているのに、わざわざ玄関まで送るのも馬ば鹿か馬鹿しい話だ。


　それに、なんとなく頼たよりに思っていた寺嶋にまであんなことを言われて、ショックが強すぎた。


　オレは鞄かばんを抱かかえたまま、ストンとソファに腰こしを下ろした。


　飲み残しの冷めたコーヒーや、灰皿に残った煙草たばこの吸すい殻がらが、二人の兄さん達の冷たさと同じように思えて、オレはそれをボンヤリ眺ながめた。


「どうしたの？」


　玄関から二人を送って戻ってきた寺嶋にそう言われて、オレはハッとして顔を上げた。


「嫌な思いをさせたね。ごめん」


「あ……」


　前まえ髪がみをかき上げ、そんなふうに言ってくれた寺嶋の顔は優やさしくて、心からオレに謝ってくれてるように見えた。


　それとも、そんなふうに見えるだけで、本当は……。


　オレを教え子としてしか見てなくて、オレの面めん倒どうを見るのは、単なる仕事だからなんだろうか。


　悲しいとか、淋さびしいとか思うのは、お門かど違いなのかもしれない。


　だって、寺嶋とオレの関係は、家庭教師とその教え子でしかない。オレだって、最初は寺嶋の弱味を握にぎって、追い出してやろうとか考えていたし、今だって、早く寺嶋から『卒業』したくてたまらないはずなんだ。


　でも……。


　せめて、オレの前ではあんなふうに言ってほしくなかったって思うのは、オレのワガママなんだろうな。


　これ以上、いろいろ考えたら、オレがなんだか惨みじめになってきそうだ。まるで、失しつ恋れんでもしたみたいにさ。


　オレは鞄をソファに置いて立ち上がると、テーブルの上を片付け始めた。寺嶋は煙草を吸わないから、その分、吸殻の臭においがキツく感じる。気分が悪くなりそうで、オレは涙なみだ目めになってきた。


　そうだ。これは気分悪いから出てくる涙なんだ。寺嶋にあんなこと言われたからじゃない。……断じてないんだ。


　オレは気分を変えようとして、寺嶋に他ほかの話題を振ふった。


「あのさあ。さっきの浅川家がどうのって……」


「ごめん。疲つかれたから少し部屋で休むよ」


　オレの言葉を遮さえぎるように、寺嶋はそう言った。


　顔を上げてみると、確かに寺嶋は少し疲れたような表情をしていた。オレが帰ってきたときから、様子がいつもと違って変だったし、やっぱり兄さん達と喧嘩していたのかもしれない。


「あの……大丈夫？」


「うん。少し休めばよくなるよ。今日は掃除しなくていいから、そこを片付けたら、夕食の準備をするんだよ」


「あ……はい」


　オレはいつもより素す直なおに答えてしまった。いや、だって。寺嶋の顔色が気になったからだ。


　オレのことを、教え子として可愛いなんて言う奴やつだけど、一ヵ月も一緒に暮らしてたら、オレだって、少しは情が移るよ。


　オレは手早くテーブルの上を片付けると、制服を着替えて、夕食の準備に入る。今日のメニューはすでに昨日のうちに冷蔵庫に貼はってある。作り方の説明つきだ。


　オレはそれを見ながら、手順どおりに料理を作っていく。本当、一ヵ月前までのオレはまったくできなかったけど、今はなかなかの包丁さばきなんだ。


　料理ができ上がって、盛り付けを済ませる。


　うーん。オレって、天才かも。


　きっと、そう言ったら、寺嶋は自分の教え方が上手うまいからだって言うんだろうな。


　オレはエプロンをつけたまま、寺嶋の部屋へと行く。コンコンとノックして、声をかけた。


「ご飯できたよ！」


　なのに、反応がないんだ。


　あれえ……？　もしかして寝ねてるのかな。


　オレはドアを開けて、中を覗のぞいた。寺嶋がベッドに横になっているのが見える。顔が向こうを向いてて、よく判らないけど、やっぱり寝てるのかな。


「おーい……寺嶋…せんせー……？」


　オレはベッドの傍そばまで行って、呼びかけた。


　不意に、オレは手首を摑つかまれて、引っ張られる。


「わああっ。……何すんだよぉ」


　オレは勢いあまって、寺嶋の上に上半身が乗っかってしまった。


　間近に寺嶋の整いすぎた顔を見てしまって、ちょっとドキッとする。いや、変な意味ではなくて、あんまり綺き麗れいだから見つめられると照れるんだ。


「なんだよ。起きてたなら、返事くらいすればいいのに」


「……省真くん」


「え……」


　寺嶋は強引にオレをベッドに引きずり込むと、シーツに押さえつけた。


　こ、これって、もしかしてエッチなことに持ち込まれてるような気がするんだけど。


　でも、なんでいきなり。だいたい、オレ、腹が減ってるし、このままだとせっかく作った夕食が冷えちゃうし。


　オレはエッチと関係ないことをぐるぐると考えていた。


「ちょっと……どういうつもりだよっ？」


「判わかってるくせに」


　寺嶋は鼻で笑って言った。


　こういうところが腹が立つんだよな。なんだよ、オレなんか、ただの教え子なんだろう？　だったら、偉えらそうな態度でエッチなんかしてくんなよ。


「そんなの、判らないよっ。……あっ、やだって……」


　寺嶋はオレの耳に息をふーっと吹ふき込んだんだ。


「耳が感じやすい？」


「もう……いい加減にしろよっ。夕飯冷めるだろう？　せっかく作ったのに」


「君自身が夕飯じゃないの？　おいしそうだから、食べるよ」


　そんな冗じよう談だんを言いながら、寺嶋はオレの首筋に軽く歯を立てた。


「あっ……」


「可愛かわいい声だな。ねえ、もっとたくさん声を出していいんだよ」


「何言ってる……ああっ……」


　寺嶋の指がオレのトレーナーの裾すそをまくって、中に侵しん入にゆうしてくる。


「エプロンつけてくるなんて、君もその気だったんだろう？　可愛いね。いっそのこと、裸はだかエプロンだったらよかったのに」


　本当に何を言ってるんだろう。エプロンつけてると、どうして、その気ってことになるんだ。


　とにかく、今日の寺嶋はかなりおかしい。


　エッチなことをされたのは、ここに来た日だけで、後はたまに軽いキスをされるくらいだった。なのに、どうして今日になって、こんないやらしいことをたくさん言って、エッチっぽいことをしてくるんだろう。


　やっぱり……なんかあったのかな。あの兄さん達とさ。あのときから様子がおかしかったから……実は寺嶋はこう見えても、兄さん達にいじめられていたとかさ。


　いやまあ、よく判らないんだけど、今の寺嶋が普ふ通つうじゃないことだけは判った。


「ほら、君の乳首、もう勃たってるよ。エッチだね、君の身体からだ」


「そんなふうに言うなって……もう」


　なんか恥はずかしいよ。オレのあるかないか判らないような乳首の話なんかしてほしくない。


　だけど、寺嶋の指は容よう赦しやなく、そこをいじって、オレを刺し激げきしていくんだ。


「さあ、そろそろ可愛くなったところを先生に見せてもらおうか」


　誰だれが先生だって言いたい気分だ。勉強見てもらってるときならともかく、どうしてこんなときに、わざわざ先生なんて言うんだ。


　寺嶋はオレのトレーナーとエプロンをまくり上げて、露あらわになった胸を撫なで回した。


「やっ……あぁ……」


「いい声だ。……好きだよ」


　冗談のようにそう言うと、寺嶋は胸にチュッとキスをした。


「なんでこんなこと……するんだよっ……」


「なんでって？　エッチなことをしたい気分だからだよ。君だって、そういう気分になったことくらいあるだろう？」


　そりゃあ、あるさ。そんな経験がない男なんかいないだろう。


　でも、その相手がオレっていうのは、なんか間ま違ちがってる気がする。そんなの、今いま更さらなのかな。これで三度目なわけだし……。


　結局のところ、毎回抵てい抗こうしているオレだって、寺嶋に触さわられたりキスされてるうちに、気持ちよくなっていくんだ。


　判ってる。嫌いやだ嫌だって言ってるわりには、オレが本当に嫌がってるんじゃないんだってことは。少なくとも、オレの身体は嫌がってないんだと思う。


　そして、三回目ともなれば、こんなふうにされたら、抵抗なんて……。


　寺嶋はふっと笑って、オレの股こ間かんをズボンの上から撫でた。


「笑うなよ……」


「おかしくて笑ったんじゃない。君がすごく素直だから。なんだか、思うツボって感じで」


　そっちのほうが、余計悪いよっ。馬ば鹿かにされてるとしか思えない。


　オレはそんなふうに思ったが、寺嶋としてはオレの気持ちなんか思いやる気はさらさらないんだろう。


　悔くやしいけど、オレは寺嶋の遊び相手みたいなもんだ。単なる教え子に手を出してみただけなんだから……。


　いや、それに傷つくのは、本当にお門かど違いなんだって。


　オレだって、寺嶋のことなんか……。


　寺嶋はオレのズボンと下着を脱ぬがせていく。もうオレも抵抗する気もなくて、思わず腰こしを浮うかせて協力なんかしてしまう。


　こんなふうに反応したら、オレだって止まらない。たとえ身体だけでも満足させてもらわないと、割が合わないしさ。


「足を広げてごらん」


「あ……」


　そんなこと言われたのは初めてだ。


「何を恥ずかしがってるの。女の子じゃあるまいし」


　そう言われると、恥ずかしいなんて思ったこっちがおかしいみたいだ。オレは渋しぶ々しぶと足を開いた。


「もっと。こんなふうに広げるんだ」


　寺嶋はオレの膝ひざの裏に手を入れて、押し上げた。


「やだっ……こんな格好……」


「どうして？　可愛いよ。君の大事なところが全部見えてる」


　寺嶋は冗談のようにそう言うと、オレの太ふと腿ももの内側にキスをした。


「あっ……やめろって……」


「気持ちいいくせに。身体が震ふるえるときは、君がイイ思いをしてるときだ。それくらい、判ってるんだから」


　なんでも判ったように言う寺嶋なんだから、オレの気持ちだってもっと理解してほしい。オレは本当にこんな格好させられて恥ずかしいんだ。


　そりゃあ……確かに、身体が震えるときは、気持ちいいときなんだけどさ。


「足にキスされると気持ちいい？　じゃあ、もっとしてあげるね」


「あぁ……あっ……」


　寺嶋はわざと音を立てて、オレの太腿にキスを繰くり返す。変な話だけど、勃ってるものそのものにキスをされるより、こんな関係ないところにキスされるほうが恥ずかしい気がする。


　だって、オレと寺嶋は恋こい人びと同士じゃないんだし。お互たがい『快感』を求めて、刺激し合うだけなら、こんなことする必要もないと思うんだ。


　だけど、実際には太腿にキスされて感じてるオレがいるんだから、寺嶋がキスしたくなるのも間違いじゃないっていうか、なんていうか……。


　もう、わけが判らないよ。


　なんで、こんな恥ずかしいことを、オレがされなきゃいけないんだ？


　いや、このわけの判らないことをするのが、まさしく寺嶋なんだと思う。寺島の言動はホントにオレには判らないことだらけだ。


　そういえば、オレは寺嶋のことなんか、何も知らない。こっちが訊きかなかったからなのか、寺嶋がただの教え子のオレに自分のことを話す必要を感じてなかったからなのか。


　二人の兄さんがいるなんて、今日初めて知った。あの兄さん達はオレのことを『浅川家の息子』なんて言ってたけど、あれは一体どういう意味なんだ。


「省真くん。僕のすることにちゃんと集中しないと駄だ目めだよ」


　ちょっとだけ考え事をしていたことを見み抜ぬいた寺嶋は、勉強中のときみたいにオレに注意した。


「別に……勉強してるんじゃないんだから……っ」


「じゃあ、君への愛あい撫ぶはもうやめるけど？　それでもいい？」


「あんただって……今やめたら、困るんじゃないのかよ？」


　たぶん、オレにも刺激しろって要求してくると思ったから、そう言ったら、寺嶋はふっと笑った。


「生意気なことを言うようになったね。少しお仕置きをしなきゃいけないかな」


「お、お仕置きっ？」


　オレはすごく嫌な予感がした。


「あのっ……先生。ごめんなさい。オレ、お仕置きなんて嫌だ」


「急に素す直なおになったフリをしても遅おそいよ。僕は君にお仕置きすることに決めたんだから」


　寺嶋は勝手なことを言うと、オレの足の間……その奥に触ふれた。


「ど……どこ触ってんだよっ……」


「どこを触られてるかくらい、自分で判わかるでしょ」


「いや、そうじゃなくてっ。どうしてそこを触るのかって訊いてんだ」


　寺嶋はふふっと楽しそうに笑い、そこの周囲を指でなぞる。


「あ……やだ」


「やだじゃないくせに。……判ってるんだよ。君が気持ちいいとき、どういう反応をするかっていうことくらい」


　ううっ。確かに今、オレの身体からだはビクンって震えたよ。ちょっと気持ちよかったよ。だけど、そんな場所を触られて、反応したなんて、絶対に認めるわけにはいかない。


「だから……どうして触るのかって……」


「どうして？　君にお仕置きするために触ってるんだ」


　お仕置きするために触るって……。


　どういうこと？


「ああ、育ちのいいお坊ぼつちゃんにはよく判らないのかもね。つまり……ここに指を入れて、君をいじめちゃおうかなあって思ってるんだ」


「指を入れるって……」


　オレは想像してしまった。そこから寺嶋に指を入れられてるオレを。


　なんか、めちゃくちゃ痛そうだ。それに、なんか恥はずかしいよっ。


「嫌だ！」


「もちろん嫌がってもらわないことには、お仕置きにならないからね」


「そんな……。あんただって、想像してみろよ。指なんか入れられたら、絶対痛いって！」


「そうかな」


　寺嶋はニヤリと笑って、指に力を込めていく。


「や……やだっ。他ほかになんでも言うこと聞くから」


「とりあえず、今は君にやってほしいことはないね。ただ、おとなしくしてほしいだけで」


「そんなあ……先生ぃ……頼たのむからぁ」


　なんとかしないと。オレ、ホントに指を入れられちゃうよ。


「じゃあ、その『先生』はやめて。気分が乗らなくなるから」


　気分が乗らないほうがいいんだけど、なんでも言うことを聞くと言った手前、仕方ない。オレは涙なみだ目めになりながら頷うなずいた。


「これから僕を呼ぶときは……『誠也』と呼ぶんだ」


「え……？」


　オレはビックリして寺嶋の顔を見つめた。


　さっきまで笑っていたはずの寺嶋の顔はなんだかとっても真ま面じ目めに見えた。というか、いつもはしない表情で、まっすぐオレを見つめていたんだ。


「な……なんで？　先生を呼び捨てにするなんて……」


　それに、セイヤは兄様の名前だ。寺嶋をセイヤなんて呼べないよ。オレにとっては大事な名前なんだから。


「君みたいなはねっかえりが、僕のことを心の中で先生なんて呼んでないのは、ちゃんと判ってるよ」


　ゲッ。バレてたのか。ただし、苗みよう字じのほうを呼び捨てにしてるんだけど。


「とにかく、それだけは……ちょっと」


「どうして？」


　逆に質問されて、困ってしまう。本当のことを言ったら、絶対、呼べって言ってくるはずだ。寺嶋は何な故ぜか兄様のことになると、態度が豹ひよう変へんするからさ。


「どうしてでも！　なんか照れるしっ」


　オレがそう言うと、寺嶋は元のように笑え顔がおになった。


「そうか。照れるのか……。じゃあ、照れないで済むようにしてあげるね」


　寺嶋はオレの両足の間に顔を伏ふせた。


　えっ……？


「あ……あっ……ちょっとそこは……」


　今さっきまで指で触れられてた部分が舐なめられてる。普ふ通つう、そんなところ舐めるか。というか、なんでそんなところを舐めてるんだよっ。


　オレにはさっぱり判らない。


　だけど、触さわられるより、ずっとエッチなことされてるんだってことだけは判った。


　寺嶋は何がしたいんだよ。オレのそんなところを触ったり舐めたりして……こんなの、お仕置きになるわけ？


　そして、そんなところを舐められて、なんだか感じてるオレがいるんだ……。


　もしかしたら、オレのほうが恥ずかしい奴やつなのかもしれない。勃たってる部分が痛いほど強こわ張ばってる。寺嶋にこんな真ま似ねをされて、すごく感じてるってことだ。


　ひょっとして、オレって……ヘンタイ？


　なんだか、そうじゃないと言い切れる自信がなくなってきたよ。


　どうしよう。オレ、どうすればいいんだよ。


「やだぁ……もうやだ……っ」


　オレはプライドを捨てて、泣き声で訴うつたえた。


　不意に、寺嶋が舐めるのをやめる。


「じゃあ、名前を呼べ」


「う……」


　やっぱり呼ばないと駄目なのか。オレが躊躇ためらっていると、寺嶋はまたそこを舐め始めた。


「あ……やぁ……」


　オレの頭の中に写真の中の兄様の顔が浮うかんだ。オレが知ってるのは、幼いままの顔で、あの頃ころの兄様はもういないって知ってる。今、ちょうど寺嶋くらいの年ねん齢れいで……。


　いや、寺嶋は兄様じゃない。兄様なんかじゃない。苗字だって違ちがうしさ。よく似た顔の兄弟が二人もいるんだ。兄様のはずがない。


　それに、オレの兄様はもっと優やさしいんだ。


　だけど、寺嶋だって、優しいときがあった。一いつ緒しよに料理を作って食べて……いろんなことも教えてもらった。


　兄様がもしオレの傍そばにずっといたなら、もしかしたら、寺嶋みたいな雰ふん囲い気きの人になっていたかも。


　いや……そんなはずないったら。


　オレの頭の中はもう混乱していた。


　そこを舐められることの気持ちよさと、兄様と寺嶋のことで。


「あ……あんっ……」


　なんだか、もうわけが判らない。苦しくて、オレは頭を左右に振ふった。


「僕の名前を呼びなさい」


「せ……」


「『誠也』」


「……誠也……ぁっ」


　オレはハッとした。


　舐められる代わりに、何かがそこに入っているような気がする。


「あ、あの……」


「判る？　僕の指。君の中に入ってるんだよ」


「そんなあ……。オレ、ちゃんと名前を呼んだじゃないか。呼んだら、やめてくれるって約束した！」


「してないよ、そんな約束。一回もね」


　そ、そう言われれば、してない気もする。ただ、呼べって言っただけでさ。


　馬ば鹿かじゃん。オレ……。わざわざこいつのことを誠也だなんて呼んだりして。


「ひどいっ」


「ひどくない。君が勝手にそう思っただけなんだから」


　そうだけど……そうだけどっ。やっぱりひどいよ。寺嶋が兄様の名前を知らなかったとしても、結果的に、オレはセイヤという名前を兄様じゃない人に呼びかけてしまったんだ。


　もちろん、兄様は兄様であって、オレは名前を呼び捨てにはしないけどさ。それにしても、すごく大事なものを踏ふみにじられたような気がする。


　そして……。


　結局、指がそんなところに入れられてるしっ。


「じゃあ、もういいだろっ。指入れたんだから」


　寺嶋はふっと目を細めて笑った。


「お馬鹿さん。ただ指を入れただけでお仕置きなんかになると思う？」


「え……？　だって……」


　そんなところに指を入れられただけで、オレは恥はずかしいよ。そりゃあ、思ったより痛くない……どころか、全然痛くはなかったんだけど。


「こうやって……指を動かしたら……」


「あっ……何っ？」


　身体からだの中で何かが動いた。何かって、寺嶋の指なんだろうけど、それが動くのと同時に、妙みような感覚を覚えたんだ。


「感じる？」


「そ、そんなところ、感じるわけが……あっ」


　体内の温度が急に上がったような気がする。


　なんだろう。この感覚。まるで、オレの身体の中にも感じるところがあるみたいだ。指が動くたびに、身体がビクンと震ふるえる。


「そんな……」


「信じられない？　可愛かわいいね。ちょうどいいから、ちょっと勉強してみようか」


「べ、勉強って……」


「性教育。男と女が愛し合うときに、どんな行こう為いをするか知ってるよね？」


　なんでいきなり勉強タイムになるんだ。しかも、そんな初歩的なことをさ。


「知ってる。……セックス、だろう？」


「そう。お互たがいの生せい殖しよく器き同士を結合させるんだ。だけど、僕と君じゃ、それは不可能だ」


　何を当たり前のことを言ってるんだろう。だから、オレと寺嶋がこういうエッチなことしてるのは、すごくおかしいのに。


「でもね、僕達でも、やろうと思えば、その擬ぎ似じ行こう為いはできるんだ」


「え……」


　擬似行為って……えーと、なんのことを言ってるのかな。


「つまり、女性の生殖器の代わりに、君のある場所に……」


　そう言いながら、寺嶋はオレのそこから指を引き抜ぬきかけて、また奥のほうまで差し込んだ。


「……僕の生殖器を挿そう入にゆうする……。ほら、可能だろう？」


　オレは一いつ瞬しゆん、何を言われてるのか判わからなかった。


　オレの『ある場所』に寺嶋のものが入るって……。


「……えええっ？」


　つまり、今、寺嶋が指を入れてる場所ってことか？


「そんなっ、無理だよ。ていうか、そんなことしないよなっ？　なっ？」


「どうして？　ここまでしたんだから、後は実際に可能かどうか、僕と君の身体で実験してみないと。僕の言うことを鵜う呑のみにするだけが、勉強じゃないよ」


　いや、だからっ。


　どうして、そんな実験をしなきゃいけないんだよ。そもそも、そんな勉強しなくてもいいじゃないか。


「嫌いやだ。嫌だっ。それだけは絶対に嫌だ！」


「往おう生じよう際ぎわが悪いなあ。君も感じてるくせに」


「だって、これは……っ」


「指じゃなくて、僕のものが入ったら、きっと君もすごーく気持ちよくなれるよ。絶対」


　寺嶋はニヤリと笑って、指を動かした。


「あ……絶対なんて、どうして言い切れるんだよっ……」


「だって、指だって痛くなさそうだったし。こんなに気持ちよさそうに身体を震わせてるんだから、僕のものを入れたって大だい丈じよう夫ぶだよ」


　そんな理り屈くつあるかあっ。


　というか、寺嶋にオレの理屈が通った試しはなくて、逆にいつも寺嶋の理屈だけがオレに通っているような気がする。


　いや、でも、それだけはちょっと困る。だいたい、どうしてオレと寺嶋がセックスみたいなことしなきゃならないんだ。


「男同士でもさ。そういうのは好き同士がするもんだろうっ？」


「僕は君のことが好きだよ？」


「えっ？」


　オレは驚おどろいて寺嶋の顔を見つめた。


　ドキン。……って、何ときめいてんだよ、オレの馬鹿。貞てい操そうが守られるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのにさ。


　寺嶋はオレの目の前で優やさしく微ほほ笑えんだ。


「今、君の中がキュッと締しまったよ。僕に好きだって言われて、嬉うれしかった？」


「そ、そ、そ、そんなことっ。絶対ない！」


　力いっぱい否定すると、寺嶋は綺き麗れいな顔を曇くもらせた。


「じゃあ……君は僕が嫌きらいなんだ？」


「あ、いや、そうでもないけど……」


「それなら、僕のこと……好き？」


　ああっ、そんなふうに優しく囁ささやかれると、なんだかつい頷うなずいてしまいそうだよ。だけど、こんなこと、簡単に頷けるはずがないじゃないか。


　だいたい、寺嶋がオレのことを好きだっていうこと自体、ものすごい噓うそじゃないか。いつもオレのことをいじめて遊んでる奴やつなのに、好きだなんて……。


　そんなはずないよ……。


　そう思うのに、もし寺嶋がオレのことを本当に好きなら、嬉しいなあって思ったんだ。


　オレ、どうかしてる。


　きっと、エッチなことされて、寺嶋のことを普ふ通つうに見られなくなってるんだよ。そうでなきゃ、オレをさんざんいじめたこんな奴に好かれて嬉しいなんて思うはずがない。


　だけど、この一ヵ月、一いつ緒しよに過ごしてて、すごく優しかったときだってある。オレのことを考えてくれて、叱しかってくれたことだってあるよ。


　そりゃあ、いつもエラそうで、オレをいじめてるときのほうが多いけど。


　どうしよう……。


　なんか、ドキドキしてくる。


　馬鹿。オレの馬鹿っ。


　そ、そうだ。さっき、寺嶋はオレのことを馬鹿な教え子だから可愛いって言ったんだよ。どうせ、その程度の意味なんだ。


　でも……でもっ。


「もう一回言おう。僕は君が好きだよ」


「あ……」


　そんなの噓だ。


　判ってるんだから。


　だけど、どうしても、オレはその現実を受け入れたくなかった。寺嶋がオレを好きでいてくれるっていう夢にすがりたかった。


　寺嶋がオレの目の前で蕩とろけるような微び笑しようを見せる。


　身体が熱い。


「オレ……オレ……」


「僕の名前を呼んでごらん」


「誠也……」


　もう一度、寺嶋……いや、誠也はオレに微笑んだ。


「そう。好きでなきゃ、こんなことまでしない。そうだろう？」


　まるで催さい眠みん術でもかけるように、誠也は優しい声でそう言った。


「そして、君だって……。僕のことを好きでなきゃ、こんなことされて、感じたりしないよね？」


「あ……」


　誠也はオレの硬かたくなってる股こ間かんに触ふれた。


　そうだ。今まで気づかなかったけど、オレはきっと誠也のことが好きなんだ。


　そうでなきゃ、教え子として可愛かわいいなんて言われて、傷ついたりしない。まして、泣きそうになったりなんかしないんだよ。


「僕を……受け入れてくれるね？」


　誠也の視線が真しん剣けんだ。


　目をどうしても逸そらせない。


　オレはそのままかすかに頷いた。


「ありがとう」


　誠也の表情が柔やわらかくなり、オレはその顔をいつまでも見つめていたいなんて思ってしまった。


　本当にこれでいいのかどうか判らなかったけど、今の時点では、この選せん択たくしかできない。オレは誠也にもう心を許してしまっていたんだ。


　不意に、誠也の指が入っている部分が広げられたような気がした。


「あ……何？」


「二本入れたんだ。もっと慣らさないと、僕のが入らないからね」


　ドキッとした。


　頷いて許可したのはオレなのに、改めてそう言われるとさ。


　本当にオレと誠也がセックスするんだ。なんだか信じられない。でも、身体からだの中に感じる誠也の指の存在が、本当のことなんだって教えてくれている。


　ああ、オレの身体、変だよ。


　ドキドキしてきて、さっきよりずっと感じるみたいだ。中が熱くなってきて、それが全身に広がっていくような気がする。


「オレ……」


　勃たってるそこに、思わず手を伸のばす。


　硬くなりすぎて、苦しいくらいだからだ。


「まだ駄だ目めだよ。イクのは僕と一緒だ」


「でも……」


「駄目。我が慢まんするの！」


　強く言われて、オレはその手を動かさずに、触れるだけにした。それでも、先せん端たんから滲にじんだ液がオレの手を濡ぬらす。


　オレ、こんなに感じてるんだな。中に指を入れられて、気持ちよくなってるんだ……。


　頭の中がジーンと痺しびれていく。


　気持ちよすぎて、身体がもう変になりそう。


「もう……そろそろいいかな」


　誠也はオレの中から指を引き抜ぬいた。


「あ……」


　いよいよなんだろうか。


　本当に誠也はオレとセックスするのかな。オレのこんなところに入れちゃうんだろうか。


　ドキドキしながら、オレは誠也を見つめた。


　誠也はゆっくりとズボンのジッパーを下ろしていく。


「どう？」


「どうって……言われても」


　なんて答えればいいんだろう。そんなもの見せられて、どう言ったらいいのか判わからない。だいたい、そんなものがオレの身体の中に入るなんて、なんか信じられないし。


「本当にやるの？」


「もちろん。……ほら、君のこと、こんなに欲しがってる」


　誠也はオレのソコに硬くなったものを押しつけた。


「あっ……」


「力抜いて」


　優しい声で誠也はそう言って、オレの足を抱かかえ上げた。そして、徐じよ々じよに力を込めていく。


「……っ……ぁ……」


　苦しいよ。こんなに苦しいとは思わなかった。指とは太さが違ちがうんだから、当たり前かもしれないけど、なんか詐さ欺ぎみたいだって思った。


「やだ……もう無理っ……」


「大だい丈じよう夫ぶ。僕を信じて」


　オレはハッとして、目を開いた。


　古い記き憶おくが刺し激げきされる。同じ言葉を、オレはどこかで聞いたことがある。


　兄様だ……。


　オレは兄様っ子だったから、いつでもどこでも兄様について回っていた。兄様はそんなオレに優やさしくいろんな遊びを教えてくれた。


　時々、『できない』と駄だ々だをこねるオレに……。


　兄様はいつも言っていた。


『大丈夫。僕を信じて』って。


　まさかと思うけど、誠也は本当に兄様なんじゃないんだろうか。ひょっとして、苗みよう字じを変えて、オレの前に現れたんだとか。


　そんな都合のいい妄もう想そうが頭をかすめる。


　判ってる。そんなはずがないってことは。


　だけど、誠也は現に兄様と同じ言葉をオレにかけるんだ。


　誠也の動きが止まる。オレのそこは限界まで広がっていて、誠也のものを受け入れていた。


「判る？　僕と君、ちゃんとつながってるよ？」


「あ……」


　噓うそみたいだけど、オレと誠也はちゃんとそこでつながっていた。


　頭の中がなんだか痺れてくるような気がした。身体は横になっているのに、まるで眩暈めまいみたいな感覚がオレを襲おそう。


　オレ、本当にこんなことしちゃっていいんだろうか。いや、もうしちゃってるんだから、今いま更さらどうしようもないんだけど、オレ……。


「なんだか、君に抱だきしめられてるみたいだ」


　誠也はそう言うと、オレに柔らかく笑いかけた。


　その笑え顔がおを見ただけで、頭がまたクラクラきそうだ。さっきの眩暈とはまったく別の意味で。


「いつまでもこうしていたいくらいだけど、そうはいかないから……動くよ」


　身体を貫つらぬいているものが動き始める。


「あ……やだ」


「嫌いや？」


「……じゃない……」


　最初は痛いに違いないと思っていたけど、誠也が動いても痛くはなかった。なんだか奇き妙みような感じがするだけで。


　でも、そのうちに、身体の奥から快感が押し寄せてきた。


「あ……あん……あっ」


　誠也がオレの中を行き来するたびに、オレは声を上げていた。


「気持ちいい？　感じるの？」


　その言葉に、オレは頷うなずいていた。


　噓みたいに気持ちいい。誠也が絶対いいはずだって言っていたから、オレはその暗示にまんまとかかっちゃったのかも。そう思えるほど、すごくよかった。


「じゃあ、もっと気持ちよくしてあげるよ」


　誠也はオレの勃ってるものに触ふれた。


「あ……はぁ……ぁ」


「君、すごく色っぽいよ」


「え……？」


　オレのどこが色っぽいって言うんだよ。誠也って、実は目が悪いのかな。


「自分じゃ判らないのかもね。でも、今、君は普ふ段だんとは違う君になっているんだ」


　普段とは違うオレって……。


　よく判らない。そんな変な状態になっているんだろうか。そういえば、とっても身体が熱い。たまらないほどに。


　そして、誠也の手がオレを刺激していくから、余計に感じちゃうんだ。


　ああ、でも、まだ刺激が足りない。後ろの部分はともかくとして、もっと前のほうに刺激が欲しい。


「もっと……もっとして」


　オレは誠也にねだるように言った。


「うん。でも、こっちはもうちょっと待ってね」


「どうしてっ？」


　待てないオレは腰こしを揺ゆすった。


「まだもう少し……僕は君を感じていたい。君は僕と一いつ緒しよにイクんだよ」


　蕩とろけるような笑みでそう言うと、誠也はオレの奥のほうを突ついた。


「あっ……あ」


　ドキドキしてくる。


　動いてるのはオレじゃなくて、誠也のほうだ。だけど、それでも、オレの心臓は勝手に高鳴るんだよ。


　オレは手を伸ばして、おずおずと誠也の腕うでに摑つかまった。


「何？　もっとしがみついてもいいんだよ」


　誠也はわざわざオレのほうへと身体からだを倒たおしてくる。


　ドキンとする。


　本当にしがみついてもいいのかな。急に気が変わって、怒おこったりしないかな。


　そう思いながら、オレは誠也の背中に手を回した。そうすると、おかしいほどに、オレの胸の中は満足感でいっぱいになった。


　オレ……変だよ。


　なんで、こんな気持ちになるんだろう。


　いつまでも、ずっとこうしていたい。他ほかのことなんかどうでもいい。


　誠也さえ、こんなふうに傍そばにいてくれればいいんだ。


　そんなこと考えてるオレは変だよ。兄様は……兄様はどうなったんだって。オレは兄様を探しにいかなきゃいけないのに。


　どうして、誠也さえいればいいなんて思っちゃうんだ。


　誠也は兄様じゃない。同じ名前でも違うんだ。


　なのに……。


「そろそろ……イクよ」


　誠也の声にハッと我に返る。


　前の部分への刺激が強くなる。それと同時に、誠也の動きだって速くなってきた。


「あ……あっ……ああっ」


　誠也とつながっているところから、次第に、身体の中いっぱいに何かが広がっていく感じがする。


　もう……。


　どうしよう。


　快感が膨ふくれ上がる。


　オレは助けてほしくて、誠也にしがみついた。


　頭のてっぺんまで身体の中を電流のような何かが貫いたと思ったら、オレはイッてしまっていた。


　続けて、誠也がオレの中に熱を放った。


　なんか……すごい。


　何がすごいか、よく判わからないけど、とにかくオレは本格的な初エッチをしたわけだし。男としては立場が逆だから、初エッチって言い切っていいのかどうかは悩なやむところだけどさ。


「省真……」


　甘い囁ささやきが耳をくすぐる。


　名前を呼び捨てにされるのは初めてかな。オレも誠也って呼んだし、これって、恋こい人びと同士みたいだよな。少なくとも、家庭教師と教え子って関係には思えないよ。


「すごくよかった」


「うん……」


　なんか、そう言ってもらえると、嬉うれしい。しかも、誠也はオレの髪かみなんか撫なでてくれてるし。


　オレはこんなふうに甘やかされるのが好きなんだよ。いつも誠也がこんなふうに優やさしかったら、オレだって絶対に反はん抗こうしたりしない。なんでも言うこと聞いちゃう。


　だけど……。


　誠也って、いつも意地悪なのに。


　変だよな。こんなふうに優しいとさ。別の人みたいだ。まるで……兄様みたい。


　やがて、誠也はオレから身体を離はなした。


　離れてしまうと、急に淋さびしくなる。今まで感じていた体温がなくなって、一人ぼっちにされたような気がするんだ。


　変なの。オレはそこまで誠也の身体に馴な染じんでしまったのかな。


「オレ……」


　上半身を起こそうとして、誠也に止められる。


「動かなくていいよ。初めてだったんだし、まだきついだろう？」


　誠也はそう言うと、後始末までしてくれた。


　ホントにいつもの誠也じゃないみたいだ。こんな気き遣づかいができるなら、どうして今まではあんなに厳しかったのかな。


　まあ、家庭教師なんだから、優しくしてちゃいけないんだろうけどさ。


「エプロン、汚よごれちゃったね」


　見ると、自分が放ったもので汚れている。改めて、本当にエッチしたんだって感じがして、ちょっと照れるかな。


　オレはエプロンを脱ぬぎ、服を身に着けた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　まだ寝ねていたほうがいいかも」


　誠也は妙みようにオレの身体を心配していた。


「平気だよ。それに、腹減ったし」


「ああ……そうだったね」


　もしかして、誠也はオレを食ったから腹いっぱいになったとか。それで、オレが作った料理のことなんか忘れてしまっていたのかな。


「じゃあ……僕に摑まって」


「えっ？」


　あまりに優しい言葉にビックリして、オレはまじまじと誠也の顔を見てしまった。


「どうかした？」


「あ、いや……なんでもないっ」


　ここまで優しいなんて、どうかしたに違ちがいない。というか、何かの気まぐれなんだろうから、優しいうちに、もっと甘えておくに限る。


　オレは遠えん慮りよなく誠也に摑まり、体重をかけた。


　誠也の体温がまた感じられる。


　すごく……あったかい……。


　オレは変なことに幸せを感じながら、ダイニングテーブルの自分の席についたんだ。








　急に過保護になった誠也は、その日、勉強も中止にしてしまった。


「え……本当にいいの？」


「ああ。構わない。ただし、宿題や明日の予習はすること」


「あ……はい」


　それくらいは別に負担じゃない。何な故ぜなら、宿題はなかったし、明日の予習もそれほど時間のかかるものじゃなかった。


　それにしても、エッチ一回しただけで、こんなに優しくしてくれるなんて、思ってもみなかったよ。


　これって……。


　誠也がオレのことを好きでいてくれてるから、なのかな。


　よく判らない。だって、こんな経験ないからだ。エッチは当然のこととして、人に好きだなんて言われたことはない。もちろん、言ったことだってさ。


　でも、これでいいんだろうか。夕飯の後片付けだって、誠也が全部してくれたんだよ。オレは自分でやるって言ったのに。


　オレは仕方なく、言われたとおりに自分の部屋で明日の予習を済ませた。


　ふと、机の上の兄様の写真に目をやると、いつもどおりに幼い姿で微ほほ笑えんでいて、なんだか今日したことが心に引っかかった。


　オレ……初エッチしちゃったんだ。兄様と同じ名前の誠也と。


　そう思うと、軽い罪悪感みたいなものが胸に押し寄せてくる。


　兄様、あの頃ころのままのオレじゃなくてごめん。でもさ、仕方ないんだ。オレだっていずれは大人になるんだし。いつまでも、子供のままじゃいられない。


　兄様だって、そうだろう？


　オレは後ろめたさから、そんなふうに兄様に心の中で話しかけた。


　コンコンとノックの小さな音がして、ドアが開くと、誠也が顔を見せた。


「宿題と予習、終わった？」


「全部終わったよ」


　オレは机の上に広げていたノートを誠也のほうにヒラヒラと振ふってみせた。


「そうか。風ふ呂ろ、一いつ緒しよに入らない？」


「へ……？」


　今言われた言葉をもう一回、頭で繰くり返してみる。


　なんで、オレが誠也と一緒に風呂に入るんだ？


「おいで」


　なんか、誠也の中では一緒に入ることに決定してるみたいで、オレに手招きなんかしてるし。


「あの……風呂は一人で入るよ」


「どうして？」


「どうしてって、オレが言いたいよっ。普ふ通つう、風呂は一人で入るもんだろう？」


「まあ、そうだけど。今日は特別だろう？」


　な、何が特別なんだよう。


　オレは誠也の考えてることが今イチ判らなかった。


「ほら、おいで」


　誠也は椅い子すに座すわってるオレの傍そばまでやってきた。そして、何故か兄様の写真に目を向ける。


「な、なんだよ……」


「君の兄様も、まさか成長した君が僕とあんなことしたなんて、思わないよね」


　誠也の言葉はオレの胸に突つき刺ささった。


「どうだっていいだろう？　兄様のことは」


「どうでもよくはないさ。君がまだこんなふうに兄様のことを一いち途ずに想おもってるなんて、なんか腹が立つんだよ」


　それって、まさか嫉しつ妬と……？


　いや、まさかね。誠也はオレのことを好きだって言ったけど、そんな嫉妬するほど深い意味で好きだって言ってるわけでもなさそうだしさ。


　だいたい、誠也の今までの言動を考えたら、好きだって言われても、素す直なおに信じられないよ。だから、あれはそれほど深い意味ではない『好き』なんだと思うんだ。


「君はもう僕のものなんだよ。判わかってる？」


「え……？」


「『え』じゃないよ。ホントに君はお馬ば鹿かさんなんだから」


　誠也はオレの腕うでを引っ張って立たせると、ギュッと抱だきしめた。


「あ、あのっ……」


　兄様の写真の前だから焦あせる。この間みたいなことをされたら嫌いやだ。兄様の前でだけは、今までと変わらないオレでいたいんだから。


「ちょっとだけ黙だまってて」


　そう言われると、黙ってないといけないような気分になって、オレはそのまま誠也に抱きしめられるままになっていた。


「僕の省真……」


　耳元でそう囁ささやかれて、顔から火を噴ふきそうなくらい照れてしまう。


　いや、だって。誠也はそんなことを言うような奴やつじゃないだろうに。まるで別人だよ。それに、そんなふうに言われるほど、オレと誠也ってロマンティックな関係でもないような気がするし。


　でも、オレの心の片かた隅すみでは、そんなふうに囁かれるのも悪くないかなって思ったりして。


　やっぱり、優やさしくされると嬉うれしいんだ。


　誠也の手がオレの頰ほおに当てられる。


　顔を上げると、間近で目が合う。


　そうして、気がつくと、オレは誠也にキスをされていた。兄様の写真の前で。


　しまった。誠也はこれが狙ねらいだったのかな。


「さあ、省真くん。風呂に入ろうね」


　誠也は口調を変えて、オレを引っ張っていく。


「嫌だ！　オレ、一人で入るって」


「どうして拒こばむの？　君と僕は文字通り一心同体なのに」


　オレと誠也が、いつ一心同体になったって言うんだよ。身体からだは重ねたけど、心まではそれほど許してないぞっ。


　結局、洗面所に連れていかれて、オレは渋しぶ々しぶ、服を脱ぬぐ羽目になった。


「何、じろじろ見てんだよっ」


「うーん。なんとなく。観察、かな」


　オレの裸はだかなんか、今までさんざん見てきたくせに、今いま更さら、何が観察だよ。


「だいたい、なんでオレだけ脱いでんだよ。一緒に入るって言うなら、あんただって脱ぐんだろ？」


「ああ、そうだね。君が面おも白しろいから、見とれていたよ」


　オレが面白いって……どこが？


　それが観察した結果なんだろうか。面白いって言われても、オレはお笑いやってる人じゃないんだから、ちっとも嬉しくないんだけど。


　オレはさっさと脱いで、バスルームに入ると、先に髪かみを洗い始めた。シャワー使うのは早いもん勝ちだよね。


　というか、実を言えば、誰だれかと一緒に風呂に入るなんて、修学旅行以外ではもうずいぶん久しぶりなんだ。しかも、あんなことまでした誠也と二人きりで風呂に入るなんて……。


　風呂っていえば、裸だよ。裸同士の付き合いだ。


　だから、なんだか緊きん張ちようしてしまって、オレはそれを紛まぎらわせるために髪を洗うんだ。


　誠也がバスルームに入ってきて、ドアを閉めた。オレはなるべく意識しないようにして、泡あわだらけの頭にシャワーをかけた。


「身体、洗ってやろうか？」


　オレの後ろから、誠也がそう声をかけてきた。


「いいよっ、別に」


「遠えん慮りよしなくていい。さっきは君の身体、綺き麗れいに拭ふいてあげただろう？」


「それとこれとは別だ」


「どう別なんだ？　説明してもらおうか」


　う……。


　誠也は自分の意見に反することを言われると、いつもこんな調子だ。オレがいくら反論しても、絶対に受け入れない。


　つまり、反論するだけ時間の無む駄だってことなんだ。


「判ったよ……」


　オレはシャワーを止めて、頭の水気を取るようにちょっと振った。


「じゃあ、こっちを向いて」


　仕方なく振り向くと、誠也の裸が目に入る。


　けっこう着やせするほうだったんだな。ただの細い身体じゃなくて、ちゃんと筋肉がついていて、それでいてスマートなんだ。


　顔も綺麗だし、身体もこんなカッコよかったら、何もオレなんかに手を出さなくてもいいだろうになあって思った。アメリカではどうだったか知らないけど、少なくとも日本人の女の子なら、こういう容姿をしてればモテるだろうに。


　でも、性格悪いから、女の子がこんな奴に引っかかったら可哀かわい想そうかもしれない。いや、うかつに引っかかってしまったオレも可哀想なのかな。


　ホントのこと言うと、オレは誠也のこと、なんにも知らないし。一応、アメリカ留学して云うん々ぬんみたいな経歴は聞いてるけど、知ってるのはそれくらいだ。二人の兄さんがいることを知ったのも、今日だしさ。


　誠也はそこのところ、どう思っているんだろう。いずれ、そういう話もしてくれるんだろうか。そもそも、誠也とオレは家庭教師と教え子で、こういう関係になっちゃったけど、これからどうなるのかって、オレにはまだ判らないんだ。


　エッチしたからって、恋こい人びと同士ってわけじゃない。


　うん。それくらいは判ってるって。エッチって身体の反応だから、愛がなくてもできるものだ。だから、誠也みたいなわけの判らない男を、本当は信用しちゃいけないんだって。


　でも……。


「ほら、ちゃんと椅子に座って」


「うん」


　なんで、こんな奴の言うことを聞いてしまうんだろうなあ。


　誠也はタオルに石せつ鹼けんをつけると、泡あわ立だてて、オレの顎あごを持ち上げるようにして首を擦こすった。


　えっ……これって……。


　それから、オレの手を握にぎって、ちょっと持ち上げ気味にして手の先から肩かたまで擦っていく。


　兄様の身体の洗い方と一いつ緒しよじゃないかな。今まで忘れていたけど、確か、兄様と一緒に風ふ呂ろに入ったときは、いつもこの順番で洗ってくれたよ。


　まさか、誠也は……。


「どうしたの？」


　顔を覗のぞき込まれて、ハッとする。


　しまった。なんか涙なみだぐんでしまったけど、さっき髪を洗ったから、きっと判らないよね。


「……なんでもない」


「そう？……兄様のこと、思い出した？」


　胸がドキンとする。


　オレの考えてること、判った？　それとも、誠也のほうに身に覚えがあるんだろうか。


　いや、でも、誠也が兄様だなんて、そんなことあるはずないよ。性格、全然違ちがうし。何を馬ば鹿かなこと、考えてるんだ。


　そう思うのに、どうしてか、オレは兄様と誠也を重ねて見てしまう部分があった。特に優しくされるとさ。


　何な故ぜなんだろう。オレって、ひょっとしてブラコンだったりして。


「君は僕が好きなんだろう？」


「あ……あの」


「ちゃんと答えなさい」


　勉強を教えてるときみたいに、誠也はちょっと厳しい調子で言った。


「す、好き……」


　オレは目を逸そらし気味にして、そう言った。


　目を合わせてたら、照れてしまって何も言えないよ。ていうか、そんなこと、わざわざ言わせるなって。


　オレは好きだのなんだのって、口にするのは恥はずかしいんだから。


「じゃあ、僕といるときくらい、兄様のことは忘れなさい」


　やっぱり、誠也は嫉しつ妬としてるのかな。兄様に。オレが兄様にばかりこだわっているから。実は誠也って、けっこう可愛かわいい奴？　だったりして。


　いや、そんなこと、怖こわくて口に出せないけどね。実際、そう言ったら、ものすごい報復が待ってそうだ。


　誠也はオレの身体を泡だらけにしていく。足だの背中だの、もうゴシゴシ擦られて、ちょっと痛い。


　これで終わりかと思ったら、誠也はオレの股こ間かんのものを握った。


「そこは触さわるなよっ」


「兄様は……ここは洗ってくれなかった？　こんなふうに」


「それって……洗ってるって言わないだろう？」


　泡まみれの手で握られたまま、上下に動かされる。そんなふうにされたら、すぐに勃たってしまうよ。


「おや、洗ってるだけなのにね。どうしたの？」


「洗ってないだろうっ……あっ……」


「そんなに色っぽい声を出されたら、僕もその気になってきちゃうよ」


　オレは大おお慌あわてで自分の口を手で塞ふさいだ。


　その気になられたら、すごく困る。誠也はどうだか知らないけど、オレはそんなに体力ないよ。


　誠也はオレの慌てた様子を見て、クスッと笑った。


「そんなに怯おびえてる姿を見ると、もっと可愛がりたくなってくるな」


「や……やだよっ」


「遠慮しなくていい。僕は君のことが好きなんだから」


　好きだって言うなら、オレのことをいじめないでほしい。可愛がるって言葉が、言葉どおりなら、なんの問題もないんだけど、そうじゃなさそうだし。


「……気持ちいいだろう？」


「あっ……あ……ん」


　喘あえいでると、キスをされる。口を塞がれると、快感の持っていき場所がなくなって、オレの中でどんどん膨ふくれ上がっていった。


　唇くちびるが離はなれると、オレは誠也にもたれかかる。誠也がフッと笑ったのが判わかったけど、もう、身体からだの力が入らなくなって、どうしようもない。


　責任取れよ、馬鹿。


　オレは心の中だけで悪態をついた。もちろん、口に出したら、後が怖いからだ。


「いい子だね。こっちもちゃんと洗ってあげようかな」


　誠也がオレの身体を抱だいて引き寄せると、腰こしが勝手に浮うき上がる。誠也はそちらに手を触ふれてきた。


「あ……っ」


「じっとして。洗ってあげるだけだからね」


　そんな言い分が信用できるはずがない。それは判っていても、この状態ではどうすることだってできないよ。オレはただ誠也の言うとおり、じっとしてるしかなかった。


　そこの狭はざ間まへと指が忍しのび込む。


　誠也を受け入れた場所だ。指が触れただけで、身体がビクンと震ふるえる。


「ずいぶん敏びん感かんになったんだね。僕が開発しちゃったのかな」


　そんな呑のん気きなことを言いながら、いきなり誠也はそこに指を入れてきた。


「馬鹿っ……」


「馬鹿じゃないよ。綺き麗れいにしてあげてるんだろう？」


「やだっ。そんなところ……」


「ワガママ言うんじゃないの。君のために綺麗にしてあげてるんでしょ、省真くん？」


　オレはもうどうにでもなれの心境で、誠也にしがみついた。


　だって、どうしようもないじゃないか、本当に。願わくば、誠也にちゃんと理性があって、オレが今日初めてで、そういうエッチには慣れてないんだって思い出してほしい。


　身体は反応してるけど、二度もできないよ、きっと。


　でも……でもっ。


　指の動きがいやらしいんだ。どう考えても、オレを煽あおってるとしか思えない。そうして、オレはまんまと誠也の計略に乗せられていくんだ。


　誠也はオレの耳元でふっと笑った。


「ちょっとイタズラが過ぎたかな。大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫なわけ……ないだろっ」


「ごめん、ごめん」


　誠也はそっと指を抜ぬいた。


「あ……やだっ」


　オレは指を抜かれて思わずそう言ってしまった。


「嫌いやなの？」


「だって……」


　オレはもっと気持ちよくなれる方法を誠也に教えられてしまった。ここまでされて、放り出されるのはつらいし、前のほうをなんとか処理したとしても、欲求不満になりそうだよ。


　オレって、こんな奴やつだった？　なんかすごいスケベじゃん。


　だけど、これは全部、誠也が悪いんだ。誠也がオレに性教育なんかしなきゃ、こんなことにはならなかったんだし。


「じゃあ、入れていい？」


　オレは誠也にしがみついたまま、コクンと頷うなずいた。


　もう、すごく恥ずかしい。これじゃ、オレからねだったみたいじゃないか。絶対に違うのに。


　結局、誠也だって勃ってるくせにさ。


「君がこっちに来るんだよ」


　誠也はオレを自分の膝ひざに抱き上げた。


「力抜いてね……ほら、だんだん入っていく……」


　泡あわの滑ぬめりもあって、今度は意外にすんなり入った。もしかして二回目だから、オレの身体が慣れちゃったとか。


「こんな場所でヤッちゃうなんて、すごいね。今日が初めてなのにね」


「あんたが悪いんだろう……？」


「違うね。君の身体がいやらしいからだよ」


「違っ……あっ」


　誠也が腰を揺ゆらすから、途と中ちゆうで何も言えなくなる。


「気持ちいい？　じゃあ、ちゃんと摑つかまってて」


　誠也はオレの反論なんかおかまいなしに、オレを刺し激げきしていく。


　本当に、風ふ呂ろに入りにきただけのはずなのに、どうしてこんなことヤッてんのか、すごく疑問だよ。だけど、もう止まらないっていうか、止められないっていうか……。


　オレは必死で誠也にしがみついた。


　身体がどんどん熱くなっていく。たまらない。


「あ……あっ……はぁ……」


　もうオレは我が慢まんできなくなって、自分のものに触れた。こんな場所だって判っていても、どうしようもなく感じてしまって、すごく硬かたくなっている。


「自分で触るんだ？　いやらしいね」


　そんな誠也の囁ささやき声のほうが、よっぽどいやらしいと思う。でも、そんないやらしい声が、オレをもっと乱れさせていくんだ。


「あ……誠也っ……ぁっ」


　オレはしがみついたまま、自分の手でイッていた。








「ちょっとやり過ぎちゃったかな」


　バスルームでぐったりとなってしまったオレを、誠也は綺麗に洗い直してくれて、今は浴よく槽そうの中だ。


　そんなに広くはない浴槽の中に男二人……。


　すごく狭せまいよなあ。というか、身体がくっついてしまって、なんか照れてくるんだ。


「なんで君、僕を避さけて、そっちの壁かべにくっつこうとするの？　僕を警けい戒かいしてるわけ？」


「あ……いや、その……」


　そういうわけじゃなくて、恥はずかしいだけなんだってば。


「もう何もしないから、こっちにおいで」


　肩かたを抱かれたら、どうしようもない。オレはドキドキしながら、誠也のほうに体重を預けた。


「こういうのも、たまにはいいよね？」


「こ、こういうのって……？」


　ここでエッチしたこと？


「よくない？　こうして二人でゆっくり風呂に入るのは」


「あ……えーと……いいと思う」


　そうか。オレが照れて仕方がないこの場の雰ふん囲い気きが、誠也は好きなのか。でも、オレも照れていなければ、いいと思うんだ。エッチな関係だけじゃなくて、オレと誠也の間には、ゆったりとした愛情みたいなものもあるんだって思えるから。


　それが本当にそうなのかは判らないけどさ。


　風呂から上がった後、今日は疲つかれたし、そろそろ寝ねようかと思っていたら、また誠也がオレの部屋にやってきた。


「省真くん。一いつ緒しよに寝ない？」


「ええっ？」


　ひょっとして、まだ足りないとか、まだヤリたいとか誠也は思ってるんだろうか。いくらなんでも、オレはもう限界なんだけど。


「何勘かん違ちがいしてるの？　僕は単に一緒に寝ようって言ってるんだ」


　なーんだ。とはいえ、警戒してなきゃ、誠也が冗じよう談だんで触さわってきても、オレの身体からだはまた反応しちゃいそうだ。


「どうして一緒に寝なきゃいけないんだよ？」


　そりゃあ、エッチした仲だって言われればそれまでだが、そこまでイチャイチャするほど、オレと誠也の仲が進展したとは思わないんだ。


　好きだって言ったし、エッチもしたんだけど。


「僕が君と一緒に寝たいからだよ」


　単純明快な答えをしてくれて、誠也はオレを引っ張っていく。


　なんだか、オレはいつもこうやって誠也に引きずられてばかりだ。いや、一緒に風呂に入るとか、一緒に寝るとか、それだけならどうってことないけど、オレはこのままずーっと誠也に引きずられていくんじゃないかと思ったら……。


　オレは誠也の部屋に連れていかれて、ベッドに入るように促うながされた。


　誠也のベッドは広いけど、二人で一緒に寝たら、やっぱり狭いわけで……。オレはバスルームで照れたことを思い出した。


「ほら、こっちにおいで」


　誠也はオレを自分の胸の中に抱だき寄せた。


「あ……」


　なんか、よく判わからないけど、いい匂においがする。風呂上がりになんかつけたのかな。


　その匂いが、オレの知らない大人って感じがして、急にドキドキしてくる。


「そんなにドキドキしなくてもいいよ。さすがに僕も疲れたし、手を出そうとは思わないから」


　どうやら、オレの心臓の音は誠也に筒つつ抜ぬけらしい。こんなにくっついてれば当然かな。オレだって、誠也の力強いリズムの鼓こ動どうを感じるから。


「あの……あのさ。オレ、こんなに優やさしくされると、甘えたくなってきちゃうんだ」


「甘えていいよ」


「でも、本当にオレが甘えたら、誠也は急に甘えるんじゃないって言いそうだし」


　誠也はクスッと笑った。


「うーん。そうだね。そう言うかもしれない」


「やっぱり……！」


　そうだろう。誠也はそんな奴やつだよ。オレにはちゃーんと判っていたよ。自分の気まぐれだけで、オレに優しくするんだ。


「冗談だよ。エッチまでした仲なのに、そんなに冷たくしたりしない。ただ、勉強のときは別だから、そこだけはけじめをつけてほしいな」


「うん……判った」


「じゃあ……おやすみ、省真くん」


　誠也はオレの額にキスをした。








　朝、目が覚めたら、誠也の腕うでの中だった。


　オレは兄様の夢を見ていた。兄様と一緒のベッドに寝る夢なんだ。目が覚めても、同じベッドに誰だれかがいる気配に、オレは一いつ瞬しゆん、兄様と一緒なんだと思った。


　でも、よく考えれば、そうじゃない。兄様じゃなくて、オレと一緒に寝ているのは誠也だった。


　もし、誠也が兄様だったら……。


　オレはまた馬ば鹿かなことを考えていた。


　兄様が誠也だったら、ちょっと嫌いやだよね。兄様は意地悪したりする人じゃなかった。少なくとも、オレにはすごく優しくて、いつだって面めん倒どうを見てくれたのに。


　オレはふと、手を伸のばして、誠也の前まえ髪がみをかき上げてみた。


　綺き麗れいな額だ。傷なんかひとつもない。


　兄様なら額に傷きず跡あとが残ってると思うんだ。木から落ちたオレを助けたときに負った傷。血がたくさん出て、確かその後に病院に連れていかれて縫ぬったって聞いたんだ。あれから十年以上経たってるけど、傷跡は少しくらい残ってるはずだって思う。


　だから、やっぱり誠也は兄様じゃない。


　いや、そんなこと、判ってるんだけどさ。つい……。


　オレはそろそろ朝食の用意をしようと、起き上がった。


「どこに行くんだ？」


　いきなり誠也が目を開けてそう言ったから、オレはビックリした。だって、誠也はまだ寝ているとばかり思っていたからさ。


　もしかして、オレが額を見たこと、判ったかな。いや、額を確認した理由なんか、誠也には判らないだろうけど。


「どこって、キッチンだよ」


「ああ、身体は大だい丈じよう夫ぶ？」


　いきなり昨日されたことを思い出して、朝っぱらから顔を赤くしてしまう。


「だ、大丈夫だよ……たぶん」


「もし、きついようなら学校休んでもいいよ」


　なんだか、そんなに優しいと調子狂くるっちゃうよ。もちろん優しくされるのは嬉うれしいんだけど、いつもの誠也と違いすぎるから、なんだかどういう対応をしていいか判らなくて、オレとしては困るんだ。


「大丈夫！」


「無理しなくてもいい。どっちみち、あの学校で学ぶものは大してないからね」


　そ、そうか。そういう理由か。


　確かに、誠也の授業のほうがレベルが高かったし、学ぶべきものはたくさんあった。うちの学校はかなりだらけてるし、授業内容も今ひとつだ。


　でも、サボるのは嫌だな。身体は少しきついけど、このくらいは頑がん張ばらないと。だいたい、そういうふうに、この一ヵ月間、オレは誠也に躾しつけられてきたんだ。


「まあ、でも、今日は体育もないし……頑張るよ」


　オレは温かいベッドから抜ぬけ出して、キッチンに向かった。


　それにしても、オレって、この一ヵ月で成長したなって、自分でも思う。それもこれも誠也のおかげだよな。意地悪な奴だけど。


　いつものように朝食を作って、食べて……。いや、なんとなく食しよく卓たくの雰囲気がいつもと違うのは、気のせいなのかな。


　誠也がやっぱり普ふ段だんより優しいんだ。いじめられ慣れているオレとしては、すごく居い心ごこ地ち悪かったりして。もちろん、意地悪されるより、優しいほうがいいはずなんだけど。


　なんか、そんなに優しくされちゃうと、誠也は本当にオレのこと好きなのかなって。ある程度、好きでなきゃ、あんなことまでできないとは思うけど、オレとしては、その『好き』を、どこまで真しん剣けんに捉とらえていいか、ちょっと判らなかったから。


　だいたい、オレはオレ自身の気持ちもどう把は握あくしていいか、よく判らないよ。オレの『好き』だって、どこまで本気なんだろうかって。


　向かい合わせで食事をする誠也と、ふと目が合った。


　誠也が視線を逸そらさないから、オレも逸らせない。だから、じーっと見つめ合うことになる。


　ど、どうしよう。


　いや、どうしようも何も、見つめ合うのが嫌なら、視線を逸らせばいいだけの話なんだけど、それができなくって。


　誠也が目を細めて微ほほ笑えんだ。


　ドキーン。


　顔が赤くなっちゃうじゃないか。なんて顔して、微笑むんだよ。馬鹿、馬鹿っ。


　心臓が暴走して、元に戻もどらなくなったら、どうするんだ。オレはこれから学校に行って、勉強しなきゃならないのに。誠也だって、バイトがあるんだろう？


　一瞬のうちに、オレの頭の中にいろんな妄もう想そうが駆かけ巡めぐる。


　本当にどうしよう。オレ……オレ……。


「君ってさ。なんか面おも白しろいよね」


　そう言って、誠也はあっさりとオレの妄想にケリをつけた。








　学校は相変わらず退たい屈くつだった。やっぱり授業は誠也のほうがいいな。休み時間に、友達と喋しやべったり遊んだりすることだけが楽しくて、それがなければ、オレだって、好すき好このんで学校に来たいわけでもない。


　わざわざ誠也が休んでもいいって言ってくれたしさ。


　でも、なんか不思議だよな。


　オレは昨日のオレとは違うんだ。外見は同じでも、初エッチを済ませたオレだ。とはいえ、男相手だから、普ふ通つうの初エッチとは違って特とく殊しゆなんだけどさ。


　人には言えないことながら、心の中で、オレはあーんなすげーことしたんだぜーと思ったりして。エッチしたからって偉えらいわけでもなんでもないが、特別な体験をして、少し大人になったような気がするんだ。


　ホントに、気がするだけかもしれないけどね。


　オレは少し身体からだがきつかったものの、変な優ゆう越えつ感でハイになったまま、授業を全部受けた。放課後、オレは方向の違う友達と校門のところで別れ、一人で駅へと向かう。


　どこかの車がクラクションを鳴らしている。うるさいなあと思いながら歩いてると、後ろから車がオレを追い越こして、停とまった。


　窓が開いて、運転していた男が顔を出す。


「あ……」


　見たことのある人だ。ていうか、昨日見たばかりだ。


　それは誠也の兄さんの一人で……えーと、確か徹也さん……だったかな。スーツを着た大人っぽい格好のいい人で、冷たそうな人だ。


　あ、もしかして、今、クラクションを鳴らしていたのは、この人なのかな。オレに気づかせようとして？


「あの……何かオレに用ですか？」


　遠えん慮りよがちに話しかけると、徹也さんは眉まゆをひそめた。


「用がなければ、わざわざ君の制服だけで見当をつけて、こんなところに車を停めたりしない」


　ごもっとも。


　そう思いつつも、誠也の意地悪なものの言い方は、お兄さん似なのかなって思った。兄弟そろって、こんなふうに喋るなんて、誠也の家はどんな家族なんだろうね。皮肉の応おう酬しゆうって感じなんだろうか。


　オレはちょっと想像してみて、かなり嫌な家だなあと思った。オレは普通の家に育って、よかったよ。下の弟達も可愛かわいいしさ。


「ボヤボヤしてないで、さっさと助手席に乗りなさい」


　居い丈たけ高だかな態度で、徹也さんは言った。


「えっ？　オレ、乗らないといけないんですか？」


　知らない人の車に乗っちゃいけませんっていうフレーズが頭に浮うかんだ。そりゃあ、知らない人ではないけど、昨日会ったばっかりだ。だいたい、乗りなさいって命令される覚えだってない。


　徹也さんはうんざりした顔をした。


「私がなんのためにわざわざ時間を割さいて、やってきたと思ってるんだ？」


「そんなの、判わかりません」


「だから、浅川家の息子と話をするのは嫌いやだったんだ。だが、他ほかならぬ誠也のためだからな。私は本当に弟想おもいのいい兄だよ」


　徹也さんは自分で自分を褒ほめたけど、オレにはさっぱり判らない。一体、なんのためにここに来たのか、どうしてオレがこの人の車に乗らないといけないのか、本当に……。


「あの……」


　どうしていいか判らず、オレが困っていると、徹也さんはキッとオレを睨にらんだ。


「とにかく、早く助手席に乗りたまえ。話はそれからだ」


「は、はい……」


　オレはなんだか判らないが、徹也さんの言いたいことを理解するために、おとなしく助手席に乗った。


　オレが乗り込むと、徹也さんはＣＤデッキを作動させた。クラシックだ。車内にエキセントリックなバイオリンの調べが響ひびく。


　こ、この人、なんか怖こわいかも……。


　オレ、生きて帰れるかなあ。でも、一応、オレは徹也さんの弟の教え子だよ。まさか殺して、どこかに埋うめたりはしないと思うけど。


「あの……話って」


「ここで話なんかできない。私の家に来たまえ」


「ええっ？」


　いきなり家に連れ込まれるなんて。本当にオレ、生きて帰れるのかな。


　そう思ってる間に、徹也さんは車を発進させた。バイオリンの調べと共に。








　始終流れ続けるバイオリンの音にすっかり疲つかれ切った頃ころ、車はある大きなお屋や敷しきに着いた。


　オレの家も友達から屋敷みたいと言われるが、ここはホントにお屋敷っぽいと思った。だって、門もん扉ぴから家までの距きよ離りがすごく長くて、敷地内を徒歩で歩いたら迷いそうな感じだったからだ。


　そして、何より、家のデザインが屋敷っぽい……いや、昔の洋館っぽいんだ。実際、建ってからずいぶん年月を経ているようで、レンガの外がい壁へきにはツタが絡からまっていた。


　これがお屋敷でなくて、何をお屋敷と呼ぶんだろう。


　で、そのお屋敷の中に入ると、オレは徹也さんに古めかしい応接室みたいなところへとまっすぐ連れていかれた。


「座すわりなさい」


「はい……」


　そう言われて、オレはソファに腰こしかける。このソファも年代物なのかな。お母様に付き合ってアンティーク家具を置いてある店に行ったとき、こういうのを見たことがあるよ。布張りの華きや奢しやなソファなんだ。


　ピカピカに磨みがいてある木製テーブルを挟はさんだ向かいのソファに、徹也さんが腰かける。


　うーん。雰ふん囲い気き的にさっきのバイオリンの音が頭に甦よみがえってくる。いや、このお屋敷に、クラシック音楽はお似合いなのかもしれない。


「単刀直入に言う。君は誠也から離はなれなさい」


「は……？」


　いきなり何を言ってるんだろう。


　オレが誠也とあんな関係だってことは、まさか知らないと思う。だって、あれは昨日のことだしね。誠也がペラペラと徹也さんに喋しやべったりしない限りは知らないだろうし、二人は仲が悪そうだったから、そういうこともないと思うんだ。


　では、家庭教師と教え子という関係をやめろと言うことかな。そういえば、昨日、誠也と話していた話題も、そういうことだったような。


　そうだ。オレが『浅川家の息子』だから、どうとかって……。


「えーと、どうして離れなきゃならないんですか？　先生はオレの家庭教師なんだし、離れろって言われても……」


　そう反論すると、口答えするなと言わんばかりに睨まれた。


　こういうところは、誠也そっくりだね。


「誠也は騙だまされているんだ。輝かがやかしい経歴を持つ誠也が、今いま更さら、どうして家庭教師なんかしないといけない？　どう考えてもおかしいだろう？」


「それは変だとは思いますが、仕事が見つかるまでのつなぎのバイトだからって……」


　徹也さんはオレの言葉をフンと鼻で笑った。


「バイトなんて必要ない。誠也はすでにうちの系列の会社のひとつを任されている」


「えっ、だって……誠也…いや、先生は……」


　あれは噓うそだったのか。でも、なんのために噓なんかついてるんだろう。会社を任されてるって？　ということは、もしかして社長……ってこと？


　それも信じられないけど、もし徹也さんの言うことが本当なら、家庭教師なんかする必要なんて、どこにもないじゃないか。


　そういえば、誠也は毎日、スーツを着て、どこかに行っていた。そういう会社でのバイトなんだとオレは思い込んでいたから、そんなに変だとは思わなかったけど……。


　よく考えると、バイトのイメージから遠いよな。しかも、なんか仕立てのいいスーツを着てたし。


「でも、じゃあ、どうして家庭教師なんかを……」


「それは君のお父さんがねじ込んだんだろうね。大事な誠也を人質代わりに送り込んだうちの両親にも腹が立つが」


「人質代わりって……。一体、どういうことなんです？　お願いします。教えてくださいっ」


　徹也さんは眉まゆをひそめた。


「君は……もしかして何も知らないのか？」


「はい。ただ、家庭教師をつけるって言われて、先生を紹しよう介かいされただけです」


「誠也は君に何も話さなかった？」


「何もって……何をですか？」


「そうか……」


　徹也さんはこめかみに手を当てて、何かを考え込んでいた。そして、顔を上げると、オレをまっすぐに見つめてきた。


　今までの冷ややかな目つきじゃなくて、ちゃんとオレを一人の人間として認めてるような目つきだった。


「悪かった。いきなり連れてきて、ひどいことを言って」


　オレはホッとした。


　徹也さんって、わけの判らない人だと思っていたけど、ちゃんと謝れる人なら悪い人じゃないよ、きっと。ただ、ちょっと思い込みが激しい人かもしれないけどね。


「それはいいですから、徹也さんの知ってること、教えてください。人質代わりって、なんなんですか？」


　徹也さんはちょっと困ったように微ほほ笑えんだ。


　ああ、こういうところも誠也そっくりだ。やっぱり兄弟なんだな。ってことは、誠也はオレの兄様であるはずがないのか。


「君が知らないなら、それは知らないままにしておいたほうがよさそうだ」


「えっ、どうして？」


「君の父親が説明しなかったのはなんとなく理由が判るが、誠也が君に言わないのは、何か理由があるんだろう。その気持ちを私は尊重したい」


　そんなあ。その場合、オレの気持ちはどうなるんだろう。といっても、徹也さんにとっては誠也は大事な弟で……オレなんか赤の他人だから、どうだっていいのかもしれない。まさしく、本人の申告どおり弟想いのいい兄さんなんだろうし。


「もし、オレの家庭教師をすることで、先生が何か嫌いやな思いをしてるんだったら……」


「そんなことはないだろう。昨日、誠也は私達に、君のことを可愛かわいい教え子だと言っていたし、私達がどんなに家庭教師をやめるように説得しようとしても、聞き入れてはくれなかった」


　ああ、昨日、兄弟二人してあそこにいたのは、説得するためだったのか。そうして、誠也が拒きよ否ひしたから、オレのほうをターゲットにしたということか。


「正直言って、どうして自分のマンションに君を引き入れてまで面めん倒どう見ているのか、よく判わからなかったが……」


　徹也さんはオレを見て、にっこりと微笑んだ。


　うわあ。こんな笑い方もできる人だったんだ。しかも、誠也にやっぱり似ている。なんか、オレはひとりでに頰ほおが赤くなってしまった。


「なんとなく、君を可愛がってる誠也の気持ちが判るようになってきたよ」


「えっ？」


　いきなりそう言われて、変にドキドキしてしまう。いや、別に徹也さんのことを好きだとかっていう気持ちじゃないよ。誠也に似てる徹也さんの言葉が気になってしまうだけなんだ。


「君は根が素す直なおなんだね。いい意味で育ちがいいんだ」


「そ、そうですか？」


　そりゃあ、徹也さん達兄弟に比べれば、素直な部類かもしれない。


「だから、誠也は君を可愛がっているんだろうね」


「はあ……」


　そうなのかな。誠也の気持ちはオレにはよく判らないんだ。誠也はオレを好きだって言ってくれたけど、その言葉にどんな意味が隠かくされているのかも判らない。


　深読みするほどのこともないのかもしれないって判ってる。けど、誠也がどうしてオレを好きなのか、今ひとつピンとこないからだ。


　オレって馬ば鹿かだからさ。


　それにしても、誠也が会社の社長なら、徹也さんも社長なのかな。うちの系列の会社のひとつ……なんて言っていたしね。誠也が……っていうのはピンとこないけど、徹也さんなら若くても、なんとなく風格あるし、落ち着いてるから社長にふさわしいかもしれない。


　オレは徹也さんの顔を眺ながめながら、そう思った。


「時間を取らせて済まなかった。誠也のマンションの近くまで送るよ」


「あ……でも」


「いいんだよ。それくらい。それに、誠也の可愛い教え子に何かあってはいけないからね」


「……はあ？」


　何があるって言うんだろう、この人は。


「いや、まったく、私は弟想おもいの兄なんだよ」


　徹也さんはそう言って明るく笑った。


　オレに対する誤解は解けたらしいけど、オレのほうはなんだか釈しやく然ぜんとしない。誠也がオレの家庭教師になったのは、何か深いわけがあるらしいし、そのことを誠也がオレに言わないのも、何か理由があるんだって。


　本当に、どうして誠也はオレの家庭教師なんかしてるんだろう。


　オレにはよく判らない……。


　徹也さんはまたバイオリンの調べを流しながら、車でオレがいつも降りる電車の駅まで送ってくれた。


「あまりマンション近くに行って、誠也に見つかると怒おこられるからね。……あ、できれば、私が君に接せつ触しよくしたことは秘密にしておいてもらいたいんだが……」


　弟想いの兄さんは遠えん慮りよがちに言った。


「あ……はい、判りました」


　オレはお礼を言って、車を降りた。最初と違ちがい、ニコニコと手を振ふって、徹也さんは車を発進させた。


　うーん。誠也に変な秘密ができちゃったな。


　本当はあれこれと誠也に訊きき出したい気分なんだけど、オレからは訊いてはいけないんだろうな。誠也はオレに何も話さないし。だったら、オレはこのことに関して、知らないふりをしてるのが一番のように思えた。


　どっちみち、オレはもうすぐ一週間くらい家に帰れるはずだ。誠也の気が変わってなければね。そうして、そのうち、オレは家庭教師なんか必要なくなって……。


　あれっ。そうしたら、オレと誠也の関係はどうなるんだろう。


　エッチしたからって、それが永遠に続く関係じゃない。それくらいは判ってるつもりだけど、家庭教師の切れ目が縁えんの切れ目だったら……？


　オレは誠也と別れることになるんだろうか。


　嫌いやだ……そんなの。


　オレは想像しただけで胸の痛みを感じた。


　だって、昨日始まったばかりの関係なんだ。まだ……壊こわしたくない。ずっと続いてほしい。オレはずっと……誠也に傍そばにいてほしいよ。


　だけど、実は誠也はオレの家庭教師なんかしたくなかったとしたら。何か重大な理由があって、嫌々ながらしてるんだとしたら。


　判らない……。


　オレと誠也は一体どうなるんだろう。


　車のクラクションが鳴っているのが耳に入る。


　あ……これって、さっきあったシチュエーションと同じだ。でも、徹也さんはもう車を走らせて帰っていったから、今度はオレじゃないよな。


「おい！　浅川省真！」


　後ろから怒ど鳴なられて、オレはドキッとして振り向く。


　そこには、サングラスをかけた金きん髪ぱつの男がいた。……昌也さん、かな。


「俺が待っててやったのに無視して行くな」


　同じ行動するなんて、さすが兄弟？　本当に変な人達だなあ。


　オレはとりあえず車の傍まで行って、機き嫌げんの悪そうな昌也さんに話しかける。


「……何か用ですか？」


「さっさと車に乗れ。話はそれからだ」


「オレ、さっきまで徹也さんと話していて、今、ここまで送ってもらったばかりなんですが」


「ああ、見ていた。とにかく乗れ。俺は目立つから、こんなところでグズグズしていられないんだ」


　そりゃあ、駅前のロータリーでクラクション鳴らしたり、大声で人の名前を呼べば、目立つだろうと思ったが、徹也さんと一いつ緒しよでこの人もきちんと話せば判る人だと思ったから、渋しぶ々しぶながら助手席に乗る。


　昌也さんはＣＤデッキのボリュームを上げる。すると、今度は洋楽のロックが流れ出してきた。


　聴きいてるものは違うけど、どこまでも行動パターンが似た兄弟なんだな。感心してしまうよ。


　そうして、昌也さんはオレを自分のマンションへと連れていったんだ。








　ああいう立派なお屋や敷しきがありながら、別にマンションに住んでるんだと、オレはちょっと不思議に思った。それを言ったら、誠也もそうなんだけどね。


　昌也さんが住んでいるところは誠也のマンションより広かった。いや、部屋数が多いというより、リビングがすごくてさ。メゾネットタイプでおまけに吹ふき抜ぬけなんだ。リビングに螺ら旋せんの階段があって。


　その階段の横には大きな水すい槽そうがあって、色とりどりの熱帯魚が泳いでいる。オレはめずらしくて、それを眺めた。


「そんなもの見てないで、こっちに来い」


　昌也さんは命令口調でオレに指図する。


　なんでこの人に命令されないといけないのかなって思ったけど、きっとオレは昌也さんに嫌きらわれてるからなんだろうな。


　オレは昌也さんの言うとおり、Ｌ字型のソファへと腰こしかける。例のお屋敷のアンティーク家具とは違って、モダンな雰ふん囲い気きのソファだ。


　壁かべにポスターが貼はってある。部屋の雰囲気とは違うものだから、なんとなく目についたんだが、よく見ると、ポスターに写っている顔って……。


　オレはサングラスを外した昌也さんとポスターの人物を見比べた。


　どう見ても、同じ顔だよ。


「……もしかして、俺を知らないのか？」


「え？　誠也……いや、先生のお兄さんの昌也さん、でしょ？」


「まあ、そうだが。一応、これでも芸能人なんだけどな」


「芸能人……？」


　オレはもう一回、ポスターの人物を見た。


　オレに命令口調で話す昌也さんとは違って、なんだかセクシー路線？　そういえば、この顔、どこかで見たことあるような気がする。確か、ナントカっていうビジュアル系バンドのボーカル……だったような。そのナントカは思い出せないけど、そういうのに疎うといオレがボーカルの顔をうっすらと覚えているくらい、けっこう有名なんだよな。


　あ、じゃあ、バンド崩くずれじゃなくて、本当にバンドのメンバーだったんだ。


「えーと……歌ってるんですよね？　友達がＣＤ持ってたのを見たことあります」


「まあな。映画にも出てるぞ。来月公開されるやつ」


　気をよくしたように、昌也さんはちょっと笑った。


「えーっ、すごいですね。どんな映画なんですか？」


「それがミステリー仕立てのアクションもので……いや、その話をするためにおまえを呼んだわけじゃないから」


　話の途と中ちゆうで、昌也さんは我に返ったようだった。


　うーん。おだてればなんとかなるなんて思ったオレが甘かったな。どっちにしろ、きちんと話をしないことには、納なつ得とくしてもらえそうにないか。


「兄さんは上手うまくおまえに丸め込まれたようだが、俺はそうはいかないからな。おまえ、誠也と今すぐ別れろ」


　やっぱり、昌也さんは徹也さんと同じことを言うんだ。見た目も趣しゆ味みも仕事も全然違うのに、言動だけは同じなんだからな。


「そんなこと言われたって……」


「判わかってるんだぞ。おまえと誠也、ただならぬ関係と見た！」


　ドキッ。なんで、そんなこと、昌也さんが知ってるんだよっ。ていうか、当てずっぽうだよな。だいたい、昨日会ったときは、まだオレ達、そのただならぬ関係じゃなかったんだから。


「……なんのことですか？」


「動どう揺ようしたな。図星だろう？」


「違いますってば。オレと先生とは全然そんな関係なんて……」


「俺にはちゃーんと判ってる。誠也は誰だれかに情をかけるような奴やつじゃないんだよ。両親にも、兄である俺達にもどこか冷たい態度しか取らないんだからな。それなのに、おまえの肩かたを抱だいて、可愛かわいいなんて言った。絶対におまえら、デキてるだろう？」


　う……。勘かんはいいかもしれない。でも、この人、本当に勘だけでものを言ってるよな。顔が綺き麗れいなわりに、性格が単純そうというか、思い込みが激しそうというか。


「だけど、誠也はおまえと付き合っていたら、絶対に傷つくんだよ。今のうちに別れたほうがいい」


　えっ……。どういうことだろう。傷つくって……一体何？


「それは、どういう意味なんですか？　どうして傷つくんですか？」


「そりゃあ、おまえが一番よく知っているだろう？　胸に手を当てて考えてみな」


「オレは……先生がオレの家庭教師になった理由を知らないんです。徹也さんは聞いても教えてくれなかった。それと、何か関係があることなんですか？」


　昌也さんはそれを聞いて、顔色が変わった。


「……知らないのか？　噓うそだろ……。俺はてっきりおまえが自分の親おや父じにねじ込んだんだと思っていたのに」


「オレが……？」


　どういう意味だろう。オレが誠也を家庭教師にしたいと言ったんじゃないかって思ってたってことかな。


　なんだか、全然判らないよ。


「そうか。俺、勘かん違ちがいしてた。おまえが誠也を無理に家庭教師にした後、たらし込んだんだって思ってた」


「たらし込むって……」


　それはすごい勘違いだ。オレのほうが誠也にたらし込まれたって感じなのに。


　それに、オレが誠也を無理に家庭教師に……なんて、できるはずがない。元々、オレは誠也と知り合いじゃなかったんだ。


「しかし、だとしたら、誠也は何を考えて、おまえの家庭教師なんかになったんだろう」


　昌也さんが言ったその一言に、オレはドキッとした。


　誠也には家庭教師にならなければならないような特別な理由があったんだろうか。オレには想像もつかない、特別な理由が。


　そして、もしかしたら、誠也がオレをあんなふうに抱いたのにも、特別な理由があったのかもしれない。


『好き』なんていう単純な理由なんかじゃなく……。


　オレと誠也の関係は、一体なんなんだろう。


　すごく嫌いやな予感がする。オレは誠也と離はなれたくないと思っていても、誠也のほうから離れてしまうような気がするんだ。


「なあ、もしかして、おまえ、誠也のこと……聞かされてないのか？　ひょっとして、ただの家庭教師だと思っている？」


「えっ？　ただの家庭教師じゃなければ、なんなんですか？」


「ああ、そうかあ。知らないのかあ。それじゃ、たらし込むも何もな。本当に俺の勘違いだった。謝る。すまん」


　昌也さんは素す直なおに詫わびて、オレに頭を下げてくれた。


　だけど、オレにはさっぱり事情も、昌也さんが言ったことの意味も判らないよ。


「どういうことなのか、教えてもらえないんですか？」


「……兄さんが言わなかったんだろう？　誠也も黙だまっているみたいだし、それを俺の口から言うのもな」


　結局、誰も何も教えてくれないんだ。オレの気持ちはどうなるんだろう。このモヤモヤとした感情を、どうしたらいいんだよ。


　オレはどうしていいか判らず、唇くちびるを嚙かんだ。なんだか泣けてきそうだよ。こんなところで泣きたくないから、泣かないけど。


「おまえ、思ったより、悪い奴じゃないみたいだな」


　そう言ってもらえるのは嬉うれしいけどさ。


　オレは本当にどうしたらいいんだろう。誠也にどういうことなのか、説明を求めてもいけないんだろうか。


「なあ、俺がおまえとこんな話をしたこと、誠也には黙っててくれよ」


　そう言われると、オレは頷うなずくしかなかったんだ。








　昌也さんの車で誠也のマンション近くまで送ってもらって、オレはようやく帰り着く。


　二人にそれぞれの住まいまで連れていかれて、話までしたオレは、いつもより大おお幅はばに帰宅時間が遅おくれていた。


　オレが遅おそいと、誠也はうるさいんだよな。なんて言い訳をしようかな。兄さん達には口止めされちゃったし、友達と遊んで帰ってきたなんて言ったら、もっと怒おこりそうだよ。


　オレが玄げん関かんのドアを開けて、靴くつを脱ぬいでいると、リビングのほうから誠也がやってきた。


「ずいぶん遅かったね」


「あ……うん。ごめんなさい」


　とりあえずオレは素直に謝ってみた。言い訳するより好印象だと思ったからだ。


「どこか具合が悪かったんじゃないか？　身体からだは平気？」


　思いがけなく優やさしい言葉をかけられて、ポカンとして誠也の顔を見てしまう。


「どうかした？」


「あ……いや、だって。絶対怒られると思っていたから」


　誠也はふっと微ほほ笑えんで、オレの頭をコツンと叩たたいた。そして、それから、ギュッと抱きしめる。


「あ……」


「怒るより心配してたんだよ。当たり前だろう？」


　あ、当たり前なのか……。でも、今までの誠也なら、絶対に怒ってたと思うんだけどなあ。これって、エッチしてるかしてないかの違いだと思うんだけど、こんなに優しくしてもらえるなら、エッチもいいもんだなあって思った。


　いや、オレが誠也とエッチしたのは、そういう打算があってのことじゃないよ。でも、おまけのように、こんなに優しくしてもらえるなんてさ。


　オレ、優しくされるのには、すごく弱いから。


　誠也は身体を離して、改めてオレの顔を見た。


「で？　なんで遅くなったんだろう？　どうやら具合が悪かったわけじゃないみたいだよね？」


　ゲッ。やっぱり訊きかれるんじゃないか。優しくても、誠也は誠也だった。


「あ……えーと、帰り道にいろいろあって……」


「いろいろって？」


　突つっ込んで訊いてくるなあ。前もってちゃんとした言い訳を考えておけばよかった。でも、こういう噓をつくのは苦手だしさあ。


「友達に遊びにいこうって誘さそわれて、ちょっとだけ……」


「フラフラついていったのか？　どこで何をしてたんだ？」


「そこまで訊かなくてもいいだろう？　ごめんなさいって反省して謝ってるのに」


　ムッとして言い返したオレの耳を、誠也はいきなり引っ張った。


「痛っ……」


「それのどこが反省してるって言うんだ？　ちょっと来なさい」


　オレは耳を引っ張られたまま、リビングのソファに座すわらせられた。


　まったく。オレを心配してたんじゃなかったのかよ。なんか態度が違いすぎるよな。


「そんなふてくされた顔をして。君もようやく僕にも心を開いて、素直になってきた……と思ったのに」


「だって！　なんか変な疑いをかけられたみたいに尋じん問もんされたのが嫌だったんだよ」


　そもそも、オレには探さぐられたくないことがあるからな。できれば、ごまかしておきたいところだ。


「ということは、何かあったんだな？」


「なんでそういう結論になるんだよっ。オレはただ疑われたのが嫌だっただけで……」


「僕は君の家庭教師だよ。しかも、この一ヵ月、一いつ緒しよに暮らして、エッチまでした」


「そ、そうだけど……っ」


　何を今いま更さら、確認してんだよ。


「だから、君の噓うそだのごまかしだのには、すごーく敏びん感かんなんだ。君は何かを隠かくそうとしてるね？」


　そう言われると、オレはなんて答えていいか判わからなくなる。だって、これで違ちがうって言っても、誠也は噓だって思うわけだろ。


　実際、オレはごまかしてるんだし……。


　なんとなく気まずくて、オレは誠也から顔を背けてしまう。


「……言ってごらん。怒らないから」


　優しく言われても困る。言わないって、誠也の兄さん達と約束したんだし、言えないよ。でも、何も言わなかったら、誠也だって引っ込みがつかないはずだ。


「だから……遊んでたって。それだけだから」


「じゃあ、どうして僕の目を見ないんだ？　それは君が噓をついてる証しよう拠こだよね？」


　オレは恐おそる恐る目を誠也に向けた。誠也は心の中まで見通すような鋭するどい視線でオレを見る。


　だ、駄だ目めだ。こんな目で見られたら、オレ、ホントのこと白状しちゃいそうだ。


「ほら、また目を逸そらす。……僕に言えないことなんだ？」


「ひ、秘密なんだよっ」


　オレは苦し紛まぎれにそう言う。なんの解決にだってならないのに。


「秘密？　どうして僕に秘密なんか持つわけ？」


「秘密くらい持ってたっていいだろうっ？　誠也だってオレに秘密にしてることがあるくせに！」


　思わずそう言ってしまい、オレはハッとして自分の口を押さえた。


　それって、今日、誠也の兄さん達に聞かされたことじゃないか。


「僕の秘密って……どういうこと？」


　誠也は静かにオレに尋たずねた。


「なんでもないっ……」


　オレは立ち上がって、自分の部屋に逃にげようとした。が、後ろから誠也に抱だきすくめられる。


「あ……」


「どうやら、君にはどうしても口を割ってもらわなくちゃならないようだ」


「オレは……何も知らないっ……」


　唇が奪うばわれる。


　こんな激しいキス、初めてだ。誠也は怒ってるのかな。オレが正直に言わないから。だから、こんなふうにオレの口の中をかき回すみたいなキスをするんだろうか。


　唇が離はなれたかと思うと、オレは抱き上げられた。


「は、離せぇっ」


「抵てい抗こうすることはないよ。ただ、君の部屋に連れていってあげるだけ」


　それだけで済むはずがない。それが判っていても、抱き上げられてしまったオレは、どんなに抵抗しようとも、結局は部屋に連れていかれてしまう。


　オレは勉強用の椅い子すに座らせられる。


　机の上にある兄様の写真が目に入った。


「ねえ、省真くん。そういえば、君にひどいことするって言って、まだしてなかったよね？」


　誠也は思い出したように言った。


　そういえば……最初にキスしたとき、目を開けるなって言われて開けちゃったんだ。そのとき、ひどいことするって言って……そのままだったっけ。


「そんな古いことを持ち出すなよ」


　とっくに忘れたかと思っていたのに。


「あいにくと、記き憶おく力がいいもので」


　誠也はオレの制服のネクタイを解ほどいた。


「何するんだ……？」


「別に。ただのひどいことだよ」


　誠也はオレの両手を後ろに引っ張って、椅子の背もたれの外側に回すと、ネクタイで縛しばってしまった。


「ちょ、ちょっと……これっ……外せよっ」


　オレは焦あせったけど、背もたれに引っかかって手が抜ぬけない。縛られたのは手首だけだから、落ち着いて外せば外れないはずがないと思うんだけど、焦っているせいで余計に抜けないんだ。


　誠也はオレのシャツのボタンを外していく。


　兄様の写真の前なのに！


「嫌いやだ……っ」


「どうして？　昨日はもっとすごいことをしただろう？」


「だって兄様が……」


　誠也はふっと笑って、写真立てに目を向けた。


「じゃあ、兄様に僕達がそういう仲なんだって見せてやろう」


「や……やだよっ……」


「何な故ぜ、嫌なんだろう？　兄様、兄様って……。僕と兄様、どっちが大事？」


　そんなことを言われても困る。兄様は兄様だし、誠也は誠也だ。どっちも大事だし、どっちも好きだ。というか、比べられないじゃないか。


「じゃあ、身体からだで判らせてあげる」


「あっ……ん」


　誠也はオレの胸に掌てのひらを這はわせた。そして、乳首を指でつついた。


「やぁ……ぁ……」


「嫌なはずはないよね？　君の身体は喜んでる」


「違……っ……」


　オレは頭を左右に振ふったけど、身体は誠也の言うとおり反応してるんだ。


　こんなの、悔くやしい。


　だいたい、こんなに嫌がってるのに、しかも抵抗できないのを無理にするなんて……。


　オレが誠也のことを好きでも、許せないよ。誠也はオレのことを好きだって言ったくせに。所しよ詮せん、この程度の軽い気持ちで言ったんだよな。


　誠也の『好き』を信じてたわけじゃないけど、裏切られた気分だ。


「さて、このままだと、君は兄様の前で醜しゆう態たいを晒さらすことになる。早いうちに、さっさと口を割ったら？　君は僕の何を知ってるんだ？」


「知らないよっ。何も……」


「へぇ……そうなんだ？」


　誠也は身を屈かがめて、オレの乳首に唇くちびるを寄せた。


「あぁ……はぁ……ぁ」


　オレ、なんでこんなところが感じるんだろう。駄目だって思うのに、どんどん身体のほうが勝手に盛り上がっていくんだ。


　そうして、誠也はオレのズボンのジッパーを下ろして、そこから手を差し込んだ。


　局部を刺し激げきされると、抗あらがえない。


　いくら我が慢まんしようと思っても、そこは駄目なんだ。


「兄様っ……助けて……っ」


　苦しくて、うわごとのようにそう呟つぶやくと、誠也の動きが一いつ瞬しゆん止まった。ハッと自分が言ったことに気がついたが、一いつ旦たん、口から飛び出した言葉は回収できないんだ。


　どうしよう。怒らせたかな。


　いや、もう、誠也はさっきから怒ってるみたいだけどさ。


「君は……」


　そう言ったっきり、誠也はしばらく何も言わなかった。


　やがて、ふっと笑うと、オレの手を縛っていたネクタイを解いた。気が変わって、許してくれたんだろうかって思って、誠也の顔をそっと見てみる。


　でも、誠也は顔を強こわ張ばらせて、何か思いつめたような目をしていたんだ。


「誠也……？」


「おいで」


　誠也はオレの腕うでを引っ張ると、ベッドのほうに連れていき、いきなり突つき飛ばした。


「……何するんだよっ」


　起き上がろうとするオレのブレザーを誠也は無言で剝はぐ。そして、オレの上にのしかかってきた。


　いつもの誠也とはまるで違ちがっていて、すごく怖こわい。これなら、いつも意地悪をしてくる誠也のほうがよっぽどいい。


　思えば一ヵ月ほどの付き合いの中で、こんなに本気で怒ってる誠也を、オレは見たことがなかった。だから、オレも怖くて、抵抗なんかする気もおきない。ただ、誠也の中の怒いかりの嵐あらしが早く収まってしまうようにと祈いのることだけしかできなかった。


　誠也はオレを抱きしめて、さっきの続きみたいに乳首にキスをした。


　でも、さっきとは違う。オレを焦じらすようなキスじゃなくて、誠也の感情をぶつけるようなキスなんだ。


　オレの身体は強すぎる刺激にガクンと揺ゆれた。


　同じエッチでも、こんなエッチは嫌だ。優やさしくしてくれるほうがいい。ちょっと照れるけど、甘い言葉を囁ささやかれるほうがいい。


　こんなの……嫌だ。


　誠也は本当にオレのことが『好き』なんだろうか。好きな相手になんでこんなひどいことができるんだよ。


　いくら、オレが『兄様、助けて』って言ってもさ。兄様はこの場にいないんだ。というか、どこにいるのかも判わからないんだ。ヤキモチなのかもしれないけど、いない人に嫉しつ妬としたって仕方ないと思う。


　それとも……。


　それはオレの考えが足りないだけなのかな。


　誠也はオレの下半身を裸はだかにして、足を広げた。


「やぁ……あっ……」


　太ふと腿ももに繰くり返しキスをされる。そして、太腿の内側にもたくさんのキスをされた。


　身体がビクンと震ふるえる。


　勃たってる部分に近いところにキスされたからだ。


　もっと上がいいのに。肝かん心じんなところには触ふれてくれないんだ。近づいては遠ざかり、オレは焦らされて腰こしを揺らした。


「誠也……ぁ」


　甘えた声を出しても許してくれないらしい。


　オレはこのまま誠也の好きなようにされちゃうのかな。オレだって、エッチするからには気持ちよくなりたいのに。


「……兄様に助けを呼ばないの？」


　誠也はそう言って、腰のあたりにキスをした。


「だって……」


「机の上には兄様の写真があるよ。いいの？　気にならない？」


　オレがわざと意識から締しめ出していたことを、誠也は思い出させる。机の上の写真。気になるに決まってるさ。だけど、一応、机とベッドは離はなれてるからいいかって思って、考えないようにしてたんだ。


　誠也はクスッと笑って、前まえ髪がみを少しかき上げた。


「君がこんなにエッチな身体になったなんて、兄様は予想もしてないだろうね」


「誰だれがエッチな身体になったんだよっ。オレは……その、普ふ通つうだよ」


「普通なんだ？」


　誠也はオレの股こ間かんにさっと触れた。


「あぁ……っ」


「すごくエッチっぽいよ。今の君」


　何がエッチっぽいんだよ。こんなの、普通の反応じゃないか。触さわられたら感じる。それだけのことだと思う。


　それとも、オレの反応の仕方って、そんなにエッチっぽく見えるんだろうか。誠也の目には。


　だけど、そんな会話でも、誠也が何か喋しやべってくれるだけマシだと思う。無言の誠也は怖すぎるから。


「君の兄様、本当はもう生きてないんじゃないか」


　ポツンと言われたその言葉に、オレの心は凍こおりつくような気がした。


「な……なんで……そんなこと……」


「いや、なんとなくね。君は浅川家の長男だってことになってる。もしかしたら、兄様は死んでしまったのか……そうでなければ、兄様なんて元々いなかったんだ」


「どういう意味だよ……？」


　オレは誠也を思わず睨にらみつけてしまった。


「君の兄様の思い出は、君の頭が作り出したものなんじゃないか。君のところには一歳違いの双ふた子ごの弟がいる。母親に構ってもらえない淋さびしい子供が、自分には優しいお兄さんがいるんだって、想像していたんだよ」


「そんなことない！　だったら、あの写真はなんなんだよっ」


「あれは……近所の子供の写真だったかもしれない。君は勝手に自分のお兄さんだと思い込んでいた……」


　誠也が静かな口調で語るから、本当にそうかもしれないなんて、頭の隅すみで思ってしまう。


「違う……。兄様は兄様だ。一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったり、一緒に寝ねたりした。いろんなことを教えてくれたし……オレを庇かばって怪け我がをしてくれたときだってある」


　そうだ。額から赤い血を流してた。あれはオレの兄様だ。幻まぼろしでも、近所の子供のことでもない。オレだけの兄様なんだ。


「なんで……なんで、そんなひどいことを言うんだよ……」


　オレの目からは涙なみだが流れ出していた。本当はもっと誠也を非難したい。だけど、そんなことを言われるなんて、悲しすぎて、もう……。


「ひどいこと？　いもしない兄様に助けを求めるほうがひどいと思わない？」


「あ……あれは誠也が……」


「君は時々、僕を見て、兄様のことを思い出しているだろう？」


　あまりに図星で、ギクッとする。


　だけど、どうしてそれが誠也にバレていたんだろう。オレはそんなこと口に出したことはないし、オレの心の中のことなんか、誠也に判るはずがないんだけど。


「現実に、君の兄様はいない。君の目の前にいるのは、寺嶋誠也……僕なんだ」


　誠也はそう言うと、オレの足を抱かかえ上げた。


「あ……っ」


「昨日の今日で、やり過ぎかな。君の身体からだを壊こわしてしまいそうだ」


　そう思うならやめればいいのに、誠也はオレのその場所に指を挿そう入にゆうした。


「やだっ……したくない……」


「でも、君の身体は気持ちよくなってしまう。ねえ省真くん？　君は僕のこと、本当に好きなの？」


「嫌きらいだ……。こんなことする誠也は……っ」


　オレの気持ちなんか無視して、抱だこうとするなんて。オレの身体は許しても、オレ自身は許せないんだよ。


「嫌いなの？　なのに、こんなに反応しちゃうのは、何な故ぜなんだろうね。君の身体って、誰にでも反応するの？」


「違う……ああっ」


　誠也の指がオレの中のイイところに触れた。


「だんだん、僕は君のことが判らなくなってくる。僕は君のことがこんなに好きなのに」


「噓うそだ……。誠也こそ、オレのことなんか……大して好きでもないくせに」


　誠也は無言でオレのそこを指で刺し激げきしていく。


　反論くらいしてくれよ……。それじゃ、やっぱり誠也はオレのことを別に大して好きじゃないってことになるじゃないか。それでいいのかよっ。


　オレは本当は否定してもらいたくてたまらなかったのに。


　つらくって、涙が止まらない。


　身体は気持ちいいのにさ。


「ほら、二本入った」


　誠也はそんなことを言って、もう片方の手でオレの勃ってる部分をさらりと撫なでた。


「あっ……」


「敏びん感かんだね。可愛かわいいよ」


　オレの胸にその言葉が突つき刺ささる。


　こんなときに可愛いって言われたって、悲しいだけだ。やっぱり、オレと誠也は身体だけの関係だったのかな。


　昨日は、あんなに優やさしくて、何か心のつながりみたいなものがあったと思ったのに。


「嫌いやだ……やだ……こんなのっ」


「こんなに気持ちよくしてあげてるのに？」


「もっと優しくしてくれよ……っ」


　オレはみっともない泣き声で訴うつたえた。


「優しいつもりだよ、僕は」


　オレはもう唇くちびるを引き結んで、頭を左右に振ふった。これ以上、オレは誠也の前で泣いたりしたくなかったからだ。


　誠也は溜ため息いきをつくと、指を引き抜ぬいた。そして、自分のものを取り出すと、オレのそこに押し当てた。


　すぐに入ってくるかと思って身構えていたのに、なかなか入ってこないから、ギュッと閉じていた目を開いた。


　目の前に誠也の整った顔が見える。ちょっと微ほほ笑えんでいて、ドキッとした。


「あの……どうしたの？」


　指で刺激されていたそこはもう熱くなって誠也を待っているのに、お預け状態だと、オレもつらいよ。


「入れてほしい？」


　オレの顔はカッと熱くなった。


　オレがそう言わないと、入れないつもりなんだろうか。ここまで来て、それはないだろうという感じだ。


「あんただって……入れたいくせに」


「でも、君が欲しくないならやめてもいいよ。一応、君の身体が心配だし」


　一応…って、なんなんだよ。勝手なことばかり言って。


　そう思うけど、身体の火ほ照てりは引いてくれない。オレの身体はどうしようもなく誠也を欲しがっていたんだ。


「どうするの？　してほしい？」


　オレは渋しぶ々しぶ、その問いかけに頷うなずいた。


「そう？　じゃあ、自分の口で言うんだよ。『して』って」


　すげー意地悪だ。結局、誠也ってこういう奴やつなんだよ。兄様にも似てないし、優しいのも見せかけだけだったんだ。


「……して！」


　オレはもうヤケクソでそう言った。


　すると、誠也は今まで待機させていたものをグッとオレの中に押し入れる。


「あ……はぁ……っ」


　情けないけど、身体のほうは嬉うれしがってるみたいだ。待ってましたって感じで、誠也が動くたびに、どんどん快感が膨ふくれ上がっていく。


　オレの身体って、昨日の経験だけで、こんなに誠也とのエッチに慣れちゃってたんだ。


　でも……。


　心の中はすごく寒いよ。身体が燃え上がれば上がるほど、反対に胸の内は冷めていく。


　オレ……。


　やっぱり、誠也のこと、本気で好きだったのかもしれない。だから、こんなふうに冷たくされると、悲しいんだ。


　昨日は身体の反応に引きずられていたからよく判わからなかったけど、オレは誠也に本気で好きだって言われたいし、本気で優しくされたかった。


　兄様との思い出は大切だけど、それより今は誠也のほうが好きだ。実際に傍そばにいて、オレに温ぬくもりを与あたえてくれる誠也のほうが……。


　オレは誠也の身体にしがみついた。


　身体はあったかいのにね。誠也はもうオレに優しくなんかなかった。


　快感が身体の中を駆かけ巡めぐる。眩暈めまいがするくらい気持ちがよくて、オレは思わず自分のものに手を触ふれた。


「駄だ目めだよ……」


「えっ？」


　誠也はオレの手をそこから外した。


「どうして？」


　本当にどうして止められるのか判らなかった。オレのものなんだから、オレが触さわっていいはずじゃないのかな。


「自分だけイクつもり？」


「そうじゃないけど……」


　誠也は身体の動きを止めて、オレを見つめた。


「僕のさっきの質問に答えて。君は僕の何を知ってるんだろう？　答えてくれないうちは、イカせてあげない」


　まだそんなことを言ってるのかって思った。


　結局、誠也はオレに自分のことなんて、ちっとも話さなかった。それがオレを好きだって言ってる奴のすることなのか。


　バイトだって言って、実は会社の社長だったり、家庭教師になった特別な理由があったり、家族のことだって何も話してくれなかった。


　オレなんか……。


　オレなんか、どうせ……！


「知らないよ、何も。あんたがなんで家庭教師になったかって……。全然判んないよっ。あんたがなんの仕事してるのか、あんたの家とうちがどういう関係なのか……ちっとも判んないよ！」


　涙なみだが勝手に溢あふれてきて、誠也の顔が見えなくなる。オレは拳こぶしで涙を拭ふいた。


「君は……ひょっとして、兄に会ったのか？」


　オレはコクンと頷いた。


　お兄さん達との約束を破ることになるけど、もうどうにでもなれって感じだ。


「君は何を聞いたんだ？」


「だから、何も判らないって。ただ、誠也がしなくてもいい家庭教師をしてるってことだけは判った」


　誠也は困ったような表情をして、前まえ髪がみをかき上げた。


「そうか……」


　そうだよ。オレの家庭教師が嫌なら、誠也はやめたっていいんだ。なんのために家庭教師なんかになったのか判らないけど、もうバレたんだからさ。


　そうして、オレは誠也とはこんな関係じゃなくなるんだ。


　だって、誠也はオレのことなんか、ホントは大して好きじゃないんだし。


「続き、してよ」


　オレは腰こしを振って、誠也を促うながした。


「ああ……そうだね」


　誠也はオレの勃たってるところに触れた。


　触れられた部分から、新たな快感が生まれる。オレは誠也にしっかりとしがみついた。だって、もしかしたら、もう……これが最後かもしれないから。


　誠也はオレの家庭教師ではなくなるかもしれない。


　そうしたら……。


　二度とこんなことだってできない。いや、顔すら合わせられなくなることだって考えられる。


　それは嫌いやだって思うけど。


　想像しただけで、胸が張り裂さけそうになるくらい悲しくて、涙が出てくる。


　身体からだは気持ちいいのに。


　すごく変だった。








「大だい丈じよう夫ぶ？」


　誠也は後始末を終えて、ベッドに突つっ伏ぷしたオレに尋たずねた。


「……しばらくオレを一人にしといて」


「ああ、判った」


　誠也はオレの身体に毛布をかけて、部屋から出ていった。


　涙が止まらない。


　オレはどうしたらいいんだろう。誠也は……これからどうするんだろう。


　それだけが頭の中をぐるぐると回っている。


　胸の中が苦しくて、オレは寝ね返がえりを打った。もちろんそんなことしたって、苦しいのがなくなるわけじゃない。


　オレはベッドから起き上がって、フラフラと勉強用の椅い子すに腰かけた。


　兄様の写真を手に取って眺ながめる。


　いつだって、幼い頃ころのままの笑え顔がおを見せてくれるこの写真には、慰なぐさめられてきた。オレにとっては宝物で、唯ゆい一いつの心のよりどころだった。


　兄様が幻まぼろしなんて、そんなことあるはずがないよね。


　オレは兄様の写真を胸に抱だいた。


　だけど、写真に温もりがあるわけじゃない。オレは現実に温もりのある触れ合いを知ってしまったから……。


　兄様も好きだけど、誠也も好きだ。


　いや……。


　オレは誠也が好きなんだ。


　涙がまた零こぼれ落ちていく。もう、どうしようもないな。


　自分でも情けないと思いながら、止められないんだ。


　オレ、兄様を探しにいこうかな。元々、前妻さんの実家の住所を訪ねていく予定だったんだ。急に家庭教師をつけられて行けなくなったけど、もうオレと誠也の関係はボロボロだしさ。


　勉強する気だって、もうないよ。だったら、兄様を探しにいこう。


　兄様が今も優やさしい人なのかどうかは判らない。だけど、会いたい。会って、いろいろ話をしたいんだ。


　写真じゃなく、本物の兄様と。


　今のオレにはそれくらいのことしかできないし。


　誠也とまっすぐ向き合って話をしたくない。逃とう避ひだって判ってても、オレは兄様に会いたかった。


　翌日、オレは具合が悪いと誠也に言って、学校を休んだ。でも、誠也はいつものようにスーツを着て、出かけていった。


　あれからオレと誠也は食事のたびに顔を合わせたわけだけど、お互たがい何も肝かん心じんなことは話さなかった。というか、ほとんど会話らしきことはせず、初めてエッチしたときの優しい誠也とは大おお違ちがいだった。


　それをいろいろ考えても仕方ないから、オレはもう考えないことにしたんだけどさ。


　オレは誠也が出かけた後、服を着き替がえて、家を出た。


　前妻さんの実家の住所。電話番号を調べて、まず電話するべきかなとも考えたんだけど、もしかしたら、そこに兄様がいるかもしれない。そう思うと、やっぱり直接行って、確かめたくなってくる。


　オレは電車を乗り継ついで二時間かけて、その土地に行き、さらに二時間かけて、前妻さんの実家をようやく見つけ出した。


　なのに……。


　その家には別の人がすでに住んでいたんだ。


　オレは途と方ほうに暮れながら、また二時間かけて、誠也のマンション近くの駅まで戻もどった。


　もう夕方だったけど、まっすぐマンションに戻る気にならず、オレは駅のベンチでしばらくボンヤリしていた。早く戻らないと、先に誠也が戻ってきてしまう。それは判わかっていたんだけどさ。


　前妻さんの実家に行けば、すべて判ると思い込んでいた。なのに、その実家が判らなくなった今、どうすればいいのかな。


　方法が思いつかない。オレって、やっぱり馬ば鹿かなのかな。抜ぬけてるっていうかさ。学校でも友達にそう言われることがあったけど、今までオレはそうじゃないと思ってた。でも、実際、こういう間抜けなことをしてみると、そうなのかなって思う。


　これから、どうすればいいんだろう。興信所とか、オレみたいな高校生が行っても、相手にしてもらえるんだろうか。


　だって、こんな間抜けなオレ一人の力じゃ、どうにもならないし。


　それに、もし、兄様のことが誠也の言うとおり幻だったら……。


　そんなはずないと思うのに、そのことが頭をかすめる。


　誠也が兄様のことをどうこう思ってなければ、誠也に相談できたのに。誠也なら、もっとマシなアイディアをいろいろ考えてくれたと思うのにな。


　いずれにしろ、オレと誠也は、そんなこと相談する仲でもなくなったけどね。


　オレは溜ため息いきをついてベンチから立ち上がった。


　帰らなきゃいけない。それは判っているけど、どうにもその気になれない。別に誠也に心配させてやれとかいう気持ちもないんだけど、どうしてもマンションのほうには足が向かない。


　結局、オレは夜になっても、駅前の繁はん華か街がいをウロウロしていた。


　このまま家に帰らなかったら、オレはどうなるんだろう。誠也はオレの家に連れん絡らくを入れるだろうな。きっと、しっかり監かん督とくしてなかったってことで、家庭教師はクビだよ。


　でも……もうそれでいい気もする。


　離はなれたくないと思っても、どっちみち、オレと誠也は男同士じゃないか。そんなの、どうしようもない。オレがいくら誠也を好きでも、一生、家庭教師のままいてもらえるわけがないんだ。第一、今だってどっかの会社の社長らしいし。


　ああ、いつまでも、こんなところ、ウロウロしてるわけにはいかないな。マンションには帰りにくいし、家のほうに帰っちゃおうか。まさか、ホントに閉め出されることはないと思うしさ。


　駅に向かおうとして、オレは足を止めた。


　後ろからやってきた大型バイクがオレの進行方向をさえぎるように止まったからだ。オレはよけて通ろうとして、ハッと気づいた。


　バイクに乗っていたのは、誠也だったからだ。


「え、えーと……バイク、持ってたんだ？」


　いや、そういう間抜けなことを言ってる場合じゃないような気もするんだけど、とっさに出た言葉はそれだった。


　だって、そんなの、今まで知らなかったし。一ヵ月間も一いつ緒しよに暮らしてて、それさえ教えてもらえないなんて、ちょっとショックだよな。


　誠也はヘルメットを取ると、冷たい表情でオレを見下ろした。


「君は具合が悪いから、休んだんだよね？」


「……よくなったから、気分転てん換かんに外に出たんだよ」


　我ながら可愛かわいげのない言葉を言ってしまう。


「ほう。気分転換、ね。それにしては、ちょっと時間が長すぎるんじゃないかな」


　いつものイヤミ攻こう撃げきだ。やっぱり誠也はこういう意地悪モードのほうが生き生きとしてるよ。


　オレはなんとなく懐なつかしい気分でそれを聞いていた。誠也とオレが家庭教師と教え子でなくなってしまえば、もう二度とこれを聞くこともないんだろう。


「オレ……家に帰りたい。誠也がどうしてオレの家庭教師になったのか判らないけど……もういいだろう？　家に帰らせてくれよ」


　誠也の表情が変わった。冷たかったのが、一いつ瞬しゆんで怒いかりの表情になり、次の瞬間には、オレは頰ほおを叩たたかれていた。


「あ……」


　今まで誰にも頰なんか叩かれたことのないオレは、呆ぼう然ぜんとして誠也の顔を見つめた。


「とにかく、バイクに乗れ」


　誠也はオレの頭にヘルメットをかぶせると、腕うでを引っ張った。








　マンションに着くと、オレはまた腕を引っ張られて、部屋に連れていかれる。オレはどうしていいか判らず、引っ張られるままになっていた。


　リビングのソファに座すわらせられ、オレは自分を見下ろすように立つ誠也を、上うわ目め遣づかいでそっと見上げて、また下を向く。


　やっぱり、まだ怒おこってるみたいだ。


「……君はもう帰りたいんだ？」


　オレは黙だまって頷うなずいた。


「僕が嫌きらいになった？」


「え？」


　そんなことを訊きかれるとは思わなくて、ビックリしてまた顔を上げた。


「そうじゃないの？　昨日のことで、君は僕を嫌いになって、家に帰ろうと思った……」


「違う。あんたのほうが、オレのこと、好きじゃないんだろう？　秘密ばっかりあって、何ひとつ、あんたの言うこと、信用できないよっ」


　オレは、誠也のこと、好きなのに……。


「僕のこと、信用できないんだ？」


　オレはコクンと頷いた。


「それじゃ仕方ないね……」


　誠也は急に気落ちしたように言うと、オレの隣となりにバサッと腰こしを下ろした。しかも、すごく落ち込んでるみたいに、背もたれに身体からだを預けて、溜息なんかついて。


　こんな弱気な誠也を見たのは初めてで、オレは驚おどろいてじろじろ見てしまった。


「あの……」


「何？」


　いや、何って言われてもさ。オレも何が言いたいのか、よく判らないよ。


　ただ、オレと誠也の間に流れる空気みたいなものが、いつもとは違う。家庭教師モードでもなく、ただ優やさしくしてくれたときとも違う……。


　誠也を落ち込ませているのは、オレ？　オレが誠也のことを信じられないって言ったから？


　本気で落ち込んでるなら、誠也は本気でオレのことが好きだってことかな。でも……でも、本当にそうかな。オレにはよく判らない。


　ただ、なんだか、このままオレは家に帰っちゃいけない気がする。もっと話さなきゃいけないことがあると思うんだ。


　それをしなきゃ、きっと後こう悔かいする。


　兄様の写真はオレを抱だきしめてくれない。遠く離れてしまった人とは、もう会うことすらできなくなるんだ。


　オレは……誠也の写真、一枚だって持ってない。いや、オレに必要なのは写真なんかじゃない。思い出でもない。


　生身の誠也なんだ。


　オレのことを厳しく叱しかってくれたり、優しくしてくれたり、笑いかけてくれたり、抱きしめてくれたり……。


　オレはやっぱり誠也に傍そばにいてほしい。


　思い切って、オレは隣に手を伸のばした。そして、誠也の手に触ふれた。


「えっ……何？」


　誠也はオレの行動に驚いているみたいだった。


「手ぐらい握にぎったっていいだろっ？」


　かなりヤケクソでそう言ってみる。


「そりゃ、構わないけど」


　手から温ぬくもりが伝わってくる。こうして手を握ることくらいで、お互たがいの気持ちは簡単に伝わったりしないけど、オレが誠也のことを嫌いじゃないってことは、伝わってくれるよね？


「オレ……今日、兄様を探しに行ったんだ」


　誠也の手がピクリと動くから、オレは慌あわててその手をギュッと握った。誠也がオレから逃にげてしまわないように。


「お母様の前に、お父様には他ほかの奥さんがいて……。その人の実家の住所が判わかったから、行ってみた。兄様はその人の子供じゃないかって思ってたから」


「……何か判った？」


「そこの家には他の人達が住んでた。結局、兄様はどこにいるのか、今、どうしているのか、判らなかった」


「そうか……」


　なんか緊きん張ちようしてきて、手に汗あせかいちゃってる。


　だけど、もしかしたら、誠也とちゃんと話すのは、これが最後かもしれないんだから、言いたいことは全部伝えるんだ。


「オレ……オレ、さ。たとえ見つからなくても、兄様とのことは大事な思い出だって思う。オレはずっと兄様のこと、覚えてる。忘れたりしない。でも……」


　涙なみだが出てきて、声が震ふるえる。


　だって、これが最後かもしれない。


「でもっ……オレは兄様より、誠也が好きだ。本当はずっと傍にいてほしい。そんなの無理かもしれないけど……ずっとずっと、オレの家庭教師でいてほしいんだ！」


　誠也の手がオレの手から離はなれていく。


　と思ったら、オレは誠也の胸に抱きしめられていた。


「あ……」


「大好きだ、省真」


　今まで聞いたことのないくらい真しん剣けんな声で、誠也はそう言った。


「本当？　本当に……？」


「ああ。君が望むなら、僕はいくらだって君の家庭教師でいる。もう……君から離れたりしない。ずっと傍にいる」


　今、初めて、オレと誠也の心が通じ合ったんだ。


　オレは夢中で誠也にしがみついた。


　お互いの鼓こ動どうが重なり、温もりが伝わる。


「省真……！」


　そうして、二人の唇くちびるは重なった。








「あ……ちょっと……こんなところで」


　ソファで何度も何度もキスをした後、誠也はオレの着ていたトレーナーを脱ぬがせて、胸にキスし始めた。


「君だって感じてるだろう？」


　そう言いながら、誠也はオレの股こ間かんを撫なで上げた。


「あ……っ。そうだけど……」


「悪いけど、僕は一分一秒だって早く君を抱きたい。もう待てないんだ」


「そ、そんなに……？」


　誠也は顔を上げて、にっこりと微ほほ笑えんだ。


「君から好きだって言ってくれたんだ。しかも、兄様よりってね」


　それがそんなに嬉うれしいことなのか。やっぱり誠也って、兄様に嫉しつ妬としてたんだね。


「だから……君も協力するんだよ」


　誠也は再びオレの胸にキスをする。


　一分一秒でも早く抱きたいなら、胸にキスなんかしてる場合じゃないだろうに、と思うんだけど、誠也はしなきゃ気がすまないんだろうか。


　オレは……してもらったほうが、より気持ちよくなるからいいんだけど。


　誠也はオレの身体をキスで埋うめ尽つくす勢いで、あちこちにキスをしまくる。当然、下半身は裸はだかにされて、足を広げられて、オレが感じる太ふと腿ももの内側にはキスマークまでつけられてしまった。


「ここも僕のキスを待ってるみたいだ」


　誠也はオレの勃たってるものの先せん端たんにキスをする。


「あ……やっ……」


「嫌いや？　そうだね。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなキスをしたら、君だって嫌に決まってるよね」


　そう言うと、誠也はそれを口に含ふくんでしまった。


　すごく気持ちいい。前にしてもらったときは、ただビックリしていただけだったけど、今は誠也のことがすごく好きだから、ここまでしてもらえて嬉しいとさえ思う。


　だから、余計に気持ちがいいんだ。


「先にイッていいからね」


　一いつ旦たん、唇を離した誠也がそう言った。


「嫌だよっ。オレ、誠也と一緒がいい」


「えっ……そうなんだ？」


　誠也が照れたような顔をしたのを見たのは、初めてだよ。誠也も照れることがあるんだなあって、すごく不思議に思った。


　だって、いつだって、誠也は偉えらそうだったからだ。


「じゃ、君の言葉に甘えてみようかな」


　誠也はオレの足をギュッと折り曲げて、隠かくれていた大事な部分にキスをした。


「あっ……あ……」


　身体からだが反応して、ビクンと揺ゆれてしまう。誠也は構わず、オレのそこを嫌というほど舐なめて、やがて指を挿そう入にゆうした。


「今日の君の反応はすごくいいよ」


「だって……」


　誠也はホントにオレのことを好きだって判ったから。陳ちん腐ぷな言葉かもしれないけど、愛される喜びってあるんだなあって思った。


「好きだよ、省真。そんなエッチな君もね」


　それって、一言、余計な気がしないでもない。自分だって、充じゆう分ぶんエッチなくせに。


　誠也はオレの中を指で探さぐっていく。


　すごく気持ちいい。だけど、だんだん、それだけじゃ物足りなくなってくるんだ。オレはもっと気持ちいいことを知っているから。


「君の腰こし、さっきからおねだりしてるみたいだね」


　そう言われて、オレはハッとして腰を動かすのをやめた。なんだか無意識で振ふってたみたいなんだ。


「嬉うれしいよ。そんなに期待されてるんだったら、リクエストにお応こたえしないとね」


　自分だってヤリたいくせに、わざわざそんなことを言うんだから。


　何がリクエストだよっ。


　そうは思うものの、やっぱり嬉しい。身体も嬉しいけど、オレも、ね。


　誠也のものがオレの中に入ってくる。


「あ……はぁ……ん」


　入れられただけでイキそうなんだけど、さすがにそれはマズイだろうと思って、必死で我が慢まんする。


「すごく……いいよ。僕を締しめつけて……君が歓かん迎げいしてくれてるみたいだ」


「歓迎……してるよ」


　それは本当のことだから。


　誠也が好きで好きでたまらない。こうして重なっていると、別々の身体の気がしない。まるで、最初から神様が用意していてくれたオレの半分の身体のようだ。


「嬉しいよ、省真」


　誠也は微ほほ笑えんでオレの頭を撫なでた。それから、待ちきれないように動き始める。オレの身体もそれに応えるように動いて……。


　こんなに気持ちいいのは初めてだった。頭から足の先まで痺しびれるような快感がある。


　きっと、これもお互たがいの気持ちが通じてるからなんだよね。


　オレは誠也の身体にしがみついた。手も足も。全身で誠也に応える。


　大好きだ……。


　やがて、オレと誠也はほぼ同時に達した。








　オレと誠也はさっきからキスをしまくっている。


　今したばっかりなのに…って思うけど、身体がまだ足りないって言ってるんだ。いや、エッチしなくてもいいから、こうして抱だき合ってキスして、ただ果てしなくイチャイチャしたいっていうか……。


　だから、たぶん、誠也も同じ気持ちなんだろうと思う。


　後始末して、一応、服も元どおりにしたんだけど、離はなれられなくて、ソファで重なっている状態だ。


「ねえ、誠也……」


「何？」


　もうメロメロになるくらい甘い声で誠也が訊きき返す。


「兄様探し、手伝ってくれない？」


　誠也はそれを聞いて、いきなり眉まゆをひそめた。


「まだ探すんだ？」


「うん……。だって、気になるしっ。絶対幻まぼろしじゃなかったと思うけど、誠也があんなこと言うから、だんだん自信がなくなってきて……。オレ一人じゃ無理かもしれないけど、誠也だったら頭いいから、きっと探せるよねっ？」


　両手を胸で組んで、お願いポーズで頼たのんでみたら、誠也は仕方なさそうに苦笑した。


「君がそんなに言うんならね……」


「ありがとう！」


　オレは嬉しくて、誠也の首に抱きついて、頰ほおにキスをした。


「君のご両親には秘密だよ」


「え？　うん……」


　兄様探しを手伝うことを秘密にするっていう意味かな。それは言えないよ。だから、オレだって、内ない緒しよで探そうとしてたんだし。


　誠也はふっと笑って、前まえ髪がみをかき上げた。


「君が探していたものは……これ？」


「あ……！」


　よく見ると、前髪の生え際ぎわぎりぎりのところに三センチくらいの傷がうっすらとあった。


　ってことはさ……。


「……兄様っ？」


　誠也は微笑んで頷うなずいた。


　噓うそ……。


　なんで、誠也が兄様なんだろう。


　いや、そんなこと、どうだっていい。オレの大好きな二人の人は、同じ人だったんだ。


「兄様！」


　オレは誠也に抱きついた。


　誠也もオレをしっかりと抱き返してくれる。


　嬉しさのあまり、キスを交わす。兄弟の感動の再会がキスなのは変かなって思ったけど、とにかく勢いでオレ達はキスしまくった。


「なんで……どうして……誠也が兄様？」


　ちょっと落ち着いた頃ころ、オレは夢見心ごこ地ちで誠也に尋たずねた。


「あ、オレ達、兄弟なのに、エッチなんてしちゃっていいのかな。もしかしてマズイ？　でも、男同士だから、別に構わないような気もするけど」


　誠也は苦笑して、オレの頭を撫でた。


「元々、君とは血がつながってないんだよ」


「えっ、どうして？」


「話は簡単。僕は小さい頃、子供のいない君のお父さんと前の奥さんの養子になったんだ。ところが、奥さんが亡なくなって、お父さんはわりと早くに再さい婚こんした。そうしたら、男の子が続けて三人も生まれちゃったんだ」


「あ……」


　それだと、誠也の立場が微び妙みようになってくる。子供のいないうちは可愛かわいがられたかもしれないけど、本当の子供ができちゃうとね。


「それでも数年間は君のお守もり役にちょうどよかったからね。だけど、将来のことを考えたら……財産のこととかあるだろう？　結局、僕は元の家に返されることになったんだよ。僕の本当の両親はかなり怒おこってね。君の家とは断絶状態になった」


　だから、オレの両親は兄様が元からいなかったみたいに振ふる舞まったんだ。オレを長男として扱あつかい、いなくなった兄様を探すこともなく……。


　そして、誠也の兄さん達がオレを見て、『浅川家の息子』と憎にく々にくしげに言ったのも、それで理解できる。兄さん達は誠也のことが可愛くてならないようだったから、誠也を捨てた家の子供なんて、憎かったんだろう。


「今だって覚えてるよ。君が僕の乗った車の後ろから、泣きながら追いかけてきたことを」


「オレも……覚えてる」


　泣いていたのはオレだけじゃない。誠也だって同じだった。


「でも、どうしてオレの家庭教師なんかに……？」


　そんな事情があるなら、本当はオレの家とは関わり合いになりたくなかったんじゃないかな。


「うちがこれから始める事業に、君のお父さんの協力が必要だった。それで、改めて付き合いが始まるわけなんだけど、昔のことはなかったことにしようということで、友好の証あかしとして、オレは君の家に派は遣けんされることになったんだよ」


「ひどい……！」


　そんな物みたいにあっちこっちにやられる誠也が可哀かわい想そうだ。そりゃあ、兄さん達があんなに怒ってるはずだよ。


「僕はそういうのに慣れていたから、ビジネスとして引き受けた。僕が任されている会社にも、君のお父さんとの付き合いはプラスになるからね」


　初めて誠也と会ったときの冷ややかな態度は、そういう意味があったのか。確かに、小さい頃からそういう物扱いをされたら、人の情なんて信じられないだろう。昌也さんは、自分達にも両親にも誠也は冷たい態度しか取らないって言っていたけど、それは当然のことだ。


　オレは誠也が可哀想で、背中にそっと手を回した。


「君は僕の小さい頃の写真を飾かざっていた。僕がなかったことにしていた過去を、君は大事にしてたんだと思うと、嬉うれしい反面、とてもやり切れなくて……」


　だから、兄様の写真立てを床ゆかに落としたんだろうか。『子供なんだね』って言って。


　あのとき、誠也は自分の感情を抑おさえて、『大人』になろうとしてたんだね……。


「君のお父さんに過去のことを話さない約束をしていたから、君には兄様だと名乗れない。なのに、君は現実の僕には目もくれず、過去の僕にばかり目を向けていた」


「だって、あんたはオレをいじめてばかりだったじゃないか。オレが嫌いやな奴やつって思っても仕方ないんじゃない？」


「可愛いから、いじめてたんだよ」


「ええっ？　そうなの？」


　とても、オレにはそうは思えなかったよ。すごく意地悪だったとしか思えないし。


「それに、君の学習態度には目に余るものがあったからね。ある程度は厳しくしないといけなかったんだ」


　それは判わかる。でも……。


　なんか、愛情表現が歪ゆがんでるような気もするなあ。子供の頃にいろいろあったから、それを単純には責められないけどさ。


「いや、君のブラコンぶりには参ったよ。好きだって言って、エッチしても、兄様が一番なのかって思ったら……」


「だから、誠也のほうが好きだって言っただろうっ？」


「うん。だから嬉しかった」


　急に真ま面じ目めな声で言われて、ドキッとする。


「本当は……過去に囚とらわれていたのは、僕のほうだったかもしれない。浅川誠也だった頃のことを、僕は消したくても消せなかった。忘れたつもりでも、心のどこかで、両親や君のお父さんに対する恨うらみを消すことができなかった」


　誠也はふっと微ほほ笑えんで、オレの頰を撫なでた。


「だけど、やっと判ったんだ。過去の僕を消すことはできない。いや、消すことはないんだって」


「誠也……」


「昔の僕をいつまでも忘れずに愛してくれる人がいる。そして、両親と君のお父さんのおかげで、その人と再び巡めぐり合うことができたんだってね」


　誠也はオレの手を取ると、その甲こうにキスをした。


「ありがとう」


　その静かな言葉は、オレの胸に深く染しみ渡わたった。


　何かの感情が胸いっぱいになって、オレは何も言えずに、ただ涙なみだを流した。


「どうして泣いてるの？」


「判らない……判らないけどっ……」


　すごく嬉しい。


　兄様と誠也は、これでもう二人に分かれたりしない。二人はオレの中でも、誠也の中でも、たった一人の人間となった。


　誠也は泣いてるオレにキスをした。


　それは今までのどのキスよりも穏おだやかで、オレを幸せにしてくれた。


「それにしても……僕が本気で家庭教師をしようと思ったら、君、大変かもしれないよ？」


「えっ、どうして？」


　誠也はふっと笑った。


「僕は完かん璧ぺき主義者だからね。君からずっと家庭教師でいてほしいって言われたんだ。今まで以上にビシビシいくよ」


　ゲッ……。今まで以上に？


　それは嫌かもしれない。


「たまには優やさしくしてくれないと嫌だよっ」


「もちろん……優しくもする。キスもする。エッチだって、ね。だって、僕は君の家庭教師であり、兄様であり……恋こい人びとなんだからね」


　恋人……。


　聞き慣れない言葉にドキドキしてくる。


　そうか。オレって、誠也の恋人なんだ。


「だから……」


　誠也は再びキスをしてきた。そして、同時に太ふと腿ももを撫でてくる。


「……ちょ、ちょっと……」


「したくない？　それとも勉強のほうをしたい？」


　やっぱり誠也は意地悪だ。こんなときに勉強なんかしたいわけがない。


　誠也は笑いながら、オレの唇くちびるにチュッとキスをした。


「保健の授業をしようか。それから、体育。君の身体からだの柔じゆう軟なん度チェックなんかしちゃおうかな」


　耳元でそう囁ささやく誠也は、なんだか楽しそうで……。


　オレ、ずっといじめられそう。


　でも、そんな誠也が好きなんだよなあ。


「君の部屋に行こうか」


「あっ……馬鹿っ」


　誠也はオレの身体を花はな嫁よめみたいに抱だき上げたんだ。


　でも、機き嫌げんよさそうな誠也を見てると、もうこれでいいかって気もする。どうせ、誰だれも見てないんだから、いいよなっ。


　オレはヤケクソで誠也の首に摑つかまった。


　そして、誠也はオレの部屋に行き、机……ではなく、ベッドに静かに下ろした。


「さあ、授業を始めるよ」


　誠也はにっこり微笑んで、オレにそう言った。







ＥＮＤ





家庭教師ラブテイーチヤーは不ふ遜そんなオオカミ
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